


















































まわせっ！　課金戦乙女ヴアルキリーのヒルデさん
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　四よ畳じよう半はんのアパートに帰ってくると、押し入れから不気味な含ふくみ笑いが漏もれ聞こえてきた。

「うふふ……ＳＲきなさい……さぁ……さぁ！」

　ふすまが半開きになった押し入れからは、無数の使用済みｆチューンカードがぼろぼろとこぼれ落ちている。

「おいヒルデ、おまえまさかまた！」

　押し入れの中には、空のように蒼あおい鎧よろいとサークレットを身に着けた、ブロンドの戦乙女ヴアルキリーがいた。

　北ほく欧おう神話に出てくる神の使徒がうちにいるのはいい。……いや、本当はよくないんだが、一応納得済みだ。

「ランちゃんが……蘭らんちゃんがこないのです！　設定も能力値も絶対ほしい娘こなのに！」

　だが、その彼女がアイドルを題材にしたソーシャルカードゲームのガチャにはまりこんでしまうとは、誰だれが予想できただろうか。

「あと百回……あと百回だけ……」

「せめて十回にしとけ！」

「あら、おかえりなさい潤じゆん矢や。それじゃあ十セットだけ……」

「一セットって十回だよな！　回数変わってないよな！」

「あああああ！　また引けなかったああああ！　閣下はもういいから！　蘭ちゃんは!?　私の蘭ちゃんはまだなの!?　私のところに来たらしっかりプロデュースしてあげるって言ってるのにいいい！」

「お、おいヒルデ。お前その鎧……」

　目的のカードが引けず、押し入れでごろんごろんのたうちまわるヒルデの蒼い鎧が、黒く明めい滅めつしている。それとともに、ヒルデの表情がどこか艶つやっぽさを帯び始めていた。

「うふふ……だめです……ＳＲがこない……Ｒ祭りです……んんっ……だめぇ……なにかきちゃうううっ！」

　ヒルデの全身から吹ふき出した黒い霧きりが押し入れに充じゆう満まんし、溢あふれた黒は部屋をたゆたう。

「ヒルデ！　大だい丈じよう夫ぶかヒルデ!?」

　そっと霧に触ふれてみる。とくに刺し激げきはない。

「ヒルデ！」

　オレは思い切って霧の中に手をつっこんだ。すると、何かに手首をつかまれ、引き込まれる感覚があったと同時に霧が消えた。

　オレはそのまま押し入れの中に引きたおされる。

「潤矢～なんだか体が熱いのです～。もうあなたに心臓を捧ささげてもいい……だから、この興奮を駆く逐ちくしてぇ～」

　ヒルデはオレに馬乗りになり、首筋にそっと息をふきかけてきた。オレの全身にビリビリと電でん撃げきが駆かけ抜ぬける。

　ヒルデの鎧は完全に黒く染まり、体を覆おおう部分が極きよく端たんに少なくなっている。豊かな胸や綺き麗れいな太ももが露ろ出しゆつし、その細くて長い脚あしがオレの脚をがっちりロックして放さない。

　さすがヴァルキリー、寝ね技わざの技術も完かん璧ぺきだ。などと言っている場合ではない。

「おいヒルデ！　いつもの清せい楚そなお前を取り戻もどせ！」

　こんな初めての奪うばわれかたはいやだ！

「ヴァルキリーの魅み力りよくを味あわせてあげる……一いつ緒しよに若さ故ゆえの過ちを楽しみましょう」

　聞いちゃいねえ！

　ヒルデはその赤い唇くちびるを軽くしめらせると、かぷっとオレの耳をアマガミした。

　愛と二次元だけが友達だったオレの平へい穏おんな生活がどうしてこうなってしまったんだ！
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「ただいま」

　独り暮らしの部屋に挨あい拶さつをしたところで、もちろん返答などない。

　通学鞄かばんを部屋の隅すみに投げ捨て、テレビの電源を入れる。晩飯は生活費のために始めたバイト先のコンビニで、店長から軽食をもらってすませてある。貧びん乏ぼう学生に優しい店長でとても助かっている。

　都内の学生街にある四畳半、風ふ呂ろトイレ共同のボロアパートに高校生の身空で独り暮らしをする理由なんていくつでもあるだろう。

　学校でそのことを言えば大たい抵ていは「たいへんだな」「えらいね」などという反応が返ってくる。清貧苦学生だとでも思うのだろう。

　だがオレの場合、あまりにしょうもない理由なので、なんとも反応に困るのだが。

　貧乏なのは事実だけどな。給料日前は水道水とパンの耳だけになることも多いし。

「今期は不作だなあ……作画ばっかり良くても中ちゆう盤ばんでこうもストーリーがグダると見る気なくすよなあ……」

　独り暮らしをすると独り言が増える。自分はそんなことないと思っていたが、ごらんのあり様である。

　誰も聞いちゃいないのだからどうでもいいか。

　──ドンッ！

　隣となりの部屋から壁かべを殴なぐられた。

　オレはすかさずＴＶの音量を下げる。壁が薄うすいからまる聞こえなのだ。

　同じ『壁ドン』なら、美少女に行く手を遮さえぎられる方の壁ドンをされたいものだ。遮る方をオレがやると事案になるのでそっちは自重だが。

　ここからの三十分は実じつ況きようが盛り上がらない程度の低クオリティアニメが始まるため、手持ちぶさたになる。

　寝落ちしないように、スマホでまとめサイトをチェックする。やはりハムちゃんは良い記事を引っ張ってくるな。

　某ぼうフルマラソンで日にち朝あさのコスプレ女装をした男がテレビに映った記事に日本の平和を感じたあと、マンガとラノベが列ならんだ本ほん棚だなから読みかけのラノベを手に取った。

　負けると本当に死ぬＭＭＯＲＰＧのキャラに最強ステータスで転生をした主人公が、なんどでもゼロから始められるチート能力を持つというなんだか詰つめ込みすぎなストーリーに辟へき易えきしつつも、量だけがウリの胸焼けラーメン屋のようにもう少しだけ……とページをめくっているとあっという間に三十分が過ぎた。

　次の番組を見るため、テレビに目を戻そうと姿勢を正したそのとき、突とつ然ぜんテレビを含む部屋の電気が全て消えた。

　停電か？

　窓の外を見ると、他の家や隣の部屋などは電気がついている。

　ブレーカーが落ちたわけでもないだろうし……。

　蛍けい光こう灯とうからぶら下がるヒモを何度か引いてみるも、反応はない。

　──ゴゴゴゴゴゴ。

　低い地鳴りとともに部屋が振しん動どうを始めた。

　地じ震しんだ！　でかい！

　ぼろアパートが崩くずれないか心配しつつ机の下にもぐると、揺ゆれはすぐに収まった。

　その代わりというわけではないだろうが、畳たたみの上に淡あわく光る円形の幾き何か学がく模様、いわゆる魔ま法ほう陣じんが出現した。

　なんの冗じよう談だんだ！　極東魔○昼寝結社の夏のような電でん飾しよくではなく、粒りゆう子しが自発光している。

　魔法陣が強く発光すると同時に、部屋の中で風が吹き荒あれた。

　本棚からマンガとラノベが飛び出し、狭せまい部屋を竜たつ巻まきのように回転する。

　金がないせいであまり冊数がないのが幸いして、渦うずの中心にいればオレに被ひ害がいはない。本もいまのところちぎれ飛ぶ様子はない。

　もしフィギュアやプラモを買っていたらバラバラになっていたことだろう。

　ああっ！　とか言ってるうちに本どうしが衝しよう突とつし、お気に入りマンガの限定版に傷が！

　くそう！　なんだってこんなことになってやがるんだ！

　ヤ○オクでは捨て値で取引されている転てん売ばい厨ちゆう涙なみだ目めざまぁな限定版だけど、オレにとってはお宝なんだぞ！

　なんとかあの限定版だけでも救出せねば！

　渦巻く本の中に手をのばそうとすると、とたんに風が止やんだ。

　本がどさどさと床ゆかに落ちる。

　限定版があああ！

　こんだけ他人の部屋を荒らしたんだから、美少女を召しよう喚かんするとか不思議なことの一つも起こってくれないと割に合わんぞ。

　などと思ったのもつかの間。今度はアパートの裏にある小さな庭の方から、隕いん石せきでも落ちたような爆ばく音おんが聞こえてきた。

　今度はなんだ!?

　窓から顔を出すと、庭には巨きよ大だいなクレーターができている。

　その中心に蒼い鎧と、翼つばさをあしらった銀のサークレットを身に着けた金きん髪ぱつの美少女がいた。暗がりでも日本人ではないとわかるほど白い肌はだに、強い意志を感じる瞳ひとみ。

　現実ではモニターの向こうにしかいないような美少女が……地面に腰こしまで埋うまっている。

　うわぁ……えっと……なんだろう。

　驚おどろくのを忘れるほどの光景ってのがこの世にはあるんだな。

　きっとかっこいい感じでオレの部屋に召喚されるはずだったんだろう。

　召喚場所がズレたのかな……。

　美少女は窓から顔を出しているオレに気付くと、一いつ瞬しゆん助けを請こうような目をした後、キリッとした表情で目を逸そらせた。

　ものすっごい関わらない方がいい気がする。

　最近は異世界に転生して無む双そうだの最強だのってのが流行はやってるが、現代に異世界人が召喚されるパターンも昔から存在する。

　こちらにやってきた異世界人が主人公をあちらの世界に連れ去るってパターンが多いかもしれない。

　もしそんなことになったら大変だ。

　異世界はアニメも放送してないし、ゲームも発売しない。オレの生きる意味が失われてしまうのだ。

　やはりここは無視するのが一番だろう。




　窓を閉め、提てい督とく業ぎようをこなすことしばし。

　オレは再びおそるおそる窓の外を見た。

　まだいる！　しかも下半身が埋まったままずっとこっちを見上げてる！

　オレは再びそっと窓を閉めた。




　さらに一時間後、そろそろいなくなっただろうか。

　窓の隙すき間まからそっと庭を見る。口をかっぱーんと開けて居い眠ねむりしとる……。

　はっと気付いた彼女は、オレに目線を合わせると、キリッと表情を引き締しめた。

　なんなんだいったい！

　まだ夏と呼べるほど気温は高くないため、熱ねつ中ちゆう症しようにはならないだろう。

　とはいえ、女の子をいつまでも外に放置しているわけにもいかない。

　だけど絶対関わっちゃいけないような……ああもうっ！　こっちみんな！

　わかった！　わかったから！




　　　　◆　◇　◇　◆




　下半身の埋まった鎧よろい姿の美少女をクレーターの縁ふちから見下ろすなんて経験をしたことのある奴やつが日本に何人いるだろうか。

「問おう。貴方あなたが私のマスターか」

　美少女はオレを見るなり訊きいてきた。

「しらんがな」

　オレの答えは予想外だったらしく、美少女はくわっと目を見開く。

　いきなり何を言い出すんだこいつは。

　状じよう況きようからして手の込んだイタズラとは思えないのだが、本物だと認識するのを脳のどこかが拒きよ否ひしている。

「オーディン様から神しん託たくがおりていませんか？」

「斬ざん鉄てつ剣けんを失敗するのが仕事の？」
















「なんですかそれ？　オーディン様は、私がいた北ほく欧おう神話世界における主神です。こちらの世界で世話をしてもらえるよう連れん絡らくだけはしてくれるとのことでしたのに……オーディン様、あいかわらずいい加減な……」

「なんだかよくわからんが、キミは北欧神話から来たと？」

「肯こう定ていです」

　まじかよ。美少女が異世界から自分のところに召喚されてきてハーレムうはうはなんて想像は男なら誰だれでも一回はしたことがあるだろうが、実際におきてみるとどうしていいかわからんものだ。

　街のど真ん中でアニメのコスプレをしている女の子に出会った感じに近いだろうか。

　モニターの向こうで見る分にはいいが、実物を見るとどぎまぎしてしまうあの感じだ。

　──どんっ！

　キミが土つち煙けむりを巻き上げながら地中から飛び出し、オレの隣に着地した。

　何その動き!?

「よ、夜中に大きな音を出して近きん所じよ迷めい惑わくだぞ！」

　動どう揺ようを隠かくすために口から出たのはそんな言葉だった。

　まず先に聞くべきことが色々ある気もするが、何をどう質問していいかさっぱり考えがまとまらない。

「貴方の部屋には召喚前に結界が張られており、音と存在感は外に漏もれないようになっているので問題ありません。召喚ポイントがずれた先であるこの庭も結界の範はん囲いに含ふくまれているようですから」

　そういえば彼女が落下してきたときもすごい爆音だったのに、人が集まってくる気配はないな。

　だめだわこれ。完全に巻き込まれるやつだわ。

　バイトで食費を稼かせぐ高校生にこんな美少女を養うような金はないんだが。

「改めて自己紹しよう介かいをさせて頂きます」

　美少女は片かた膝ひざをつき、頭こうべを垂れた。

「私はアース神族の神々が住まう地、アースガルドより参りました。オーディンに仕えるヴァルキリー、ブリュンヒルデと申します。ヒルデとお呼び下さい」

「アースガルドにオーディン……ゲームなんかではよく聞く単語だな」

「ゲーム……空想の設定での遊びということですか？　私にとっては現実の出来事です。私はそこから堕おとされ……ではなく、召喚されてきたのです」

　庭のでかいクレーターに埋まるなんて登場をされた以上、信じざるをえない。ヒルデが少なくとも普ふ通つうの人間でないことは確かだ。

「信じられないのもムリはありません。『人間の国ミズガルズ』の住民は魔術に慣れていないと聞きますから。では、証しよう拠こをお見せしますね」

　ヒルデはオレの沈ちん黙もくを懐かい疑ぎの表れだと勘かん違ちがいしたのか、その手に剣を出現させた。

　その不思議現象だけで十分なんだが。

　剣を空へと向けたヒルデは呪じゆ文もんを唱え始めた。





破は滅めつを導く炎ほのおの剣よ、傷つける魔法の杖つえよ。

九つの鍵かぎ開け、我が剣にその姿を映せ。

疑似召喚レーヴァティン！






　鎧と同じく蒼あおい装そう飾しよくの施ほどこされたヒルデの剣が、赤を基調としたものに変わる。

「炎よ！　顕けん現げんせよ！」

　剣から真っ赤な光が夜空へと走り、瞬またたいたかと思うと──

　これまでに見たどんな花火よりも巨大な炎の爆発が彼方かなたの空で弾はじけた。

　かなりの距きよ離りがあるはずなのに、衝しよう撃げきと熱が肌をチリつかせる。

「なんだなんだ？」「春に花火か？」「空くう襲しゆうじゃああ！」

　近きん隣りんの住民がにわかに騒さわぎ出した。

　結界の外で爆発すれば、そりゃあ音はだだ漏れだよな！

「このようにお役に立てます」

「簡単なお仕事でした、みたいなすまし顔してないで逃にげるぞ！」

　オレは思わずヒルデの手を摑つかむと、そのまま部屋にダッシュした。

　とりあえず一いつ緒しよにいるところを見られないようにするだけだから！

　すぐ追い返すからな！




　　　　◆　◇　◇　◆




「これで信じていただけましたか？」

　ヒルデは真剣な顔で訊いてくる。

「信じたから！　というか疑ってなかったから！　頼たのむから騒ぎをおこさないでくれ」

　ここを追い出されたら、また引ひっ越こし代がかかってしまう。そんな金はない。ただでさえ昼のパンを百円から八十円のシリーズにランクダウンさせようかというくらいなのに。

「はぁ……そんで、ヒルデはなんでこっちの世界にきたんだよ」

　世界を救うとか、オレが選ばれた勇者だとか、チェスのコマをモチーフにした悪あく魔まのチームに入りにきたとかそんなとこだろうか。

「それは……」

　なぜ険しい顔で目を逸らす。

「まさか……本当に世界がやばいのか？」

「いいえまったく。ただ居い候そうろうをさせて頂きにきたのです」

　キリッ、としながら言うセリフじゃないと思うんだ。

「なんなんだいったい！　なんでうちみたいな狭せまい家に居候なんてしたいんだよ！」

「むろん、使命のためです」

　…………説明おわりか？

「さっぱりわからんのだが」

「く……できれば言いたくなかったのですが、仮とはいえ主あるじに隠し事をすべきではないこともまた事実……」

　オレの質問に、ヒルデは迷ったあげく、ゆっくり口を開いた。

「実は……職務上のミスを犯してしまい、アースガルドを追放になってしまったのです」

「帰れないのか？」

「こちらの世界に堕ちるのは比ひ較かく的てき容易なのですが、あちらに戻もどるにはオーディン様の許可と、しかるべき儀ぎ式しきが必要なのです」

「許可ってのはどうやったらもらえるんだ？」

「こちらの世界に堕とされたヴァルキリーは罰ばつとして──ではなくて、使命としてヴァン神族討とう伐ばつの任務を課せられるのです」

「そのなんとか神族ってのがこっちに来てるのか？」

「ヴァン神族。我々アース神族と敵対する組織です。彼らは使い魔をこちらに放ち、なにやら画策しているようなのです」

　急にそんな話をされてもさっぱり実感がわかない。

　神話級の話はバハムートなソシャゲにでもまかせておいて、当面の問題はヒルデだな。

「行くところは？」

「ありません……。せめてもの情けということで、オーディン様が寝ね泊とまりの場所は交こう渉しようして下さるとのことでしたが……」

「口だけだったと」

「はい……それで、居候をさせて頂きたいのです」

「そんなこと言われても！　家だって狭いし、他人を養う余よ裕ゆうなんてないぞ」

「そこをなんとか……よろしくお願いいたします！」

　このヴァルキリー、いきなり土下座しやがった！

「土下座なんてどこで覚えたんだよ！」

「オーディン様が、日本人にはこれが一番効くから、とりあえずやっておくようにと」

　どんな神だよ！

「お願いします！　大通りで土下座でもなんでもしますから！　むしろ土下座の姿勢でずっとついていくこともできますから！　こうするのが良いとオーディン様が！」

　ヒルデは土下座の姿勢を維い持じしたままホバー移動でオレの周りをグルグル回り始めた。

　やめて怖こわい！　バターになりそう！　絶対オーディンに騙だまされてるから！

　ずっとこんなことされたら、おちおち外も出歩けないだろ！

「これでもダメならば……」

　急停止したヒルデがどこからともなく取り出した剣をオレののど元に突つき付けた。

「お願いいたします。私はヴァルキリーとして、どうしても使命を果たさねばなりません。それが私の生きる意味だからです。私は世界の人々を救いたいのです！」

「その前にオレの命を救って!?」

　ヒルデがこの上なく真剣なのは表情と気き迫はくから十分伝わってくる。

　でもだからって人に剣を突き付けちゃいけないと思うんだ！　脅きよう迫はくだよこれ！

「おいてくれないと……闇やみ堕おちしちゃいますよ！　いいんですか!?」

　オレを殺すってこと!?　この部屋を殺してでも奪うばい取るってことなの!?

「ああもうわかった！　おいてやる！　おいてやるからやめてくれ！」

「よろしいんですか!?」

　まだ死にたくないからな！

「仕事はちゃんと探せよ」

　実に面めん倒どうな話だが、オレも『失敗』をして家を追い出された経験がある。経験というか現在進行形なわけだが。

　ここで追い出しても寝覚めが悪いし。

「イエス、マスター！」

「そのマスターってのはやめてくれ。オレは安あん沢ざわ潤矢。潤矢でいい」

　オレをマスターと呼んでいいのは、美少女のアーサー王だけだ。

「感謝します、潤矢」

　深く頭を下げたヒルデは部屋を見回した。

「ところで、私はどこで眠ねむればよいのでしょう？　ここには玄げん関かんしかないようですが」

「玄関じゃねえから！　リビング兼けん寝しん室しつのオレの城だよ！」

「これが城……？」

「そこはモノの例えだから真しん剣けんに悩なやむな！　ああもう、ヒルデは押し入れな！　布ふ団とんだけは予備があるからそれで寝てくれ。個室にもなるからいいだろ」

「おしいれとはこの下足入れのことですか？　ここは部屋で靴くつを脱ぬぐ文化のようですね。これは気がつきませんでした」

　ヒルデは蒼いレッグガードを脱ぐと、押し入れの真ん中にそろえて置いた。

「気の使い方がおかしいから！　ヒルデが靴を置いたところに住めって言ってんだよ！」

「……言っている意味がわかりかねます」

　ほんとにわかってない顔ですわコレ。

「オレの住居はこの部屋と一畳じようの押し入れだけだ。つまり、ヒルデはそこで寝るか、オレのベッドで寝るかを選ぶしかないってことだ、ＯＫ？」

　眉まゆをひそめたヒルデの鎧よろいが、ガチャリと音を立てる。

「イヤだろ？　わかったら今日はもう寝よう」

「使命のためとあれば……ここは割り切ってお受け致いたしましょう」

　嫌いやならちゃんと断ってよ！　これじゃ完全にオレが悪者じゃないか！

　──ドンドンドンッ！

　騒ぐからまた隣となりの人がお怒いかりだよ！

　どうやら結界の効果はきれているらしい。

「ヴァン神族の襲しゆう撃げきか！　マスター！　私の後ろへ！」

　ヒルデは壁かべに向かって剣を構えた。今にも壁をぶち破りそうな勢いだ。

「襲撃じゃないから！　むしろ悪いのこっちだから！　もう今日はオレが押し入れで寝るからベッド使え。今日だけだからな！」

「しかしマスター……」

「マスターはやめろっての」

　まったく、押し入れで寝るのなんて、小さい頃ころにゲームは一日一時間の約束を四十時間ほどやぶったとき以来だぞ。

　どうしてこうなった……。
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　大好きなアニメの再放送を見み逃のがしてしまったことに気付いたのは翌朝だった。

　ちゃぶ台を挟はさんだ向かい側にはヒルデの姿がある。

　金きん髪ぱつ美少女と朝飯なんて夢のような光景だ。美少女が鎧姿じゃなけりゃな。

「なんて軟やわらかいパンでしょう。北ほく欧おうの乾かん燥そうしたパンとは大おお違ちがいです」

　賞味期限ぎりぎりで特売されていたパンなのだが、喜んでもらえたようで何よりだ。

「オレは学校に行ってくるから、大人しく留守番しててくれよ」

「学校とは訓練所のような場所ですね？　私も拝見しておきたいのですが」

「学校は部外者立ち入り禁止なんだ。我が慢まんしてくれ」

　まわりの連中に、オレとヒルデの関係をまともに説明できる自信がない。

「仕事を探すにしても、こっちの常識をある程度わかってからじゃないと無理だろうからな。週末にでも街につれていくから。家でテレビでも見て、こちらの世界のことを勉強しててくれ」

「テレビとはなんですか？」

「そこにある映像の受信機だ」

「魔力の類いは感じられませんが……」

「魔力じゃなくて、電気で動いてるからな。このリモコンでスイッチを入れてみろよ」

「りもこんとは、対となる操作用魔法具のようなものでしょうか？」

「そんなようなもんだ」

　言っていることはなんとなくしかわからないが、ヒルデは科学技術を魔ま法ほう技術におきかえて理解しようとしているらしい。発展しすぎた科学は魔法みたいなもんだって汎はん用よう人型決戦兵器の博士も言ってたしな。考え方として通じるところがあるのだろう。

　ヘマをやらかしてこちらの世界に来たというが、向こうではかなり優ゆう秀しゆうだったのかもしれない。

「年とし端はもいかない少女が踊おどっていますが、これは何の儀式ですか」

　テレビにはアイドルアニメのプロモが流れていた。

「芸能って言ってわかるか？」

「吟ぎん遊ゆう詩人のようなものでしょうか？　もしかして、この映像通信機器を使って様々な場所に観せることができるのですか？」

　ヒルデは興味深そうにテレビの周囲を見回している。

「いいですね……チームが仲良しって……」

　やがてヒルデは画面に映る架か空くうのアイドルを観ながら、うらやましそうな、さびしそうな微び妙みような表情で呟つぶやいた。

　もしかして、向こうの世界でぼっちだったのだろうか。

　とにかくテレビに興味を持ってもらえたようでよかった。これならオレが帰るまで大人しくしてくれるだろう。

「そうだヒルデ。コレを渡わたしておくから、何かあったときはオレに連れん絡らくしてくれ」

「なんですかこの石盤？」

　ヒルデはオレの手渡したスマホをつついたり、掲かかげたりしている。とある事情から封ふう印いんしていた二台目のスマホだ。契けい約やく期間がもう少し残っていたはずなので使えるだろう。

「こいつは小さなＰＣ……って言ってもわからないか。音声通話やらその他色んなことができる端たん末まつだ」

「こんな小さなモノで、大した魔力を持たない人間が通信できるのですか？　私が聞いていたのと随ずい分ぶん文明レベルが違ちがいますね。少し前までは、家の間に糸をのばして通話していたと聞いていますが」

　糸電話をインフラに使ってた時代なんてねえよ！　せめて伝声管だろ！

「オレへの連絡方法を教えておくから、それだけ覚えてくれ」

　試しに通話をさせてみると、すぐに操作方法をマスターした。

「これはなんですか？」

　ヒルデがタッチしたのはブラウザーのアイコンだった。

「それはインターネットを見るための……ってうわわわ!?」

「裸ら婦ふ画ですか？　それにしてはとても写実的というか……むしろ扇せん情じよう的というか……」

　エロサイトに繫つながりました！

　ブラウザーを閉じる時、最後に見ていたサイトに繫がったのだ。

「それは見ちゃだめだ！」

「むっ……戦いくさと訓練ばかりの私に芸術などわからないと言うのですね？」

「そうじゃなくって！」

　むしろそう勘かん違ちがいしてくれているうちになんとかごまかしたい！

「ここに触ふれればよいのでしょうか？」

「それだめえ！」

　文字の読めていなさそうなヴァルキリーでさえタッチしたくなるような優秀なデザインを褒ほめるべきなのだろうか。

　なんてことを考えてる場合じゃない。

『ＯＨ……ＹＥＳ！』

「潤矢……これは……」

　赤面でジト目という器用な表情でオレを睨にらむヒルデである。

　よりによって洋モノのサンプルが流れるとか！

　日本人の方が好みだよ！　ちげえ！　そういうことじゃなかった！

　オレはあわててヒルデの手からスマホを奪いとった。

「男の子ですものね……私は気に致しません」

　無表情で目を逸そらしながらそんなこと言われても！

「そ、そうだ……このアイコンだけはタッチするなよ」

　オレは二次元アイドルの顔をあしらったアイコンを指差した。

　アイドルライブグランドステージ──略してアイグラ。アイドルを題材にしたソーシャルカードゲームアプリだ。

「なぜですか？」

「こいつは世界を滅ほろぼすアプリなんだ。とにかく触さわらないでくれよ」

　滅ぶのは世界というより自分の財さい布ふなのだが、これくらい言っておいた方が良いだろう。

「あぷり？　世界を滅ぼす？　すぐに滅めつしましょう！」

「スマホに剣を突つき付けないでくれ！　ちゃんと封印されてるから問題ない」

　バッテリーに悪いし発色が変わるから、保護フィルムは貼はらない方針なんだ。

　いまいち納得していない様子のヒルデだが、そろそろ出ないと遅ち刻こくしてしまう。機会があったらちゃんと説明してやろう。

「それじゃあ行ってくる。腹がへったら、冷蔵庫にパンの買い置きがあるから好きにたべてくれ──って早いなおい！」

　最後まで聞かず、ヒルデはオレが指差した冷蔵庫を開けていた。

「これは常時弱冷気魔法を供給する箱ですか？」

　冷蔵していたせいですっかり硬かたくなっているはずのパンを淡たん々たんと食べるヒルデ。そんなヒルデの頰ほおが微かすかに緩ゆるんでいるのを確認しつつ家を出た。

「あ……待って下さい！」

　──ガツンッ！

「いってえ！」

　玄げん関かんのドアに鍵かぎをかけようとしたところで、ドアが突とつ然ぜん開かれた。

　額をしたたかに打ち付けたオレは思わずうずくまる。

「なんなんだよ！」

「いってらっしゃいませ、潤矢」

　ヒルデが深く頭を下げた。

「それをわざわざ言いに出てきたのか？」

「はい。お世話になっている身ですから」

　こんなことで嬉うれしいと思ってしまう自分は安いのだろうか。

「んじゃあ行ってくる。鍵はかけとけよ。わかるか？」

「はい、作動原理は原始的なもののようですから」

　安物の鍵で悪かったな。

「では、お気を付けていってらっしゃいませ」

「ああ……」

　短くそう返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　こんな美少女に送りだされる日がくるなんて夢にも思わなかった。少しくらい足取りが軽くなるのもしかたないというものだ。

　いってらっしゃいか……久しぶりに聞いた言葉だな。
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「おっはよう潤矢！　今日も深夜アニメの見過ぎで目の下にクマをつくって──ないっ!?　どういうことなの!?」

　朝からハイテンションで話しかけてきたのは平ひら井い台だい千ち奈な。隣に住む幼なじみだった。過去形なのは高二になったこの春にオレが独り暮らしを始めるために引ひっ越こしたからだ。

「そっちこそ朝からどういう挨あい拶さつだ。オレのことをなんだと思ってるんだよ」

　昨晩は押し入れから出られなかったせいで深夜アニメが全く観られなかったからな。ちゃんと録画はしてあるので、早く帰って観ないといけない。

「中ちゆう途と半はん端ぱにすごいオタク」

「なんだかわからんけど傷つく！」

「私からすると潤矢も十分オタクなんだけど、うちのクラスには規格外がいるから……」

　今、オレ達の頭には共通のクラスメイトが浮うかんでいることだろう。

「アレと比べられると辛つらいところだな……オレもがんばらないと」

「妙みような方向にがんばらなくていいから！　潤矢は今のままでいいの！」

「う～ん、もっと色っぽい状じよう況きようで言ってほしいセリフだなあ」

「ば～か。そういうセリフは色っぽい状況を作れるようになってから言うのね」

　千奈は腰こしに手を当て、真っ平らな胸を無意味に反らせた。少しだけ茶色く染めたボブカットがさらりと後ろに流れる。

　こんな軽口をたたける相手は千奈くらいのものだ。てきとうに流してくれるとわかっているからな。

　千奈は誰だれとでもこうして気さくに話すので、男女問わず人気が高い。

　幼なじみであるオレと千奈はよくセットで扱あつかわれる。オレも昔は、自分達がよくある恋こい人びと未満な幼なじみバカップルなんじゃないかと勘違いしたこともあった。だけどアイツは誰に対しても気さくで明るいのだ。つまり、オレだけが特別なわけじゃないってこった。

「おっと、噂うわさをすればってやつね～」

「朝からお前達夫婦はお盛さかんだな。とっとと子供でも作って少子化を食い止め、腕うでの良いアニメーターに育ててほしいものだお。なんせ俺はえまちゃん派だからな。中ちゆう尉いじゃない方な。中尉はあれで悪くないんだが、宇宙世紀なら金きん髪ぱつ妹キャラの方が好みなんだな」

　聞いてもいないことをベラベラしゃべりつつ、隣となりの席にどかっと座ったデブは築つき城しろ正ただし。世間でイメージされるが実はそんなにいない、キモオタ要素を全部ぶちこむとこいつになるんじゃないかという歩くステレオタイプだ。

　クラスにいたら真っ先に敬遠したくなるような男だが、不思議なことに一年のころから馬が合った。

　一いつ緒しよにいて大した問題があるわけでもないしな。

　あるとすれば、一緒にいると体積のせいでスペースを奪うばわれるのと、女の子が一いつ切さい寄ってこなくなるのと、オレまで同類だと思われるのと、『正がキモい』という苦情がオレにくることくらいだ。

　……オレ、なんでこいつとつるんでるんだろう。

「俺も千奈ちゃんのケツを撫なでまわしたいお」

　正が千奈にエロい視線を向けながらロクでもないことを呟いた。

「あいっかわらずキモいわねえ！」

　千奈が嫌いやがるのも無理のないことだ。

「さもオレが普ふ段だんから千奈のケツを撫でてるみたいな言い方はやめろ」

　女子の視線が痛いだろ。

「正は三次元には興味ないんじゃなかったのか？」

「ヴワァカだなあ。千奈ちゃんを二次元絵にしてから愛めでるに決まってるじゃないか」

　何が決まってるんだ、何が。

「なぜ今の流れでオレがバカにされたのか」

「イエスロリータ、ノータッチ！　千早ちゃんと同じななじゅうに！」

「私はロリじゃないわよ！　七十二ってなんのことかわかんないんだから！」

　千奈は真っ赤になって目を白黒させている。

「今期はロリ成分がたりなくて……」

　正はその巨きよ漢かんをしょんぼりと縮こまらせた。

　だからって無理矢理クラス内で摂せつ取しゆしようとするんじゃない。

「ねえねえ潤矢、デッキの組み方について相談にのって欲しいんだけど」

　千奈は正を無視することに決めたのか、オレにスマホを見せてきた。

　アイグラが起動している。

　そういえばコイツはオレがアイグラにハマっていた頃ころ、つられて始めたんだったな。今でも遊んでいるらしく、たまにこうして相談に来る。

　クラス内でもアイグラをプレイしている奴やつは多い。教室を軽く見回すと、視界に入る範はん囲いだけでも数人のスマホに見覚えのある画面が映っている。プレイしているのは主に男子だが、女子のファンも少なくない。

「デッキの組み方を聞いてくるなんて珍めずらしいな」

　アイグラは五枚のカード五人のアイドルでデッキを組み、その攻こう撃げき＆防ぼう御ぎよの数値で競きそい合うオーソドックスなソーシャルトレーディングカードゲームだ。

　同じボタンをひたすら押している時間が長いことから『ぽちぽちゲー』なんて揶や揄ゆされたりもする。

　アイグラの楽しさがわからない奴は春閣下に撲ぼく殺さつ天使されればいいのに。

　まあ、引退したオレが言えたことでもないが。

「今度始まるイベントっていうのに参加してみようと思ってね」

「ついにそこまで成長したか！」

「その喜ばれ方はなんかムカつくわね。なんとなくキャラ達を育てるだけってのも飽あきてきたしね。潤矢が前からすんごい勧すすめてきてたしやってみようかなって」

「良い心がけだ！」

「だからなんで上から目線？」

「オレは既すでに引退した身だが……いや、だからこそ師し匠しようと呼べ！　東方不敗でもいいぞ！」

「それ知ってる！　シューティングゲームでしょ！　テレビでやってたコミケ特集とかいうのに映ってたわ。最近は軍ぐん艦かんのゲームに押されてるとかなんとか」

「東方違ちがいの上に天然で煽あおるのやめてくれるか!?」

　どこで信者が聞いてるかわかんないだろ！

「ところで次のイベントの種類は？」

「種類って言われても……」

　千奈が困こん惑わくするのも無理はない。コイツはほんとにぽちぽち押してただけだからな。

「ソシャゲのキモはなんと言っても『イベント』だ。運営はユーザーが金を払はらいたくな……もとい、飽きさせないよう、『イベント』を開かい催さいする。プレイヤーどうしの対戦や、強力なボス討とう伐ばつ、とにかく長い戦いをこなすタワー型なんかがある。インフォメーションによると、次のイベントはギルドどうしの対戦だな。ギルドバーサスギルドとかＧｖＧなんて呼ばれてるタイプだ」

「ＧｖＧ？　業界用語を使いたがるのは潤矢の悪いクセよね」

「冷静に突っ込まないでくれるか!?」

「恥はずかしいならやらなきゃいいのに」

「こういう用語は説明に便利なんだよ！」

「そんで、ギルドってのは？」

「チームみたいなもんだ。要するに次のイベントはチーム戦ってことだな」

「へー」

　全然わかってない顔だコレ！

　とりあえず習うより慣れろだな。

　この手のゲームは一見考えることなんて無いようで、実は奥深かったりする。それはやってみなければわからないことだ。

　今日の所はひとまず、見た目だけで組まれている千奈のデッキをなんとかしよう。

　……千奈の奴、胸の小さなキャラばかり集めてやがる。
















　なにもゲームにまで仲間を求めなくてもいいと思うんだが、この事実に気付いたことは内緒にしといてやろう。

　ちなみにオレが千奈に手ほどきをしている間、正はとなりで「爆ばく発はつしろ爆発しろ爆発しろ……」と呟つぶやいていた。

　交ざってくればいいだろうに。時々コイツはよくわからん遠えん慮りよをするんだよな。




　　　　◆　◇　◇　◆




　菓か子しパンと牛乳で満たされた腹がオレの睡すい眠みん欲よくを限界突とつ破ぱさせた午後の授業。

　窓まど際ぎわの生徒たちがざわつき始めた。教師が「なんだありゃ？」と呟くと、物見高い何人かが窓際に駆かけ寄った。

「む……この気配は！　二次元に限りなく近い三次元美少女の気配！　誰か知らんが俺だー！　結けつ婚こんしてくれー！」

　その中には鞄かばんから双そう眼がん鏡きようを取り出した正の姿もある。少しは落ち着け。

　双眼鏡で窓の外を確認した正は、腰の後ろから電池式サイリウムを取り出し、振ふり回し始めた。

　奴がサイリウムを常備していることにはもはや誰もツッコまない。

「いつアイドル声優に会ってもいいように携けい帯たいしてるんだお！」とクラス全員の前で宣言したのは記き憶おくに新しい。会ってどう使うのかという疑問は解けたわけだが、こんなこと知りたくなかった。

　うっかり街でこの光景に遭そう遇ぐうしなくて本当によかった。

　真昼でも遠くからわかるほどの強きよう烈れつなオレンジと、正の気持ち悪い動きと飛び散る汗あせに窓際に集まった連中が霧む散さんする。

　そうしてひとしきり動いた正は気が済んだのか、席へと戻もどってきた。

「俺の閃せんブレに反応しないということは、アイドル声優のコスプレじゃなさそうだ。なかなかしっかりした造りの鎧よろいを着ていたから、てっきり新人声優のプロモかとおもったんだがちがったお」

　正は心底がっかりした様子で双眼鏡を鞄にしまった。

　アイドル声優が昼間から学校にプロモなんかにくるわけないだろ。

　……………………ん？　いま、鎧って言ったか？

　ものすごく嫌な予感がして窓際に駆け寄ると、階下の校庭には蒼あおい鎧に身を包んだヒルデの姿があった。

　家で大人しくしてろって言ったのに！　なにしてんだあいつ！

　とりあえずここは他人のフリだな。

　幸いにしてここは三階だ。下からは距きよ離りがある上に、他のクラスの連中も窓から顔を出している。

　今の一いつ瞬しゆんでばれたということはないだろう。さっさと顔をひっこめて──

「潤矢困ったことがおきました。闇やみ堕おちしそうです」

　ヒルデはまっすぐにこちらを見て、学校中に聞こえる声でそう言った。

　どんだけ目がいいんだよ。しかも、叫さけんだわけでもないのにものすごい音量の声だった。

　ほんとに人間か！　……そういやヴァルキリーって半神だったな。

「潤矢、あそこにいるものっすごい美人はだれ？　あと闇堕ちっていったい……」

　いつのまにか隣に立っていた千奈が鬼おにのような形相でこちらを睨にらんでいる。

　あんなのが訪ねてきたら気になるのはわかるが、なぜ怒おこる。

「し、親しん戚せきだよ！」

　全身鎧のコスプレ女と親戚なんてのは勘かん弁べん願いたいが、遠とお縁えんということなら今後の学校生活にも大した影えい響きようはないだろう。……たぶん。

「潤矢の親戚なら五親等まで全員覚えてるけど、あんな人いないわよ？」

「なんでお前はオレの知らない親戚まで知ってんだよ！」

　たしかにこいつはクラス全員の両親の名前まで漢字で書ける強つわ者ものだが！

　本人は「学級委員だから」と言っていたが、普ふ通つうの学級委員はそこまでしないってことくらいモッピーでも知ってるよ！

「おい安沢……」

　若い日本史の男性教師が皆みなまで言う前にオレは、

「ちょっと頭のかわいそうな親戚が来ちゃったみたいなんで迎むかえに行ってきます！」

　と、他のクラスにも聞こえるようできるだけ大きな声で宣言しつつ、教室を飛び出した。

　少しはフォローできたかなあ。

　無理だろうなあ……。
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　ヒルデとオレはかけつけた教師達にそのまま校長室へと連行された。

　校長室にはオレとヒルデ、そしてボディビルダーも真っ青な筋肉が和服を下から盛り上げる校長の三人。

　この校長、面おも白しろいことのためなら大たい抵ていのことは目をつぶるという、教師としてはとんでもない性格の持ち主だ。

「潤矢は私のマスターです」

　というヒルデの自己紹しよう介かいに対し、「ならばこの制服を着てうちに通うがいい」と、机の引き出しから女子の制服を取り出すほどの変わり者だ。

　なにがどう「ならば」なのかさっぱりだ。大だい丈じよう夫ぶかこの学校。

　来客時に使うのであろう豪ごう華かな飾かざり付けの衝つい立たての向こうでヒルデが着き替がえをしている。

　衣きぬ擦ずれの音が色っぽ──

　──ガチャンッ！　ガチャチャンッ！

　鎧を外す音が校長室に派手に響ひびく。

　なんという興奮しない生着替えだろうか。

「潤矢……おかしくないですか？」

　衝立の向こうからブレザーを身に着けて出てきたヒルデは、かける言葉を失うほどの美しさだった。

　神こう々ごうしいという単語を呟きそうになる日が来るとは思わなかった。

　しかし、ただ一つ気になる点がある。

「サークレットは外さないのか？」

「これはヴァルキリーの証あかしですから外すわけにはまいりません」

「どうしても？」

　ヒルデはオレと同じクラスに配属されるんだが……今いま更さらではあるが、少しでも目立たないようにしてくれないかなあ。

「はい。本来ならばこの制服というものの上から鎧を身に着けたいくらいです。鎧もヴァルキリーの誇ほこりですから」

「それはやめてくれ！」

　スカートの下にジャージを穿はくのなんてメじゃないおかしな恰かつ好こうになるだろ！
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「それで、なんで学校なんかにきたんだ？　家で待ってろと言っただろ」

　ヒルデを教室へと案内する道すがら、校長室へ連行されるドタバタでうやむやになっていたことを聞いてみた。

「実はお借りしていた『すまほ』がつかなくなってしまって……」

　申し訳なさそうにヒルデが差し出したスマホを受け取る。

　緊きん急きゆう連れん絡らく用のツールが動作しなくなって不安になったのか。これは怒るに怒れないな。

「電池切れだな」

「でんち？　魔ま力りよくの代だい替たいエネルギーのようなものでしょうか」

「そんなとこだ」

　ヒルデに渡わたした際、バッテリー残量は見てなかった。久しぶりに起動したので、少なくなっていたのかもしれない。

　バッテリーの保もちはどうしてもガラケーにはかなわないからな。

　オレはヒルデのスマホに携帯バッテリーをとりつけてやった。これでしばらくしたら復活するだろう。

「でもよくここがわかったな。学校の場所は教えてなかっただろ」

「潤矢の魔力を追つい跡せきしました。さほど魔術が得意ではない私でもそれくらいはできます」

「こっちの世界でも魔法は使えるんだな」

「はい、魔力濃のう度どがアースガルドよりも低く、オーディン様による制限もかかっているので効果は落ちますが。こうして潤矢と話しているのも、翻ほん訳やく魔法によるものです」

「便利なもんだな」

　そういや昨日、ものすごい爆発を起こしたところだった。

　あれで制限かかってるのか……。

「集中や儀ぎ式しき、触しよく媒ばい……何より使用に才能を必要としない『かがく』の方がすごいと感じました。アースガルドにはない技術です」

　こちらからすれば電気もなしに色々できる魔法の方がすごいと思うのだが、立場が変われば見方も変わるものだ。

「そういえば潤矢、私の頭はかわいそうではありませんから」

　いきなり何の話……

「教室の声が聞こえてたのか!?」

「潤矢を捜さがすために、視覚と聴ちよう覚かくを強化していましたので」

「う……それはすまなかった」

　勢いとはいえ、陰かげ口ぐちを叩たたいたようなものだ。

「まったくです。『巨きよ人じん族の一いち撃げきにも耐たえられそうなほど頭が固い』と部下達からも評判だったんですよ。全くかわいそうではありません」

　淡たん々たんと言うヒルデだが、それってたぶん皮肉だよなあ。

　本人は気付いていないようなので、言わないのがやさしさかもしれない。
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　ヒルデを教室につれていくと、クラス内は騒そう然ぜんとなった。

「結局誰だれなのその娘こ！」「美人ならなんでもいい！　嫁よめにくれ！」「いいや！　そこは先生の嫁に！　僕と日本古典の世界を語りませんか異国のお嬢じようさん！」

　最後のはそろそろ三十代も終わろうかという小太り古文教師だ。うちの教師はこんなんばっかかよ。

「（ヒルデ、自己紹介してくれ。ヴァルキリーってことは伏ふせとけよ）」

　オレが耳元でそうささやくと、ヒルデは堂々と教きよう壇だんに立った。

　校長室で話しているうちに前の授業は終わり、すでに今日最後の授業となっている。授業中ではあるが、それくらいの時間はもらってもかまわないだろう。校長あたりから話はまわっているらしく、古文教師も特に文句を言う様子はない。むしろ、エロい目でスカートから伸のびるヒルデの脚あしを見つめている。

「私の名はブリュンヒルデ。今日からここでお世話になります。ヒルデとお呼び下さい。この世界にいつまでいるかはわかりませんが、色々ご教授頂ければと思います」

『この世界』という言い回しに首を傾かしげる者もいたが、深くツッコむ気はないようだ。

　誰からともなく質問タイムが始まった。

「ヒルデちゃんの趣しゆ味みはー？」

　最初に質問をしたのは、陸上部に入っている女子だ。

「剣けん術じゆつと槍そう術じゆつをたしなんでおります」

「日本の文化に興味をもって剣道をやってるってことな！」

　剣を抜ぬきそうになるヒルデを止め、慌あわててフォローを入れる。

　次々に質問があがる。

「出身地はどこですか？」

「アースガル──」

「海外！　地方名を俗ぞく称しようで呼ぶところらしくって、正確な名称は地図と対応してないらしいんだ」

　我われながら苦しい言い訳だ。

「どこに住んでるの？」

「潤矢の家に」

「ちょあっ!?」

　さすがにフォローできねえ！

「ホームステイか～」

　オレが独り暮らしを始めたと知らないクラスメイトが勝手に勘かん違ちがいをしてくれたらしい。

　たすかった……いや、オレの生活を完全に把は握あくしている幼なじみがここにはいた！

「潤矢～あなた今、独り暮らしよね？　どういうことかな～？　ヒルデちゃんと同どう棲せいってことかな～？　本当はどういう関係なの？」

　立ち上がった千奈が満面の笑みで額に青筋を浮うかべている。

　いかん。一番怒おこってる時の顔だ。そりゃ、『あんな理由で』独り暮らしを始めたオレが女の子と一いつ緒しよに住んでるだなんて知ったら、怒るのも無理はない。

　彼女は？　と目で聞いてくるヒルデに、千奈が幼なじみであることなど簡単なプロフィールを教えてやる。

「潤矢の古いご友人ですか。それでは虚きよ偽ぎの申告をするのは失礼ですね。潤矢は私のマスターです。つまり、彼と私は下僕で奴ど隷れいで主従契けい約やくというわけです」

「ものっすごい語ご弊へいのある言い方はやめてくれるか!?」

「なななななな……っ？」

　千奈は目を白黒させながら口をぱくぱくさせている。

　そして一いつ瞬しゆん、教室が鎮しずまりかえった。

「金きん髪ぱつ美少女と同棲……？」「まさか、鎧よろいの女騎き士し陵りよう辱じよくごっことか……」「先生もしたことないのに！」

「「「滅めつ殺さつ!!」」」

　なぜその単語でハモる!?　大丈夫かこのクラス。

「さて、安沢君にヘイトが溜たまりまくったところで授業を再開しようか。今日の授業は全部安沢君に答えてもらうからそのつもりでね」

　悪目立ちをするハメになった上にその仕打ち!?

　その授業では本当に全て当てられた上に、千奈がずっとこちらに殺意の波動のこもった視線を送り続けてきていた。

　ヒルデは一言、「潤矢は期待されているのですね」と尊敬のまなざしをオレに向けた。

　なんかズレてるよコイツ！
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　心の底から疲つかれたが、放課後もクラスメイトに捕つかまるのは勘かん弁べん願いたい。

　チャイムが鳴ると同時にはオレはヒルデの手を摑つかみ、教室を飛び出した。

「潤矢が逃にげたぞ！」「追え！」「美少女と逃とう亡ぼうなんて、そのシチュエーション自体がうらやましい！」「じゃあ追うのをやめるか!?」「まさかだろ！　コロす！」

　背後から男子生徒達がものすごい勢いで追ってくる。

「潤矢を殺すと言っている者がいます。先制攻こう撃げきをしかけて、死体を校舎から吊つるしますか？　彼らは戦士ではないようなので、その魂たましいをヴァルハラに連れていく価値もないと思います」

　ヴァルキリーって、戦場で勇ゆう敢かんな戦死者の魂を集めるという設定だったなあ。

「あの程度であれば、一撃で葬ほうむり去ることができますが」

「真顔すぎてどこまで冗じよう談だんかわからんが、ぶっそうなことはするな。逃げるぞ！」

　こいつなら比ひ喩ゆ抜きでやりかねん。

「承知しました。では、急速離り脱だつします」

　オレに手を引かれる形で後ろを走っていたヒルデは、一瞬でオレをお姫ひめ様さまだっこし、校舎の窓から飛び出した。

「ここ三階！」

　おそらく大だい丈じよう夫ぶなのだろうという想おもいはありつつも、この高さから落下するというのは怖こわい。

　ヒルデはオレを抱かかえたまま軽かろやかに着地。そのまま裏庭を突つっ切り、塀へいを最初の足場に、民家の屋根を駆かけ抜けた。

　屋根を駆けつつもヒルデはスマホのタッチパネルを必死で連打している。

　よっぽど気に入ったんだなあ。




　　　　◆　◇　◇　◆




　ヒルデは帰ってくるなり、虚こ空くうから取り出した鎧を身に着けた。校長室から鎧を持って帰ってないと思ったら、自在に消したり出したりできるようだ。

「いや、普ふ通つうは帰ってきたら脱ぬぐんじゃないのかよ」

　制服に鎧は似合わないからやめろっての。

「学校では規則に合わせて制服を着ていましたが、やはりヴァルキリーたるもの鎧でいなければなりません」

　畳たたみが傷つきそうだから脱いで欲しいところだが、よほどのこだわりがあるのだろう。

　とりあえず制服は脱げって。
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　ヒルデを家において、コンビニのバイトから帰れば一日最大の楽しみ、深夜アニメのお時間だ。

　ヒルデもまたオレと同じように、食い入るようにしてテレビを見ている。

　ちなみに鎧は着たままだが、中の制服は脱いでいる。

「ふむ……このあにめというものはただ絵を動かしているだけではないようですね。光や湯気の表現など、アースガルドの一流の絵え描かきでも表現できそうにありません。何より立体感が凄すごい。これも科学なのですか？　私、気になります」

　さっそく、さっきまで見ていた砂糖菓が子し的なアニメのセリフを使ってみるヒルデである。今は金髪美少女が女性集団と共に竜りゆうと戦うロボットアニメが始まったところだ。

「こいつは３Ｄを使ってるんだ」

「すりーでぃー……ですか？　いったいどれほどの絵描きを使えばこんな芸当ができるのか……想像もつきません」

　たしかにアニメ制作の現場は凄いことになっているって噂うわさはよく聞く。

「こんなにかわいい女の子達がたくさん仲良くしているなんて……いいですねえ、あにめ」

　普ふ段だんの仏頂面から、一瞬だけ頰ほおを緩ゆるめるヒルデである。

　さっそく二次元に逃とう避ひをしようとするあたり、オタクの才能があるのかもしれない。

「さて、そろそろ寝ねるか」

　すでに時計は午前三時を回ろうとしている。

「鎧は部屋の中に置いといていいからな」

　押し入れは人が一人寝ればいっぱいになるサイズだ。さすがにせまいだろう。

「鎧を脱げと？」

　ヒルデは恥はずかしそうにみじろぎした。

　鎧の間からは布製の白いインナーが見えている。

「そのままじゃ眠ねむれないだろ」

　オレは頷うなずくことで、ヒルデが鎧を脱ぐよう促うながす。

「わかりました。私もお世話になっている身。恥はじをしのんで……」

　ヒルデは震ふるえる指で空中に何やら文字を描かいた。

　そこまで恥ずかしいなら後ろを向いていようと思った矢先。

　ヒルデの鎧が蒼あおい光の粒りゆう子しとなって消えた。

　そこにあるのはインナーすら身に着けていない、生まれたままのヒルデの姿。

「え……？　な、なんで全ぜん裸ら!?」

　どういうわけかサークレットだけはつけたままだ。

　異世界美少女のサークレット一丁である。

　ヒルデは顔を真っ赤にして大事なところを手でかくしながら、もじもじと震えた。

　エロいと言うよりも神々しい。女の子の裸はだかを見て、そんな言葉が浮かぶ日が来るとは思わなかった。

　夏に見る女子の肌はだよりも何倍もきめ細やかな──

「あんまり見ないでください……」

　泣きそうなヒルデの声で我に返ったオレは慌てて後ろを向いた。

「すまん！　まさか全裸になるとは思わなかったんだ。インナーを着てるものだとばかり……」

「インナーは鎧の一部なんです……」

　そりゃ、脱げと言われれば恥ずかしがるわ。悪いことをした。

「オレの部屋着だが、代わりにこれを着てくれ」

　オレは後ろを見ないように、ジャージを背後に投げた。

「潤矢のということは男物ですよね？　私に男装をしろと!?」

「そこ怒るポイントなんだ？」

「いくらマスターとはいえ失礼にもほどがあります！　裸を見ようとしたわけではないようなので先ほどのことは気にしていませんが、男装させるとなると話は別です！　男装をするくらいなら素すっ裸ぱだかの方がマシです！」

　ジャージすら嫌いやとか、異世界人めんどくさいな！
















「わかった。悪かったよ。こちらの世界ではそれほど失礼な行こう為いじゃなかったんだ」

「……そうでしたか。こちらこそ取り乱してすいませんでした。てっきり、私を男装させて、美少年をめでる代わりにするのかと勘かん違ちがいしてしまいました」

「その発言の方が失礼だよな！」

　神話だとよく美少年がくいものにされてるけども！
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　鎧しか身に着けるものがないのはさすがに問題だ。

　普段から制服でいてくれればいいのだが、「制服は学校用ですからそれ以外で着るわけにはまいりません」というクソマジメっぷりを発揮しやがった。

　融ゆう通ずうきかないにもほどがあるよねこの娘こ！

　ということで、この休日はヒルデに服を買ってやるため、新しん宿じゆくへと繰くり出していた。

　女の子に初めて服をプレゼントするとき、相手は彼女だと思ってたんだがなあ。

　とにもかくにも金がない。ヒルデには悪いが、一着で我が慢まんしてもらおう。

　どうせならば気に入った服を買ってやりたいので、一いつ緒しよに出かけることにした。下着なんかはオレじゃ買えないしな。

　ということでヒルデを誘さそったのはいいのだが、鎧しか身に着けるものがないということは、当然鎧で出かけることになるわけだ。よく考えなくても当たり前なことだった。

　そして結果がコレである。

「ママ……あれ……」

「しっ！　目を合わせちゃいけません！　ああいうのが事案を発生させるんです」

　見知らぬ親子にリアルでそんなことを言われる日がくるとは思わなかった。

　これまで色んな人を街で見かけては、「おかしな人がいるもんだ」と思ってきたが、まさか自分がそう思われるとはな。

　オレ達は今、まるごと女性服を扱あつかっているというビルにやってきていた。

　以前千奈が行きたがっていたビルだ。なんでも各階ごとに趣しゆ向こうの違った女性用の服が売っているのだとか。

　ここに来ればヒルデの気に入る何かは見つかるだろう、という軽い気持ちでやってきた。

　しかし、入り口に一歩足を踏ふみ入れただけで、強い香こう水すいの匂においと『オシャレ』を強引なまでに押し出したテナント群に頭がくらくらしてきた。

「これが服ですか？　こんなにかわいいものが？　ドレスのようにキュートでありながら機動性も確保とは……これを全部私に!?」

　表面上はわかりにくいが、そうとうテンションが上がっているようだ。

「一着だけだから！　金はあげるんじゃなくて貸すだけだからな。働いて返してくれよ」

　店員さん達も何ごとかとこちらを見ているが、対処に困っているようだ。

「うう……この中から一着……迷います……」

「予算もあるんだからな！　高いものはダメ──って、その腕うでに抱えてるやつは全部だめー！　一ひと桁けた低いのにしなさい！」

「では潤矢……コレが良いです」

　ヒルデが持ってきたのは、アイドルがステージで着るようなフリフリピカピカの服……というか、衣い装しようだった。

　ヒルデがこういう服に興味を持つとは意外だ。やっぱり女の子なんだな。

「コレを普段から着るつもりか？」

「だめでしょうか？　とてもかわいいと思うのです」

「普ふ段だん着ぎにはちょっと……こういうのはステージやイベントで着るものだろ」

「人や神の一生はその全てがステージでイベントだと思いますが」

　いきなり深いっぽい話をしないでくれ。どんなテンションで反応していいかわからん。

「なんにせよ予算オーバーだ」

「残念です……自分でお金を稼かせげるようになったら絶対……」

　ヒルデは服を抱だきしめつつも、後ろ手で何やらスマホをいじっている。

　別の服でも調べてるのだろうか。

「買うことはできないが、試着だけならできるぞ？」

「ほんとですか？」

　試着室へと向かうヒルデの足取りはいつもより微かすかに軽く、ほんの少しだが頰も緩んでいた。

　お堅かたい奴やつに見えてもやはり女の子だ。

　とまあそんな感想よりも、ヒルデが着き替がえている間が問題だった。

　女性服売り場で男が一人、ぽつんと立ち尽つくすハメになる。

　盗とう撮さつを疑われるのも怖こわいのでスマホを取り出すわけにもいかず、ぼけっと虚こ空くうを見つめるしかない。

　こちらを見る店員さんの笑顔がなんだか怖い。買わないなら着るんじゃねえよ、と思っている気がする。

「あの……潤矢……」

　試着室のカーテンからヒルデが顔だけ覗のぞかせた。

「どうした？　着替え終わったか？」

「いえ……背中のチャックが上手うまく上げられなくて……制服に着替えるときもそうでしたが、どうもこのチャックというものは苦手です。その……上げて頂けませんか？」

　向こうの世界にはチャックがないのだろう。たしかに最初のうちは布が挟はさまったりと失敗することも多い。直接は見えない背中となればなおさらだ。

「恥ずかしいのでカーテンを閉めてもらえますか……？」

　ヒルデはややうつむき気味にオレの手首を取った。

　たいして力を込めた様子もないのに、オレは試着室へと引きずりこまれる。靴くつを脱ぬぐので精せい一いつ杯ぱいだった。

　オレに背を向けたヒルデの鏡越ごしに見える顔は真っ赤だ。

　そんな想おもいをしてもこの服が着てみたいのだろう。

　大きく開いた背中にそっと手を伸のばす。

　チャックだけに触ふれようとしたが、震える手がそれを許さず、なめらかな肌に指先が触れた。

「ん……っ」

　みじろぎしたヒルデから小さな吐と息いきが漏もれた。

　二人が入るには狭せますぎる個室ということもあり、緊きん張ちようしたオレの心臓がどこまでも高鳴り続ける。

「できたぞ」

　なんとかチャックを上げてやると、ヒルデはゆっくり振ふり返った。

「似合いますか？」

　服なんて見られないほど距きよ離りが近い。

　振り返ってみて初めてそのことに気付いたのだろう。

　ヒルデの目も激しく泳いでいる。

「お、おう……」

　頷けば鼻が触れあいそうだ。オレはただそう声を絞しぼり出すだけだった。

　どれほど二人は固まっていたのだろうか？

「お客様？」

「「は、はいっっ!?」」

　店員がカーテンの外から声をかけてくれるまで一歩も動くことができなかった。

　驚おどろいたオレ達は思わずバランスを崩くずし、ヒルデの豊かに膨ふくらんだ胸がオレの胸へと触れた。

　時間にすればほんの一いつ瞬しゆんだったが、それだけで摩ま訶か不ふ思し議ぎアドベンチャーがつまったやわらかさだと……いや、やわらかすぎた。

　そういえば、チャックを上げた時もブラの紐ひもが見えなかったような……。

「店員さん！　下着売り場はどこですか！」

　思わず叫さけんでしまったオレを誰だれが責められようか。

　服を買っても、こんな状態で外を歩かせられないだろ？　善意だから！　変態とかじゃないから！

　お姉さん達そんな目で見ないで！

　もう二度とあの店行けないよ……。行くつもりもないけどな！

　下着で思わぬ出費があったため、ヒルデの服はシンプルな膝ひざ上うえスカートにわずかなフリルのついたブラウスとなった。

　それでもなお、ヒルデが着るとみなが振り返るほどの輝かがやきを放っている。

　人が振り返るのはサークレットのせいかもしれないが、そこはヒルデの美しさのせいだと言うことにしておこう。
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　アパートの最も寄より駅に帰ってくるころには、すっかり日もくれていた。

「潤矢、なんだか良い匂いがします」

　お腹を鳴らしたヒルデが、某ぼう牛ぎゆう丼どんチェーン店の前で立ち止まった。

　たしかに腹が減った。時計を見てみると、夕飯時はとっくに過ぎていた。

　外食する余よ裕ゆうなどうちにはないのだが、牛丼屋くらいならなんとかなるだろう。

　食べたいのだろうか。

「今日だけだからな」

「はいっ！」

　ここまでかわいい笑顔を見せてもらえるなら、牛丼の一杯くらい安いものかもしれない。

「いらっしゃいませ～」

　オレ達を出で迎むかえてくれたのは、やわらかな笑みを浮うかべた黒くろ髪かみロングで巨きよ乳にゆうのお姉さんだった。

　半分ほど埋うまった席の間を忙いそがしく動き回り、時折厨ちゆう房ぼうへと消えていく。

　どうやら一人でこの店を回しているらしい。噂うわさに聞く『ワンオペ』という奴だろう。

「グー姉様!?」

　店に入るなり、ヒルデが驚きの声を上げた。

「あらあらヒルデちゃんじゃない。こっちに来てたの～？」

　こっち、という表現をしたということは、このおっとり系お姉さんもまさかヒルデと同じく北ほく欧おう神話の世界から来たのだろうか。

　いくらなんでもそんなことがあってたま──うわあ……帽ぼう子しの下にサークレットつけてるよこのお姉さん。間ま違ちがいなくヒルデの関係者だわ。

　この短期間に二人も異世界人に会うとはな。もしかしてオレが知らないだけで、異世界人ってたくさんいたりするのかなあ。

「グー姉様！　低血圧で出勤日数が足りなくなり、下界送りとなって以来ですね。この広い下界でお会いできるはずもないとあきらめておりましたが、まさかこれほど近くにいらっしゃったとは」

　ヒルデは目をうるませ、お姉さんを見つめている。なんだかんだで心細かったのだろう。

「マジメに勤務していたヒルデちゃんがどうしてこっちに？」

「話せば長くなるのですが……」

「おねえさーん！　牛ぎゆう鍋なべマダー？」

　くたびれたスーツを着たサラリーマンの声が二人の会話を遮さえぎる。

「は～い！」

　お姉さんは厨房へ消えていくと、片手にトレイを四つずつ持って現れた。

　すげえ！　どうやって持ってんだ！　しかも準備に時間がかかると噂の牛鍋が一瞬で出てきたぞ！

　厨房の方を見るといくつも並べられた牛鍋がふわふわ浮いており、その下には炎ほのおが揺ゆれていた。

　魔ま法ほうで作ってるのだろう。

「ごめんねえヒルデちゃん。今はちょっと手が離はなせないの。一時ごろにはいったん暇ひまになるから、そのときにまた来てくれる～？」

　終電の終わる午前一時に店で待ち合わせということは、このまま朝まで一人で働くのだろうか。聞きしに勝まさるハードな職場だ。

　オレとヒルデは、忙しく動きまわるお姉さんの姿を眺ながめつつ、牛丼を胃に流し込んだ。

　それからヒルデ！　ごはんを食べながらスマホをいじるのやめなさい！
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「ワンオペの良いところは、お客さんがいないときは多少の自由が利きくところよね～」

　それ以外のところにリスクがありすぎだと思うんだが。

　約束の午前一時。そういうお姉さんの後ろでは、独りでに食器が宙を舞まい、モップが床ゆかを磨みがいている。

　魔法で掃そう除じをしているようだが、本当はアレを全部自分でやるのだろうから、お客さんがいなくても仕事はたっぷりあるということだ。

「ええと～私はグリムゲルデ。アースガルドにいたころは、ヒルデちゃんと同じ職場でヴァルキリーをしていました～。だいたいの事情は、働きながらヒルデちゃんから念話で聞いたから知ってるわ～」

　だからさっきは家で何もしゃべらず、表情だけをコロコロ変えていたのか。

「向こうでは私の姉代わりをしてくれていました」

　そう言うヒルデはとても穏おだやかな表情だ。

「ありがとう潤矢君。ヒルデちゃんを拾ってくれた人が良いい人でよかったわ～。私のこともよろしくね～」

　グリムゲルデさんが差し出してきた手を握にぎる。女性にしては上背のある彼女だが、その手は小さく柔らかかった。

　女の子の手を握る機会なんて滅めつ多たに無くて……すごくドキドキする。

「潤矢、あなたは私のマスターなのですよ」

　ヒルデがギロリとこちらを睨にらんできた。

　好きでなったわけでも、了りよう承しようしたつもりもないけどな！

「あらあら、こちらでのマスターのこと気に入ったのね～」

「そ、そういうわけでは……」

　否定すんの!?　確かに気に入られるようなことをした覚えはないけどな。

　ヒロインとの戦いに勝ってあっさり惚ほれられるなんてイベントもこなしてないし。というか、ヒルデと戦ったところで勝てるわけがないけど。

「相変わらず堅かたいのね～。もう少し肩かたの力を抜ぬいてもいいと思うけど～。でも、まじめなヒルデちゃんがどうしてこっちに？　さっきの念話でもはぐらかしていたけれど～」

「それは……」

　ヒルデはちらりとオレを見た。

「潤矢君にはお世話になっているのだから、聞いてもらった方がいいと思うわ～」

「実は…………私はどうやらアースガルドにあまり友達がいないようなのです」

　話の切り口がよくわからんな。

「そうね～」

　否定しないんだ!?　よっぽどぼっちだったのかな、ヒルデの奴やつ。

「うう……やはり、グー姉様からみてもそうでしたか」

「ヒルデちゃんは誰とでも仲良くってタイプじゃないもの。そのかわり、おねえちゃんやスクルドちゃんみたいに、ヒルデちゃんのことをわかってくれる人もいたでしょ？　それじゃあだめだった？」

　スクルド？　また新しい名前が出てきたが、別のヴァルキリーなのだろう。

「しかし、二人とも私より先に下界送りにされてしまいました」

「ごめんね～さびしい想おもいをさせちゃったわね～」

　グリムゲルデさんはその大きな胸に、ヒルデの頭を抱だき寄せた。頭とサークレットがほぼ胸に埋もれてる！　百合ゆり属性はないオレだが、実に目の保養になる光景だ。

　ヒルデは胸から顔を離すと続けた。

「いいえ、ヴァルキリーたるもの、その程度で任務に支障をきたすようではいけなかったのです。しかし、二人を失い孤こ独どくとなった私の前で、あの女……フリストは後こう輩はいヴァルキリー達を私に見せつけるようにはべらせたのです」

　フリストっていうのはヒルデちゃんのライバルね。とすっかり語りモードで自分の世界に入っているヒルデの代わりに、グリムゲルデさんが付け加えてくれた。

「そして、妄もう想そうに逃にげた私は欲望を抑おさえきれなくなり……『闇やみ堕おち』をしてしまったのです」

「闇堕ちって、心を病やんで悪役にまわったりするアレか？」

　オレの質問に、グリムゲルデさんが答えてくれる。

「ヴァルキリーの場合は少し違うの～。ヴァルキリーは主神オーディン様の使いとして清い心であり続け、その内に欲望をためこんではいけないことになっているの～。もし、何かに執しゆう着ちやくして欲望をため込みすぎると、欲望にまかせて動いてしまうの～。やっぱりエッチになっちゃう娘こが多いわね～」

「つまりヒルデは、その闇堕ち状態になって、次々に男を襲おそったからこちらの世界に堕とされたというわけか？」

「違います！」

　ヒルデが真っ赤になって否定した。

「お友達になりたいと思っていた女の子達に迫せまってしまって……。それをオーディン様に通報されてしまい、今に至るというわけです」

「あんまり違わないじゃねえか！」

「迫った相手が男と女の子では全然ちがいます！」

「つまり、百合のカミングアウトってことか？」

「違います！　友達が欲しいという想いが暴走してしまった結果なのです。女の子どうしなら一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るでしょう？　同どう性せいであればセーフであることも多いと言いたかったのです」

「しっかり通報されてるじゃないか」

「ぐ……」

　ヒルデはギリッと奥歯を嚙かみしめた。

「ねえ潤矢君、ヒルデちゃんがあなたのところにお世話になっているようだから、あまり強くは言えないのだけど……」

　笑顔でそういうグリムゲルデさんの手元が一いつ瞬しゆんきらりと光ったかと思うと、オレの前に髪かみの毛が数本ぱらぱらと落ちてきた。

　……もしかして、斬きられた？

　そう気付いた時には、グリムゲルデさんの笑顔が眼前に迫っていた。

　目も顔も笑っているにもかかわらず、目眩めまいがするほどの恐きよう怖ふが全身を駆かけ抜けた。

「次、ヒルデちゃんを泣かせたら『死の国ニブルヘイム』行きだからね～」

「き、肝きもに銘めいじます……」

　このお姉さん、優しいおっとり系かと思いきや、めちゃくちゃこええええ！

　でもやっぱり……

「ヒルデのこと、とても大切にしてるんですね。良い人だ」

「あらあら、私に怒おこられてそんなこと言ったのは潤矢君が初めてよ。お姉さん気に入っちゃったな～」

　そう言ってヒルデを離したグリムゲルデさんは、オレをその胸に抱き寄せた。

　顔がすっぽり埋まる！　ブラの上からでもわかる……これがおっぱいの感かん触しよく！

「グー姉様！」

　ヒルデがオレを無理矢理引き離す。

「あらあらごめんね～。潤矢君をとったりしないから安心してね～」

「そういうことではありません。公共の場でハレンチだと申し上げているのです」

「あらら～、公共の場で無ければよいのかしら～？」

「グー姉様！」

「冗じよう談だんよ～」

　頰ほおを膨ふくらませたヒルデは、ぷいっと横を向いた後、真しん剣けんな表情でグリムゲルデさんに向き直った。

「グー姉様はここで働いているのですよね？」

「そうよ～」

「あの姉様が下々の者に食事を配る仕事など……」

「ヒルデちゃん、そういうことを言うものではないわ」

　グリムゲルデさんは、少し厳しめの表情でヒルデをたしなめた。

「たしかにアースガルドで戦っていたころに比べると、取るに足らない仕事に見えるかもしれないわ。でもね、この国がいかに平和であるかは見たと思うの。ここでワンオペをやっている人たちはみんな、そんな平和を守るために、毎日働いているのよ」

　そこまで考えてワンオペやってる奴なんていないと思うけどな。

「グー姉様！　私が間ま違ちがっていました！」

　あっさり信じた!?

　やや表情にとぼしいヒルデは一見クールに見えるが、根はとても素す直なおなのかもしれない。

「ところでグリムゲルデさん」

「みんなはグー姉って呼ぶわ～」

「初対面のお姉さんにそこまでなれなれしくするわけには……」

「え～？　それってお姉さんが潤矢君よりずっと年上だからとか、そういうことを気にしてるのかな～？」

　一瞬室内が凍こおり付いた気がしたんだけども!?

「じ、実じつ年ねん齢れいはわかりませんけど、見た目はオレと変わらないじゃないですか！」

　少しだけ年上に見えたという感想は胸にしまっておく。

「ん～まあいいわ～。でも、グー姉って呼ぶこと。これはぜったいよ～」

「わ、わかりました」

　口調はおっとりしているのに、逆らえないんだよなあ。

「それでグー姉、今後のためにも住所と連れん絡らく先さきを交こう換かんしておいた方がよいと思うのですが」

「そうね～。潤矢君のスマホは赤外線できる～？」

「はい、アンドロイドなんで大だい丈じよう夫ぶです。住所はメールで送りますね」

　ちなみにヒルデに貸している二台目はｉ○ｈｏｎｅだ。

　そうして送られてきたグー姉の住所には見覚えがあった。

　グー姉は完全にスマホを使いこなしている。すっかりこっちの世界に適応してるなあ。

「この住所って駅のすぐ前ですね」

　随ずい分ぶんいいところに住んでる。

「ここだからね～」

　この牛ぎゆう丼どん屋に住んでいるなら駅から近いはずだ。

「……って、ここ!?　牛丼屋に住んでるんですか？」

　このビルは最上階まで店てん舗ぽが入っており、二階より上が住居というタイプではない。

「こちらに来たとき、最初に会ったのがここの女性店長さんでね～。すごく困ってたみたいだから一晩手伝ったら、そのまま働いて～って頼たのまれちゃったの。宿のあてもお金もなかったから、お邪じや魔ますることにしたのよ～」

　牛丼屋に住み込みでバイトなんて聞いたことがない。

「奥に部屋があるってことですか？」

「うん、事務室があるから、そこにパイプイスを並べて寝ねるの～。うちのパイプイスはクッションがちょっと豪ごう華かで寝心地ごこちいいのよ～」

　いや、のほほんと言ってるけど、個室すらないじゃないか。

　ヒルデも驚おどろきのあまり声がでないようだ。

「でも毎日バイトしているなら、部屋を借りるお金くらいあるんじゃ？」

「それがね～、ついついお洋服にお金を使ってしまうから全然貯たまらないの～」

　さほど高い服を着ているようには見えないが、女性には色々あるのだろう。

「じゃあ……うちに来ませんか？」

　気付いた時には口からそう出ていた。

「あらあら～お姉さん誘さそわれちゃった～。そういうことを言うタイプには見えなかったけど～」

「そ、そういう意味じゃありませんよ！」

　普ふ段だんならこんなこと絶対に言わない。

　異世界やら何やら、非日常的なことが起こりすぎて、頭のネジが数本飛んでいたのかもしれない。

「困っていたようでしたので……それにヒルデのお姉さんですし……」

「ふふふ、ちょっとからかってみただけよ～。こちらこそ迷めい惑わくじゃなかったらお願いするわ～。ヒルデちゃんと一緒に住めるってことだしね～。ちゃんとお金は払はらうから安心してね～。ふふふ……圧縮系ラブコメディでも始まりそうなシチュエーションね～」

　そんな話を進めている間、ヒルデはカウンターの下で必死にスマホをいじっていた。お前の姉ちゃんの話なんだが……。
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　こうして我が家の住民がまた一人増えた。

　グー姉は家賃の半分を申し出てくれたが、押し入れ下段のスペースしかあげられない以上、そんなにはもらえない。

　家賃代わりに当面ヒルデの食費を負担してもらうということで落ち着いた。

　グー姉は「久しぶりの個室だわ～」と喜びつつも、「明日あしたはお掃そう除じね～！　押し入れをきれいにしないと、ヒルデちゃんがほこりを吸い込んでしまうわ～」と張り切っていた。

　とても快適な環かん境きようとは言えないはずだが、なんだか楽しそうなのでよしとしよう。
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　ふふふ……アイドルってどうしてこんなにかわいくて熱いのでしょう。命のやりとりをしているわけでもないのに命がけで……ああもう！　たまりません！

　このボタンを押せばアイドルが私の部隊に入ってくれるのはわかっているのです。ふふふ……数字の組み合わせによる鍵かぎがかかっているようですが、この程度なら私の解かい錠じよう魔ま法ほうでも突とつ破ぱできますよ。

　さあ、出てきて下さい、私のアイドル達。ひなたぼっこ大好きなみぽちゃんでもいいし、大食いアイドルのちるちるもいいです。泣き虫なみるくちゃんだってかわいがれちゃう気がします。

　成長前のみんなもいいですが、やっぱりＳＲの彼女達がキラキラでたまりません。この娘こたちがいれば、私はもう一人じゃありません。もう何も怖こわくない！

　んんっ！　またしてもＲばかり……っ！　よし、もう一回です！


【現在の課金額　五万円】
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　とびきり美人の金きん髪ぱつ女子高生と一いつ緒しよに下校をしていれば、道行く人がみな振ふり返る。

　決して鎧よろいをつけて歩いているせいなんかじゃない。違うったら違う。

　何度自分にこの言い訳をすればいいのだろう。

　恥はずかしくない恥ずかしくない……。

「ヒルデが美人だからヒルデが美人だから……」

「潤矢！　人前で何を言っているんですか？」

　ヒルデがオレの袖そでをひっぱっている。

「ヒルデがかわいいからみんなが振り返るんだよ」

　そうでも思っていないと、都会の真ん中で集中する好こう奇きの視線になんて耐たえられない。

「かわっ!?　えっ？　……こほん、取り乱しました。何をおっしゃっているんです？」

　ヒルデは何やら慌あわてているが、伏ふし目めがちに歩くオレにその表情は見えない。

　校内では制服姿のヒルデだが、登下校時はヴァルキリーとしてのプライドがどうとか言って、鎧姿になってしまう。

　おかげで目立つことこの上ない。

「早く人目の無いところに行きたいよ」

「なんて大だい胆たんな……ああ……こんなにも求愛されたことは未いまだかつて……しかし私は使命を最優先としなければ……いえでもしかし……」

　ヒルデがぶつぶつ言っているが、そこにかまってやれるほどオレに心のゆとりはない。

　校舎から離はなれるにつれて、知っている生徒の数はまばらになっていく。

　まだまだ人目は気になるが、同じ学校の生徒ではないというあたり、少しは心が安まるというものだ。

　ふと隣となりを見ると、ヒルデの顔が真っ赤になっていた。

　オレと目が合うと、ものすごい勢いで視線を逸そらした。

　こいつも恥ずかしいなら、サークレットを取ればいいのにとは思うが、ポリシーなのだろうから仕方が無い。

「さっさと帰るか」

「い、今帰れば二人きりというわけですね……」

「何を言っているんだお前は」

　たしかにグー姉が帰ってくるまでは、あの狭せまい部屋に二人きりだ。

　最初の数日は気が動転していてお互たがい気付かなかったが、女の子としては身の危険を感じて当然だろう。

　……オレにヴァルキリーをどうこうできるとは思えないが。

「そういうことなら、どこか寄り道でもしていくか？」

　とは聞いてみたものの、どこに連れていけばよいのか。

「それがいいと思います。私達にはまだ早いですから」

「たしかにまだ明るいからな」

　帰るには早いだろう。

「潤矢、もしよろしければ『秋あき葉は原ばら』というところに行ってみたいです」

　ヒルデが遠えん慮りよがちにそう言った。

　秋葉原のことはテレビで知ったのだろうか。

　あそこは外国人にも人気だし、異世界からきたヒルデが興味を持ってもおかしくない。大おお阪さかは海外、アキバは異界だなんて言われるような場所だからな。異世界人のヒルデがことさら惹ひかれるのもうなずける。

　あそこならヒルデが多少変な恰かつ好こうをしていても受け入れてくれそうだし、寄り道先として悪くないだろう。

「ここからも近いしな。電車代がもったいないから歩いていこうか」

「了りよう解かいです」

　ヒルデの口元がぴくぴくと持ち上がっている。ニヤけるのを必死で我が慢まんしているらしい。嬉うれしいなら素す直なおにそう言えばいいのに。

　これは一緒に電車に乗るのが恥ずかしいからだとは口が裂さけても言えないなあ。
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　さすが秋葉原。ヒルデの恰好は目立ちこそすれ、親子連れにひそひそされるような事態は避さけられているようだ。

　数年まえより減ったとはいえ、メイド服が客引きをしていたり、コスプレ姿のお姉さんがいるため、ヒルデだけが目立つということもない。それでもヒルデほどの美人だと、皆みなを振り返らせるには十分だが。

　遠くから写メをとられたり、カメコにモデルを頼たのまれたりなんてことはあったが……いや、これも十分面めん倒どうごとなのだが、どうにも感覚が麻ま痺ひし始めているようだ。

「ここが秋葉原ですか。賑にぎやかな場所ですね」

　ヒルデは片手でスマホをいじりつつ、アキバの街並みを見上げている。

　スマホで地図でも見てるのだろうか。

「アキバに来たはいいが、どこか見たいところでもあるのか？」

　聞いてはみたものの、こちらに来て間もないヒルデが答えられるはずもない。

　どこに連れていっても新しん鮮せんではあろうが、まずはヨ○バシあたりに連れていくのが良いかもしれない。

「まずは『武器屋』に行きたいです」

「いきなりチョイスが渋しぶいな！　ヴァルキリー的には気になるのかもしれないけど。どこで知ったんだ？」

　テレビＣＭなんてやってないだろ。

「夜に押し入れの中でスマホを触さわっていたら、偶ぐう然ぜん見つけたのです」

「文字読めないのによく武器屋の情報にたどり着けたな」

「日本語なら覚えました。漢字はまだ難しいですが」

「こっちに来てまだ数日だろ。どこで習ったんだ？」

「スマホでニュースサイトを巡めぐり、写真などから概がい要ようを予測、言語体系を分ぶん析せきしました。日本語は美しい言語ですね。とても好きになりました」

　なんだかよくわからないが、無む駄だにキリッとしてるだけのヴァルキリーでないことはわかった。

　それにしても、毎晩スマホをいじってたのか。初めてヒルデが学校におしかけて来た日も、ずっとスマホを触っていたのだろう。

　スマホの電池の減りが早いはずだ。

「お気に入りのサイトは『４Ｇａ○ｅｒ』と『アキバ○ｌｏｇ』と『やら○ん！』です」

「すごいオタク系に偏かたよってるし！」

　Ｙ○ｈｏｏニュースとかじゃねえのかよ！　どうしてそうなった！

　そりゃ、アキバにも興味持つわ。
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「ずいぶんと綺き麗れいなお店ですね」

　武器屋についたヒルデの第一声がそれだった。

「オレにはかなり雑多な並びに見えるが」

　雑居ビルの四階に居を構える武器屋の店内は当然ながらさほど広くはない。

　壁かべに備え付けられた棚たなだけではなく、床ゆかに置かれた壺つぼや木箱には、武具が所狭しと置かれている。

「血の臭においがしません。使い古された武具を売っている場合、どんなに磨みがいても染みついたそれは消えないものです」

「お、おう……」

　リアルにそんなことを言われても反応に困る。

　店内にいる客はなりきりごっこだとでも思っているのだろう。さしたる興味を示さない。

　本物の異世界人だと思う方がどうかしているというものだ。

「女を連れてくるんじゃねえよ……かわいいじゃねえかクソが……」

　と誰だれかが悪態をついていたようだが、ここは「え？　なんだって？」と聞こえないフリをしておこう。

　世間でも少し前に難聴キャラが流行はやったしな。まさか著名な音楽家や政治家がラノベ主人公をリスペクトする日が来るとは思わなかった。

　ヒルデは店内に並ぶ武具には目もくれず、真まっ直すぐカウンターへと向かっていった。

　異世界に来たためか、どこか周囲の様子をさぐるようなところのあったヒルデだが、この店に入ってからは実に堂々としている。

「店長はいますか」

　ヒルデの声に応え、奥から店長が出てきた。

「おうねーちゃん、いいサークレットつけてんなあ」

　がっちりした胸筋をぴくつかせるハゲ頭の店長が、カウンターに片かた肘ひじをついた。

　さすが武器屋の店長……いや、マスターだ。その動作がとても板についている。

　鎧姿にサークレットというヒルデの姿を見ても一切動どう揺ようしないのは、多数の変人を相手にしてきた経験によるものか、それとも単にサークレットが気に入っただけか。

「これは売れませんが……」

　ヒルデはカウンターの下で指をさらさらと動かした。

　指先に灯ともった蒼あおい光が、何かの文字のような軌き跡せきを虚こ空くうに残す。

　するとその手に、籠こ手てが出現した。

　普ふ段だんヒルデがつけているものだ。

「主あるじより授さずかりし鎧の一部、この籠手の権利を譲じよう渡とする」

　ヒルデがそう呟つぶやくと、その手につけた籠手が一いつ瞬しゆん淡あわく光った。

「これを買い取ってくれませんか？」

「売るのかよ！」

　思わず声を上げたオレにヒルデは真しん剣けんな顔で「資金が必要なのです」と答えた。

　生活資金ならオレが貸してやることができればよかったのだが、ない袖は振れない。

　マスターもヒルデの真剣な様子を見て思うところがあったのだろう。

「良い籠手だ。それなりの値段で買い取らせてもらうが、懐ふところに余よ裕ゆうが出たらまた店に来な。しばらくは売らないでおいてやる。なあに、これだけの代しろ物ものだ。飾かざっておくだけでも、目め利ききの客がやってくるってもんだ」

　と、ごつくて濃こい顔に似合わない、柔にゆう和わな笑えみを浮うかべたのだった。
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　想像以上の金額になった籠手の売り上げ六万円を握にぎりしめ、ヒルデは次の行き先を希望した。

「アニ○イト、ゲー○ーズ、メロン○ックス！　あとあと、とら○あなも行きたいです！」

　完全にオタクの買い物ルートじゃねえか！

　急にテンション上がってるし！　ほとんど別人だ!?

「なんでそんなところに行きたいんだ？」

「アースガルドにはなかったようなかわいいグッズ……もとい、物品がたくさんあると聞きました。社会勉強としてぜひ見てみたいです」

　テンションの上がってしまった自分を隠かくそうと必死のようだが今いま更さらだからな。

　戦いばかりの世界から来たからこそ、そういったものに興味を持つのも無理ないのかもしれない。

　平和だからこそ生まれる産業だしな。
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　まずはアニ○イトからだ。

「ふあああぁっ！　すごいですね潤矢！　かわいい絵の描かかれた同じ書物がこんなに！　誰が写本しているのでしょうか？　きっと大量の奴ど隷れいを雇やとっているのでしょう！」

　書しよ籍せきコーナーを巡りながら、ヒルデは大声を上げた。

　もはや冷静キャラを取り繕つくろうのすら忘れているようだ。

　目立ってる！　めっちゃ目立ってるから！

「こちらでも男色は文化なのですね！　私はあまり興味ありませんが」

　ＢＬアンソロを掲かかげながら大きい声を出すんじゃない！　お姉様方がものすごい形相で睨にらんでらっさるから！

「ここがグッズコーナーですね！　か、かわいい女の子がいっぱいです！」

　ヒルデは感動に打ち震ふるえながら、様々な作品のキャラクターグッズが並ぶ棚にかぶりついている。

　これまでにないほど豊富な表情を見せている。つれてきてよかったとは思うんだけど……大だい丈じよう夫ぶかなこの娘こ。

「あった、これにします！」

　ヒルデが指差したのは、ソーシャルカードゲームアプリ『アイグラ』の棚にある『川かわ崎さき蘭』というキャラの缶かんバッジだった。

　蘭は常に自らが矢面に立ち、良いことは良い、悪いことは悪いと言う娘で、それを言えるだけの努力を続けているがんばりやさんだ。しかも、それをお客さんの前ではみじんもみせないキラキラアイドルである。

「これを買うには、あそこに列ならべばいいんですよね」

　ヒルデは両手いっぱいに蘭の缶バッジを抱かかえると、スキップしそうな足取りでレジの列へと飛んでいった。

　籠手を売ったのって、まさかアキバでグッズを買うための資金だったんじゃ……。

　そして、なぜ蘭の缶バッジばかりを何十個も買うのか。他にも作品やグッズの種類はたくさんあるだろうに。
















　その理由は店を出てすぐにわかった。

　混雑している大通りとは対照的に、一歩路地に入ると人通りは極きよく端たんに少なくなる。平日の夕方であればなおさらだ。

　そこでヒルデは先ほど買った缶バッジを青い買い物袋ぶくろから取り出した。

　缶バッジの包装袋を嬉うれしそうに一つずつはずし、背中の青いマントに付け始めた。

「おいおい、まさかそのために買ったのか」

「はいっ。ふふふ……かわいいです」

　デレっと目め尻じりをたらしたヒルデは、その場でくるりと回った。

　缶バッジで重たそうなマントが、じゃらりと翻ひるがえった。
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　今のヒルデは思い出したかのように顔を引き締しめているが、それでも足取りの軽さは隠せていない。

　自分のマントから鳴る「カラカラ」という音にご満まん悦えつのようだ。

　……マントの擬ぎ音おんじゃねえなあ。

　当然ながら、そんな恰かつ好こうをしているヒルデは、一段と目立つようになった。

　ゲマとメロンをまわり、とらへと向かう間、何度も後ろ指をさされた。

　アイグラキャラクターの等身大シーツをマント代わりにして身に着けた四人組と遭そう遇ぐうしたりもした。

　彼らはヒルデに向かって親指をグッと立てている。

「なんでしょう、あれ？」

　ヒルデはきょとんとした顔でオレを見た。

　ヘンなモノを見るような目を向けてやるなよ。仲間だと思われてもしょうがないだろ。

　そんなこんなでうろうろしているうちにすっかり日は暮れてしまった。

「時間的にもここが最後だな」

　やってきたのはとら○あなの同人誌コーナー。

「十八……ええと、漢字はまだちょっと難しいです。何のコーナーでしょうか？」

　ヒルデが進んでいく先は……。

「ちょっとまて、そっちは！」

「うぅっ!?　なんですかここは!?」

　男性向け十八禁同人誌コーナー。そこは、人気キャラが脱ぬがされまくる無法の楽園（語ご弊へいあり）。

「ら……ら……蘭ちゃんがあられもない姿に……」

　アイグラの同人誌を見たヒルデは、本を掲げつつ顔を真っ赤にして右往左往している。だから、いちいち掲げるなっての。

　それでもなお果か敢かんにコーナーの奥へと分け入っていくヒルデ。

　他の男性客が、ぎょっとした顔でヒルデを見る。

　買い物の邪じや魔ましてごめん、同志達よ。

　ヒルデがぴたりと足を止めた。

　視線の先にあるのは、ヴァルキリーのエロ同人。

　体液まみれになった金きん髪ぱつのヴァルキリーが触しよく手しゆに襲おそわれながら、アヘ顔ダブルピースを決めている表紙だ。顔立ちはヒルデにそっくりだったりする。

「オ……オーディン様の使いたるヴァルキリーになんてことを……ハレンチです！」

　表紙を見ただけでもはや涙なみだ目めになったヒルデの周囲に魔ま法ほう陣じんが展開した。

「おいやめろヒルデ！　ここはハレンチな場所だから！　文句言う方が間ま違ちがってるから！」

　オレはヒルデの手首を摑つかむと、強引に店の外へと連れ出した。
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　平日夜の秋葉原は、人もまばらだ。

　隣となりを歩くヒルデが何か言いたそうにオレを見上げてくる。

「潤矢……今日は本当にありがとうございました。アースガルドでの生活の方が噓うそだったみたいな時間で……なんていったらいいか……」

「泣くほどかよ」

　涙を浮かべてまで喜んでもらえると、つれてきた甲か斐いがあったというものだ。

　そんなヒルデをどう扱あつかってよいかわからず黙だまって歩いていると、向こうからメイド服を着た小学校高学年くらいの女の子と、デブのキモオタが歩いてきた。

　メイドさんとお散歩ができるというサービスだろうか。

　金を払はらってまでバイトの女の子と一いつ緒しよに歩きたいと思う気持ちがオレにはわからん。しかも相手の年ねん齢れい……これ、犯罪じゃないのだろうか。

　女の子は誘ゆう拐かいされそうというわけでもないし、オレがどうこうできる問題でもないだろう。

　ここは気にせず通りすぎ──って、

「正じゃねえか！」

　どっかで見たことのあるキモオタだと思ったら、まさかのクラスメイトでした。

「スクルド!?」

　一方、ヒルデもまた声を上げた。よく見ると、少女の頭にはサークレットが載っている。

「もしかしなくても関係者なんだろうなあ……」

「はい。私と同じくヴァルキリーで、向こうでは妹分だったスクルドです」

　そう言えば、グー姉との会話でそんな名前が出てきていたな。

　ここ数日で三人目のヴァルキリー……オレの人生はいったい何ルートに入ってるんだ。

　ヒルデとスクルドは歓かん喜きの表情でふるふる震えながら、見つめ合っていた。

「ヒルデお姉様！　こんなところで会えるなんてスクルド感激です！　二人で行きましょう！　銀河の……果てまで！」

　女の子がぴょんっとヒルデの胸に飛び込んだ。

「スクルド！　久しぶりですね」

　ヒルデはスクルドの頭を優しく撫なでる。

「お姉様ほどの方がなぜこちらの世界に？」

「色々ありまして……」

　ヒルデの顔がくもる。そら説明しにくいわな。

「今はどうされてるんですか？」

　スクルドはちらりとオレに視線を向けた。

「そこにいる潤矢の家にお世話になっています」

「男の家に!?」

　一いつ瞬しゆんスクルドから殺意を感じたが気のせいだろう。

「ヒルデお姉様がお世話になっております」

　笑顔でぴょこんと丁てい寧ねいに頭を下げた。長いピンクのツインテールが地面につきそうになる。実に賢かしこそうなお子様だ。

　正は隣で「寸劇のサービスかな？」などとのんきなことを言っている。

「ところでお姉様、そのおかしな恰好はいったい……どこかの四し天てん王のうみたいになってますよ？」

　やっぱり向こうの世界の人間から見てもおかしいんだな。

「ふふっかわいいでしょう？」

　くるりと回ってみせるヒルデに、スクルドはやれやれとため息をついた。

　その仕草が背せ伸のびをしている子供のようで、なんだかこちらまでほっこりしてしまう。

　それより正である。

「おまえ、こんなところで何してるんだよ」

「どちらかというと、それは俺が聞きたい気もするお」

　正はちらりとヒルデにいやらしい目を向けた。

　そこにいるのは、鎧とサークレットを身に着けた金髪西洋美人。さらにマントには大量の缶バッジ。

「なんとも反論しづらいが、そこは察してくれ」

　数え役満行けそうなほど属性過多である。

「お前の言う『察して』が、『とりあえず気にすんな』って意味なのはよくわかったお」

「物わかりの良い友人を持ってオレは嬉しいぞ」

「こういう時だけさらっと『友人』という言葉を使えるお前を尊敬するんだな」

「人に尊敬されたのなんて初めてだから嬉しいぞ」

　なんてアホなやりとりはどうでもいいので、さっさと事情を説明してほしいものだ。

「まあいい。この娘はスーちゃん。『いっしょにおさんぽＪＫメイド』のトップメイド様であらせられる」

　さもオレがいっしょになんとかを知ってるように話すとか、メイドに様付けて立場が逆転してないかとか、ＪＫには見えないとか、色々ツッコみたいことはあるのだが。

「要するに、正が金を払って小さな女の子と散歩してるってことはわかった」

「いかがわしい言い方をするな！」

「どんな言い方したところで、お前がやってることはいかがわしいわ！」

「潤矢だっておかしな恰好の美少女とデートしてるじゃないか！　うらやましい！　だがしかし！　スーちゃんのオタ知識の豊富さにはかなうまい！」

「デートじゃねえし！　お前と一緒にするな！」

　オレは金払ってまで散歩してもらってるわけじゃねえ。おかしな恰好というところは否定できないが。

「たしかに同列では語れないな……」

　正がかわいそうなものを見るような目をヒルデに向けた。

　うぐ……ヒルデの恰好にツッコむのはずるいってばよ。

「それじゃあヒルデお姉様、スクルドはお兄ちゃんともう少しお散歩だから、ここで待っててくれる？　いこうお兄ちゃん！」

　スクルドはポケットからねこの顔をした付ふ箋せんをとりだすと、ファミレスの店名を書いてヒルデに手て渡わたした。




　　　　◆　◇　◇　◆




　フライドポテトとドリンクバーを注文して待つことしばし。

　スクルドが現れた。今はメイド服ではなく、周囲から浮うきすぎない程度にロリータ成分の入ったワンピースを着ている。

　ヒルデにより改めてお互たがいを紹しよう介かいされたオレ達はボックス席で向かい合うように座る。ちなみに、スクルドはヒルデの隣だ。

「それでヒルデお姉様。なぜこのお兄ちゃんの家にいるの？」

「こんどは私がドリンクバー行っていいですか？　皆みな様さまの分も持ってきます。ボタンを押すと甘い飲み物が出てくる機械……勉強になります」

　マジメぶってはいるが、ヒルデのキラキラした瞳ひとみはドリンクバーに興味津しん々しんであることを物語っている。

　何が気に入るのかほんとよくわからんな。

「お姉様!?　スクルドの話、聞いてた!?」

「え？　なんでしたっけ？」

「蘭の缶かんバッジをじゃらじゃら付けてるから、てっきりオタク知識でそこの男をたらしこんだのかと思ったけど違ちがうんです？」

「そんなことできていたら、アースガルドでももっと友達がいたはずです」

　哀あい愁しゆうをさそう反論だなあ。

「あぁぁ……ごめんなさい。そういう意味では……。お姉様にはスクルドがいるから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「そんなことよりドリンクバー行っていいですか？　行かせてくれないと闇やみ堕おちしますよ？」

「おねえさまぁ～！　姉妹スールの誓ちかいを立てたスクルドになんという仕打ち！」

　スクルドは「よよよ……」と噓泣きをして見せるが、ヒルデの興味は完全にドリンクバーに奪うばわれている。闇堕ちするってのは脅おどし文句としてどうなんだ。ほとんど自じ虐ぎやくネタだぞ。

　そしてどんだけドリンクバーが気になってるんだ。

　スクルドが泣いてるからさっさと行ってこい。

　ヒルデがドリンクバーの方へ消えると、スクルドは上うわ目め遣づかいで身を乗り出してきた。

「ねぇねぇ、お兄ちゃんは今期どんなアニメ見てるの？」

「あー、オレは客じゃないからそういうのいらないぞ」

「……なによ、せっかくスクルドがこびてあげてるのに」

「そのままでも十分かわいいんだからさ」

　無む垢くなかわいさってのは子供の特権だ。背伸びする必要なんてないんだ。

「う……な……なに言ってんのよ！」

　スクルドはキリッとオレを睨にらみ付けてくる。顔真っ赤にして怒おこることでもないと思うのだが、子供にとって背伸びしていた事実を指し摘てきされるってのは恥はずかしいものだからな。

「スクルドがお姉様に相手をされないのはどう考えてもお前が悪い！」

「んなこと言われても。ところでスクルドは普ふ段だんからそういう恰かつ好こうなのか？」

　正によると、メイド喫きつ茶さなどでバイトをしている女の子の中には、バイトが終われば普通の恰好という娘こも多いらしい。

「どこで金づると会うかわかんないっしょ？　イメージは大切だもの」

　スクルドはあっけらかんと言い、メロンソーダに口を付けた。

「金づ……あれ？」

　もしかして腹黒キャラでいらっしゃる？　こびキャラなだけじゃなくて？

「あんたはどうせウチの店になんかこないから、『スーちゃん』を作る必要もなさそうね。まわりにお客さんもいないし、お仕事モードは終わり！」

　背もたれにどかっともたれかかり、脚あしを組むスクルドは、正の前でふりまいていたような幼女的かわいさはみじんもない。

「もしかして、『お兄ちゃん』たちとの会話も全部狙ねらってやってるのか？」

「あったり前でしょ。こっちの世界でも男なんてバカばっかよ。特にオタクなんて、ちょっと勉強して話を合わせてあげればちょちょいのちょいよ。それにオタクって言う割にみんな浅いしね。せめてそのクールにやってるアニメは３話まで全部チェックしてから語りなさいっての。作監の話すらできなくて何がアニオタなのかしら。ねえ、お・に・い・ちゃん？」

　挑ちよう戦せん的な視線をオレになげかけてきたスクルドに、オレは肩かたをすくめてみせる。

「否定はしないな。だが、産業ってのはにわかが支えてる面も大きいんだぜ？」

「そんなことわかってるわよ。スクルドはそういう連中の財さい布ふに食べさせてもらってるんだしね」

　やたらとこちらの世界に順応してる異世界人だな。その方法はかなり偏かたよってる気もするが。

「腹黒っぷりはちょっとアレだが、スクルドが一いつ生しよう懸けん命めいなのはよくわかった」

「うぐ……そんなこと言われたの初めてだわ。アンタ、変な奴やつね」

　スクルドは少し口を尖とがらせた。

「そいつはオタクにとっちゃ褒ほめ言葉だ」

「調子にのんないでよ……って、ちょっと！　話をそらさないでくれる!?」

「そらすもなにも、本題が始まってすらいないんだが」

　ヒルデとスクルドが積もる話でもするなら、ヒルデが帰ってきてからだろう。

「ヒルデお姉様が潤矢の家に住んでるっていう異常事態についてに決まってんでしょ」

「たしかにそりゃ、いろんな意味で異常事態だが」

「とにかくお姉様はうちで引き取るから！　うちだってもう一人くらい暮らせるスペースはあるもん」

「それはできませんよ、スクルド」

　ドリンクを三つ抱かかえて戻もどってきたヒルデが、スクルドの隣に腰こし掛かけながら静かに言った。

「なぜ!?　男の家に住むなんてあぶないよ！　いくらヒルデお姉様が強くても、薬を盛られたりするかもしれないんだから！」

　スクルドめ、人をなんだと思ってるんだよ。盛るにしても、薬を買う金なんてないわ。

「潤矢はそんなことしません。触しよく手しゆもありませんし」

　信用してくれるのはうれしいが、触手ってなんだ。さっき見た同人誌の表紙をひきずってるのか。

「それに……潤矢にはとてもお世話になりました。いきなり異世界からやってきた私を受け入れてくれた。物置のように狭せまい部屋に置いてくれた。たたき出されてもおかしくなかったのに」

　悪かったな狭くて！　ゲームやアニメで異世界召しよう喚かんには慣れてたからな。二次元と三次元の区別がつかないってのも、たまには役に立つもんだ。

「だから、その恩を返すまで、私は出ていきません」

　きっぱりとそう言うヒルデに、スクルドはしばし考え込み、やがてあきらめたようにため息をついた。

「わかったよ。こうなったヒルデ姉様はがんこだもんね。しょうがないからスクルドも潤矢の家に住むよ」

「何がしょうがないのか!?」

「ヒルデ姉様の貞てい操そうはスクルドが護まもる！　それに、こんな美少女が一いつ緒しよに住んであげるって言ってるんだから感謝してほしいわ」

　スクルドが真っ平らな胸をぐいっと突つき出した。

「なんでそんなに上からなんだよ、狭いって言ってんだろ！」

「スクルドはちっちゃいからだいじょ……ちっちゃ……ちっちゃくなんかないもん！　ヒルデ姉様みたいにまだまだ成長するもん！」

　いきなり逆ギレ!?

「はぁ……まあいいや。もう好きにしてくれ」

　どうせこの娘は断ったところでおしかけてきそうだ。

「わかってくれたようでうれしいよ、おにーぃちゃん。ちゅっ」

「おっとぉぅ」

　ウィンクしながら投げてきたスクルドのキスを避よけてみせるのが、せめてもの抵てい抗こうだ。

「スクルドのキスを避けるなんて良い度胸じゃない。こんなサービス滅めつ多たにしないのよ。あとで後こう悔かいしたって知らないんだから」

「はいはい。しゃべりすぎてノドが渇かわいた」

　むきーっと両手を振ふり上げるスクルドを尻しり目めに、オレはヒルデが持ってきてくれたドリンクに口をつけた。

　この反応を見られただけで、とりあえず溜りゆう飲いんは下がったかも──

「ぶばぁっ！」

　まずっ！　なにこれ!?

　オレは口に含ふくんだジュース（？）を思わず吹ふき出した。

「ヒルデ！　これ、何を入れたんだよ！」

　この世のモノとは思えない味だったぞ。ねっとりとしてコクがなく、薄うす味あじなのに舌がしびれるほどの刺し激げきがあり、吐はき気けを誘ゆう発はつする不思議なとろみまでついている。

「はい！　こちらの世界では複数の飲み物をブレンドする習慣があると潤矢が見ていたアニメで学びましたので、私なりに試ためしてみました。いかがでしたか？」

　その期待のこもったまなざしから、真しん剣けんに作ってくれたことはわかる。

　わかるのだが……。

「いかがも何も飲んでみろ」

　オレに続き、スクルドも口をつけた。

　そして、少しだけ顔をしかめた。

「ヒルデ姉様の作るものが、そんなにマズいはずないよ」

　それだけ!?　よく耐たえられるなあ。

　ここが家だったら、畳たたみの上でのたうちまわるくらいのマズさだと思うんだが。

「でももう少し美味おいしくするには、糖分と酸味の割合をコンマ五減らして、カレールーを抜ぬいて……うっ……ちょっとごめん！」

　スクルドがトイレの方へと走っていった。

　やっぱダメなんじゃん。

「アニメにあったように、塩酸と硝しよう酸さんを入れたりはしてないのですが……まずっ!?」

　ヒルデもまたオレと同じようにドリンクを吹き出した。

　ドリンクバーには絶対無い薬品が出たことで、ヒルデが参考にした元ネタはわかった。頼たのむから二度とあのヒロインの料理を参考にするのはやめてくれ。
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「想像以上だったわ……せめてウチよりも広ければと思ったんだけど……」

　オレの城を見たスクルドは予想通りの反応をした。

「おかえりなさい。あらあら、スクルドちゃんも一緒なのね～」

「グー姉様まで潤矢の毒どく牙がにかかってたの!?」

　かけてねえよ！

「あらあらヒルデちゃん、マントがかわいい感じになってるわね～。でも、学校につけていっちゃだめよ～？　こちらの世界では『学校に蘭ちゃんの缶かんバッジだらけのマントをつけていかない』っていうのは常識だからね～」

　ツッコミがピンポイントすぎる！　蘭以外の缶バッジもだめだから！

　グー姉も蘭を知っているようだ。客商売だからそのあたりから情報を仕入れたのだろうか。

「でも、秋葉原にはこういった恰好の人がけっこういましたよ？」

　たしかにいたが、あそこは異界だっつってんだろ。昔よりは人間界に近づいたけども。

「それじゃあお姉ちゃんはお仕事に戻るわ～。ごはん作っておいたから食べてね～。コンロが一口しかなかったし、流しも狭いからたいしたものできなかったけど～。もちろん潤矢君の分もあるからね～。カレーは飲み物だからって食べ過ぎちゃだめよ～」

　そう言い残すと、グー姉は玄げん関かんを出ていった。仕事に『戻る』ということは、休きゆう憩けい時間にわざわざオレ達へのごはんを作りに帰ってくれたのだろう。

　おそらくこれからの時間はワンオペで大変だろうに、ありがたいことだ。

　帰ってきたら部屋に電気がついていて、カレーの匂においがするってのはいいもんだな。




　　　　◆　◇　◇　◆




　美味うまいカレーを食べ、深夜アニメを美少女二人と一緒に見る。こんな幸せがあっていいのだろうか。

　片方の美少女は鎧よろいにマントだし、もう片方は「これでお兄ちゃんたちをまたコロコロ……」と呟つぶやきながらメモをとっているが、細かいことは気にしない。しないったらしない。

　スクルドには朝まで帰ってこないグー姉の代わりに押し入れの下段を使ってもらうことにした。




　　　　◆　◇　◇　◆




　押し入れの中から小さな寝ね息いきが一つ聞こえる。

　ヒルデはいつも寝息をたてないので、これはスクルドのものだろう。ときおり「ふふん……男なんて……ちょろにゃーぐーむにゃむにゃ」と寝言を言っている。

「………………んっ」

　そう思っていると、押し入れの中から、押し殺したような声が聞こえてきた。

「んっ……だめ……やぁ……」

　ヒルデの声だ。なんという色っぽい……。

　なにをしているというのだ。

　気になる。

「きてきてきてきてんんっ……だめえっ……」

　気にはなるが、開けるわけにもいかない。

「いくらＳＲこないからって……まって、我が慢まんよ私。こんなところでんぅんっ！　らめえええええっ！」

　──ぶしゅー！

　押し入れの隙すき間まから、黒い霧きりが吹き出した。カーテンの隙間からの月明かりでかろうじて見えていた室内は、暗くら闇やみに包まれた。

「なんだ!?」

　起き上がろうとしたオレの胸になにやら柔やわらかいものが押しつけられた。

「じゅんやぁ～。私といいことしようよ～」

　耳元でヒルデの甘い囁ささやきが聞こえる。

　ヒルデ……だよな？

　まじめで堅かたいイメージを与あたえる普ふ段だんのヒルデとは似ても似つかない艶つやっぽい声。

　やがて黒い霧が晴れ、周囲の状じよう況きようがぼんやり確認できるようになる。

　そこには、オレにまたがるヒルデの姿があった。

　その恰かつ好こうは制服でも蒼あおい鎧でもなく、露ろ出しゆつ度どの極きわめて高い黒光りする鎧だった。局部は申し訳程度にしか隠かくしておらず、胸部は素材が金属から布に変わっている。

　これってもしかして、ヒルデがこちらの世界に堕おとされる原因になったっていう闇やみ堕ち？

「ああ～ん、いつまでたってもＳＲ水着蘭ちゃんが出ないんだもん。ねぇじゅんやぁ、私をしずめて。お・ね・が・い」

　馬乗りになったヒルデは、オレのパジャマのボタンをはずし、その細い指を胸元にはわせてくる。

　オレの背筋をぞくぞくと電流が駆かけ巡めぐった。

「し、しずめるって……？」

　喉のどがからからになり、思わず唇くちびるをなめる。

「イかせてってことよぅ。そしたら元に戻もどるからぁ。竜りゆう王おうから助けたお姫ひめ様に宿屋でするように優しくね……」

　そ、それってつまり、これからオレは大人の階段を上ってしまうということですか？

「ちょっと！　やっぱりヒルデ姉様を襲おそうつもりだったのね！」

　押し入れの中からスクルドが鬼おにのような形相で出てきた。

　ちなみに、かわいいネグリジェ姿である。ロリのネグリジェ……マニアからすれば垂すい涎ぜんモノなのだろうが、残念ながらオレにロリコン趣しゆ味みはない。

「むしろ襲われてるのはオレの方なんだが」

「問答無用ーッ！　スクルドの友達！　出てきてラタトスク！」

　スクルドはリスの描えがかれたコインを取り出し、キンッと指で上へ弾はじいた。

　コインは虹にじ色いろに輝かがやき、光の中から現れたリスがスクルドの肩かたに乗る。

「宇宙樹ユグドラシルの養分になっちゃえええ！　スクルドコレダーァァァッ！」

　リスの目が光ったかと思うと、スクルドがオレの脳天めがけて振り下ろした手刀から電でん撃げきが放たれた。

「シシシシシシビレルゥァッ！」

「あれ？　ヒルデ姉様が闇堕ちしてる!?　やっば……ほんとに姉様から襲ったのかも」

　薄うすれゆく意識の中で、スクルドの慌あわてた声が聞こえた。

　だからそう言ってるじゃねえか。

「まあいいか。とりあえず姉様をイかせないと……」

　ひ……ひどい……ぐふっ……。

　スクルドがヒルデを羽は交がい締じめにして鎧をはぎ取っていく姿をぼんやりと眺ながめながら、オレの意識は闇へと沈しずんだ。




　　　　◆　◇　◇　◆




　オレが気がついたのは明け方だった。

　目を覚ましてみると、枕まくら元もとで土下座をしているヒルデがいた。

「申し訳ありませんでした！」

　──ゴンッ！

　オレが目を覚ましたことに気付いたヒルデは、床ゆかが揺ゆれるほど額を畳に叩たたきつけた。

　ヒルデの隣となりではスクルドがしぶしぶ「ごめん」と小さく謝罪の言葉を述べた。

「下の階から苦情がくるからやめてくれ」

「はっ！　申し訳ありません！」

　──ゴンッ！

　だからやめろっての。

「闇堕ちについては前に説明してもらったから大体わかってる。問題はなんでそれが起きたのかってことなんだが」

「はい。それが……」

　ヒルデが取り出したのは、オレが連れん絡らく用にと渡わたしていたスマホだった。そこにはアイドルを題材にしたソーシャルカードゲームアプリ『アイグラ』のトップ画面が映っていた。

　プレイヤーのレベルを見るに、この短期間でかなりプレイしているようだ。

「このアプリはやるなって言ったよな？」

「はい……世界を滅ほろぼすからと」

「じゃあなんで……」

「恩返しを……したかったのです。ヴァルキリーの私なら、世界の崩ほう壊かいを防げるかと思って。それがせめてもの恩返しになればと。このゲームに勝てば、きっと世界が救えるのだと……。世界を救うことが私達ヴァルキリーの使命ですから。それはこちらの世界に堕とされた今も変わりません」

「そういうことか。ヒルデなりにオレと世界のことを考えてくれたんだな」

　オレが余計な理由をつけたせいで、ヒルデのやる気を刺し激げきしてしまったらしい。

　スクルドに「潤矢の家を出ろ」と言われたのを拒きよ否ひしたのも、そうなるとオレにスマホを返へん却きやくすることになり、世界を救えないからだろう。

「はい……ですが、結局ご迷めい惑わくをかけることになってしまいました」

「いいって。オレも噓うそをついてたわけだしな。そのアプリは世界を滅ぼすアプリなんかじゃない」

「ふえっ？　どうりでかわいすぎると……」

　ヒルデは目を丸くして驚おどろいた。

　いやまて。ガチャでＳＲが引けないせいで欲望が溜たまって闇堕ちしたってことは……。

「ヒルデお前、途と中ちゆうから好きでやってたろ」

「うぐっ……」

　そうなってくると話は別だ。あのゲームの恐おそろしさはオレが一番よく知っている。

「ちょっとスマホをかしてみろ」

　ヒルデからスマホを受け取り、アプリの中を見ていく。

　カード一覧とデッキをチェックして……この短期間でＳＲが十枚!?

　鬼のような確率設定のガチャだと有名なアイグラで!?

「おいヒルデ、どれくらいガチャ引いたんだよ！」

「私が倒たおしたサイクロプスの数よりは少ないです」

「全然わかんねえよ！　そもそも、サイクロプスは北ほく欧おう神話じゃなくてギリシャ神話のモンスターだろ。フリーダムだなあんたらの世界」

　スマホの課金履り歴れきを見てみる。

　無料通話分ですませているので、いつもは中身を確認しないのだが……。

　そこには五から始まる数字が書かれていた。

　五万か……これはかなりきつい金額だ。

　現状ギリギリの生活なのに、このマイナスをどうやってとりかえせばいいのか。…………ん？　五万だよな？　なんだかゼロが一つ多いような……。

「…………………………おいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　オレは隣から壁かべドンされるのも気にせず、全力で叫さけんだ。

　ご、ご、ご、五十万じゃねえか！

　一人暮らしを始めるときに、本当に何かあった場合以外には手をつけないようにって口座に渡されてた金が全部ふっとぶわ！　親にバレたら怒おこられるどころじゃすまねえ……。

「え？　ちょっと、なにこの金額？　そりゃＳＲ十枚も出るって！　いやむしろ十枚ってリアルラック低すぎだろ！　確率と合わねえ！」

「潤矢……もしかして、ガチャを引くのにはお金がとてもかかるのですか？」

「わかってなかったのか？　そうか、漢字読めないんだったな。それにしたってこれは……うおお……明日あしたからどうやって生活していけば……」

「申し訳ありません。まさかそれほどとは。ガチャというボタンを押すと、かわいい女の子が手に入るということしか認識しておらず……」

　しゅんと俯うつむくヒルデはいつもより一回りも二回りも小さく見えた。

「はぁ……やっちまったもんはしかたない。問題はこれからどうやって食っていくかだな」

　マジで文無しだぞ。

「あんた、意外といい度胸してるじゃない」

　スクルドがしたり顔でオレの肩をポンと叩いた。

「問題が切実すぎるだけだ」

　オレのバイト代が入るのは半月後。それまでをどうすごしたものか。

　昔親父おやじが、あまりにデカいミスをすると上司もテンパるからお叱しかりが少なくてすむ、などと抜ぬかしていたが、まさか自分がその上司と同じ気分になるとは思わなかった。

　ヒルデを怒るより前に、まずは明日のメシだ。

「実はまだ一つ言いにくいことが……」

　ヒルデがおずおずと手を挙げた。

「まだなんかあんの!?」

「ＳＲは十枚ではなくて、もう一枚あったんです。それが、操作がわからなくて売ってしまったんです」

「そこは今いま更さらどうでもいいから！」

　なんつーもったいないことをしてんだって叫びたいとこだけどな！

「とにかく！　ヒルデは一日も早く仕事を探すこと！」

「はい。働いてお返しします」

「うぅ……ヒルデ姉様が人間にそんなことを言うだなんて……。でも、さすがのスクルドも今回のことはフォローしきれないよ。おいたわしや姉様……」

　スクルドがツインテールの片方を口元にあて、さめざめと泣いている。

　むしろオレの財さい布ふをいたわってほしいわ。

「それとヒルデ、今更言っても遅おそいというか、すでに実感してると思うが、アイグラは意思の弱い奴やつがやるとズルズルひきずりこまれる奈な落らくのようなゲームなんだ」

「やけにくわしいじゃない。実体験ってやつ？」

　オレはスクルドの問いに、首を縦に振ふった。

　本当はこんなこと話したくないが、アイグラ奈落に堕ちた人間の末路を聞いてもらった方がいいだろう。

「かつてはオレもアイグラにはまっていた。そりゃもう、バイト代をつぎこんで、複アカのためにスマホを二台持っていた。それでもイベント上位キープは難しかった。そしてついにオレは禁断の果実……親のカードに手を出しちまったんだ」

「サイテーね」

　スクルドが冷めた目でオレを見た。

「そう言われてもしかたない。やがて親にバレ、お金の大切さを学べと一人暮らしをすることになったというわけだ」

　生活費は自分で稼かせぐという制約つきでな。

「高二になると同時に始めた一人暮らし。その数ヶ月でお金の大切さが身にしみたよ。小こ遣づかいのためじゃない。生活のために働くってことの大変さがね。だからオレはもう課金はしないって決めたんだ」

「このゲームは悪いものなのですか？」

　ヒルデが純じゆん粋すいな疑問を投げかけてくる。

「いいや、オレがバカだっただけだ。自分にあった金額で遊べば、とても楽しいゲームさ。課金をしすぎたことは後こう悔かいしているが、あの時間はかけがえのない楽しい時間だった」

　だが、ケジメとして、二度と課金はしない。

　そう自分に誓ちかったんだ。




　　　　◆　◇　◇　◆




　当面の食料問題については、登校するころに帰ってきたグー姉がしばらく面めん倒どうをみてくれるということで落ち着いた。

　かかった食費は働いて返すと言うと、グー姉は首を横に振ったがそうもいかないだろう。

　しばらくはグー姉に頭があがらなそうだ。

　とても余談だが、その日登校すると正がまとめサイトの画面をタブレット端たん末まつで見せてきた。

　そこには、缶かんバッジマントを付けた金きん髪ぱつ美少女と、隣を歩く男子高校生の姿がばっちり映っていた。

　母さん……オレは今日、有名まとめサイトデビューをしました。

　しばらくアキバいけねええええ！







[image: 重課金乙女　ヒルデの場合]




　居い候そうろうの身でマスターにご迷惑をおかけしてしまうとは、猛もう省せいせねばなりません。

　マスターはお世辞にも裕ゆう福ふくとは言えないご様子。自重せねば。

　────でも一回くらいなら……だめだめ！　だめです！

　うぅ……でも……。はっ！　そうです！　いんたーねっとにｆチューンカードをカミダナに飾かざると、ＳＲの出る確率が上がると書いてありました。きっとこちらの世界の呪じゆ術じゆつなのでしょう。さっそく、拾ってきたこの段ボールとやらでこの押し入れにカミダナを……。

　できました！　これなら少ない金額ですむはずです。

　きっと潤矢もガチャをまわすのをお許しになるでしょう。

　ではさっそく…………。[image: !!?]　ＳＲがでません！！？

　はっ!?　潤矢!?　いつから押し入れを覗のぞいていたのです!?

　ちちちがうのです。カードが増えているのは……そう！　妖よう怪かいのしわざです！


【現在の課金額　五十一万円】









[image: STAGE3　アイグラクロニクル]




　アキバでの一件があった翌日。オレはグー姉にヒルデのバイト先を紹しよう介かいしてもらうよう頼たのんだ。

　店長に電話をかけてもらったところ、人手不足らしく二つ返事でＯＫが出た。

　それもどうかと思うが、余計な身元調査をされないのはありがたいことだ。

　同じ部屋に美少女が住んでいるという生活は慣れないが、これで少しは落ち着くだろうと思った矢先。

「潤矢、申し訳ありません。バイトをクビになりました」

　ヒルデが眉まゆをキリッとつり上げた表情で帰ってきた。

「初日にクビ!?　一体何をやったんだ」

「牛ぎゆう鍋なべをお客さんに投げたらなぜか……あの程度も受け取れないとは……どんな訓練をしてきたのか」

「そりゃクビになるわ！」

　普ふ通つうの日本人は軍事訓練なんて受けないから！　あと、訓練すれば飛んでくる牛鍋を受け取れるようになるのかなあ!?

「でもそうしなければさばききれませんでしたよ？　牛鍋は作るのにとても時間がかかるのです」

「だからって投げちゃだめだろ！　それよくお客さんに訴うつたえられなかったなあ！」

「受け取れないと判断したので、私がカバーしましたから。追いつける程度のスピードで投げたというのに、困ったものです」

　不機嫌になるところじゃねえよ！

「そんな人間離ばなれした芸当見せられたら、訴える気もなくなるよなあ！」

「お店に損はさせませんでしたよ。そのお客さん、お釣つりを受け取らず、牛鍋を食べもせずに帰りましたから」

「怖こわかったから逃にげただけじゃね!?」

　誰だれだって熱々の鍋を投げられたらビビるわ！

「ちゃんと目の前で受け止めたからケガはなかったはずなのに、おかしな話です」

　そのお客さん、二度と来ないんだろうなあ。結果として店に損が出てる気がする。

「店長さんに怒おこられたので、次のお客さんには速度を少し落として投げたのですが、やっぱり受け取ってもらえませんでした」

「速度の問題じゃねえから！　そもそも投げちゃだめだから！」

「でも親切な店長さんが、別のバイトを紹介してくれたんです！」

「あっさりクビになった割に帰りが遅いと思ったら、別のバイトに行ってたのか」

　店長さんに厄やつ介かい払ばらいされただけとも言えるかもしれないが、何にせよ別の働き口が見つかったのはよいことだ。

「ご紹介頂いたのは宅配便の仕分け作業だったんですが……」

　本来女の子にさせる仕事ではないが、常人よりも力のあるヴァルキリーにはぴったりかもしれない。

　だがヒルデの沈しずんだ表情が気になるぞ。

「荷物を投げてクビになりました」

「牛ぎゆう丼どん屋での反省がないじゃないか！」

「だって、投げていいと言われたんです！」

「それはそれでどうなってるんだ、宅配便業界」

　どうりで通つう販はんの箱が凹へこんでいるとかいうニュースがあとを絶たないわけだ。

「魔女が箒ほうきで宅配するくらいですから、そういうのもあるのかと」

　それは映画の中だけの話な！

「投げていいと言われていたなら、なんでクビになったんだ？」

「投げた荷物が壁かべに衝しよう突とつして粉々に……」

「全力出しすぎだ！」

「失礼な。あの程度、全力の一割にもなりません」

「そういうことじゃねえから！」

　クビだけで済んでよかったよなほんと。

「思いっきり投げていいと言われたのに手加減したんですよ」

「女の子の力だったらって相手も思ったんだろうなあ」

「女の子ですけど？」

「その前にヴァルキリーだろ！」

「女が先か嫁よめが先かみたいな論争を結けつ婚こん前からするハメになるなんて！」

「昼ドラみたいな話題に持ってくつもりはなかったよ!?」

「そして、次に紹介してもらったバイト先は──」

「まだあるんだ!?」

「駐ちゆう車しや場じようの警備でした」

「ヴァルキリー的には良さそうな仕事だな」

「私もそう思い、張り切って仕事に臨のぞみました」

「ふむふむ」

　警備ならそうそうおかしなことはしないだろう。

「私が真ま面じ目めに警備をしてると、三人組の男が声をかけてきました」

「ナンパか……」

　ヒルデほどの美人なら、声をかけられるのも当然だろう。

「男たちはしつこく声をかけてきました。そして、『こんなもの外せよ』とサークレットに触ふれたのです。ヴァルキリーの誇ほこりたるサークレットにです」

　髪かみを逆立ててまで怒る気持ちは全くわからんが、彼女にとって大事なことなのだろう。

「警備員の帽ぼう子しでサークレットが隠かくれてしまうことにイライラしていた私は、つい真っ二つに切り裂さいてしまいました」

　イライラする理由がなんかおかしいし！　それに真っ二つって！

「まさか殺したのか!?」

「いえ、斬きったのは彼らの車です」

「そうかよか──よくねえなあ！」

「幸いにも車は爆ばく発はつ炎えん上じようしたため、整備不良ということで落ち着きました。こちらの車は斬ると爆発するのですね。天馬の馬車とは違ちがうようです」

「全然幸いじゃねえ！」

「というわけで最後のバイト先はクビになったのではなく逃げてきたのです」

「なんでドヤ顔!?」

「ところが、上手うまく逃げたつもりだったのですが、こちらの兵士は優ゆう秀しゆうですね……」

　ちらりと窓の外を見るヒルデ。

　外には赤いランプを灯ともした白と黒の車が……って、アレ兵士じゃなくて警察だ！

　パトカーを降りた警察官が向かっているのは明らかにこの部屋だ。

　どどどどどどどうしよう！

「とりあえず落ち着きましょう」

「お前もちっとは慌あわてろよ！」

　鎧よろいに着き替がえたヒルデが正座でお茶を飲む横で、オレはひたすら慌てていた。

「特に殺気は感じませんし大だい丈じよう夫ぶですよ」

　体は無事でも社会的に殺されるかもしれないけどな！

　別にオレが悪いことをしたわけではないのだが。どういうわけか、警察という奴やつは遭そう遇ぐうするとどうにも不安になる。

　廊ろう下かを革かわ靴ぐつが歩く音がする。

　靴音はやがて家の前で止まり……しばしの沈ちん黙もく。

　薄うすいドアの向こうから小さな話し声が聞こえると、やがて靴音は去っていった。

「どういうことだ？」

　オレがドアの覗のぞき穴に近づくと、ちょうどドアが開いた。

　外にいたのはグー姉である。

「だめよヒルデちゃん～。私達は身元がはっきりしてないんだから、逮たい捕ほされたら潤矢君に迷めい惑わくがかかるんだからね～。今回は洗脳して帰ってもらったけど、ご近所さんの目もあるんだから～」

　さらっと怖いこと言っているが、とりあえず助かった。

　それにしてもヒルデめ、一日で三つもバイトをクビになった奴なんて初めて見たよ！




　　　　◆　◇　◇　◆




　ヒルデのバイト先はコンビニに似たとある個人商店になんとか決まった。オレが働くコンビニの店長の紹介だ。

　本当はオレが働いているコンビニで働ければよかったのだが、あいにくバイトは間に合っていたのだ。

　ヒルデのバイト先はもともと酒屋だったらしく、やってくるのはもっぱら固定客だった。

　店長のおばあちゃんは、かわいい娘こが入って売り上げが伸のびたと喜んでいるそうだ。

　形式上提出した履り歴れき書に「アースガルド」やら「ヴァルキリー」やらと書かれていたり、バイト中もサークレットを着けていたりと最初から問題だらけだったにもかかわらず、おばあちゃんは「最近の若い娘のふぁっしょんはわからんねえ」の一言ですませているとか。

　履歴書はさすがに直せと注意したのだが、「こちらの世界に堕おとされたとはいえ、アースガルドでの経歴に噓うそをつくわけにはまいりません。私は誇りを持って仕事をしていましたから」と言われてしまっては返す言葉もない。

　そうしてヒルデのバイトも三日目。

　普ふ段だんは学校が終わり次第それぞれのバイト先に行き、家へと帰ってくるところだが、今日はオレのバイトが早あがりだったため、ヒルデのバイト先に行ってみることにした。

　バイト先に友達がやってくるというのは恥はずかしいものだが、一度は見に行っておかないとな。おかしなことをしていないか心配だ。

　バイトを終えて従業員通用口から出ると、そこには千奈がいた。

「なにしてんだ？」

「た、たまたま通りがかっただけよ」

　このコンビニは学校と千奈の家の間にある。通りがかったとしても不思議じゃない。

「そうか。気をつけて帰れよ」

「あら、心配してくれるの？」

　千奈の顔がぱっと明るくなった。

「ただの定型文だが」

「ぐぬぬ……そうでしょうよ！」

　何をそんなに怒っているのか。まだ夜の九時である。このまま帰るのであればさほど危険なこともないだろう。

「それじゃあな」

　おこりんぼな幼なじみにかまってる暇ひまはない。ヒルデのバイトが終わってしまう。

「ちょっと待ってよ」

　立ち去ろうとするオレの袖そでを千奈がぐいっと引っ張った。

「急いでるんだが」

「ヒルデさんのところ行くんでしょ」

「なんでわかるんだ？」

「潤矢のことならすぐにわかるわよ」

　普段のオレはバイトするか家でオタ活をするかくらいしかない。いつもと違う予定で動いているなら選せん択たく肢しはそう多くない。

「ま、オレの行動なんて誰だれにでも読みやすいわな」

「ぐぅ……そうね！」

　だからなぜそこで怒る。

「そんなことよりこれ！」

　千奈はオレの袖をひっぱったまま、何かのチケットをつきつけてきた。

「アイグラのライブイベント？」

　今や巨きよ大だいコンテンツとなったアイグラは、声優さんによる生のライブイベントを開かい催さいするにまで至っている。

　今度の週末にはさいたまスーパーアリーナでの公演があるのだ。

　サービス開始時点から見てきた身としては、ここまでコンテンツが成長したのが嬉うれしいような、少し寂さびしいような複雑な気持ちである。

「ライブに行くほどハマるとは思ってなかったな」

　せいぜいたまに起動してみる程度だと思っていた。

　もともとオタク趣しゆ味みのない彼女だが、偏へん見けんなく何にでも興味を持つ姿には好感がもてる。

「チケットがたまたま手に入っただけよ！」

「たまたま手に入るようなレベルのチケットじゃないような……」

　最前センターに至っては、ヤ○オクで五倍以上の値段がついている。

「う……とにかく！　一枚チケットが余ってるのよ。もらってくれない？　潤矢の好きなキャラの声優も出るみたいよ」

「そんな高いチケットもらうわけにいかんぞ。払はらう金もないしな」

「タダでいいってば。二枚手に入って困ってんのよ」

「お前なら一いつ緒しよに行きたがる奴はたくさんいるだろ。正なら喜んで金を払うと思うぞ」

「なんで私があんなのと一緒に行かなきゃならないのよ！」

「そう言うなって。あんなどうしょうもないキモオタでも一応オレの友達なんだぞ」

「潤矢こそ友達に対してえらい言いようね……」

　しかたないだろ、事実なんだし。

「とりあえずそういうわけだから、他の奴を誘さそってくれ」

　アイグラを嫌きらいになったわけじゃないが、引退したけじめもあるし、イベントに参加するのは未練というものだろう。

　それに、千奈には普段から世話になっている。これ以上借りを作るわけにもいかない。

「もういいわよ！　別にあんたを誘いたかったわけじゃないしね！」

　踵きびすを返した千奈は、大おお股またで立ち去っていった。

　普段からライブに通うような奴でもないし、たまたま手に入れたチケットなら誰かにあげたりするなり適当な処理をするだろう。

　オレと一緒に行くよりも、本当に行きたい奴の手に渡わたった方がいいのだ。
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　千奈と話していたせいで予定より遅おそくなってしまった。そろそろヒルデのバイトが終わる時間だ。

　ヒルデの働く店は外見こそコンビニだが夜九時には閉まる。販はん売ばいしているものはコンビニとほぼ同じだが、酒類やつまみがやたらと充じゆう実じつしているのは元酒屋だからだろう。

　立地的に大通りからはずれているせいでいつも客はまばらだ。

　ヒルデはうまくやっているだろうか。

　店の自動ドアをくぐると、ヒルデが店のレジで何かを購こう入にゆうしているところだった。

　店員用のエプロンは外し、先日新宿に買いに行ったブラウスにスカート姿だ。すでに業務は終わっているらしい。

　働いている姿を見たかったのだが間に合わなかったか。

「ようヒルデ、もうあがりか？」

「潤矢!?　なぜここに!?」

　びくんっと飛び上がったヒルデは購入していた何かを後ろ手に隠かくしつつ振ふり返った。

「何か困ってないか様子を見にな」

「だだだ大丈夫です。滞とどこおりなく任務をこなしています！」

「その割にはテンパってる感じだが」

「ご心配には及およびません！」

「ならいいんだが……さっきから何を隠してるんだ？」

「なななななんでもありません！」

　ヒルデはカード状の何かをスカートのポケットに押し込んだ。

　アイグラのトレカでも買ったのだろうか。使い込んだ金は返してほしいが、少しくらいは自由に使ってもいいか。

　知らない世界に来て、ストレスも溜たまっているだろうからな。

　これ以上ヒルデの買い物にツッコむのも野暮というものだ。

「じゃあ帰るか」

　ヒルデは頷うなずくとレジに立つ店長に挨あい拶さつをし、オレと一緒に店を出た。
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　バイト先からの帰り道、ヒルデがブレザーの胸ポケットからチケットを取り出した。

　ついさっき似たような光景を見た気がするぞ。

「実は先日秋葉原に行った際に購入した缶かんバッジですが、ライブイベントの抽ちゆう選せん券になっていたのです。試しに応おう募ぼしてみたところ当たってしまいました。それでその……」

　ヒルデはチケットを胸の前でにぎりしめ、上目遣づかいでもじもじとしている。

「行きたいのか？」

「はい！　あんなキャラやこんなキャラが歌って踊おどるんですよ！　観たいです！　……はっ、ごめんなさい。居い候そうろうの分際で遊びに行くだなんて……でも……行かせてくれなかったら闇やみ堕おちしちゃいますよ？　……ちらっ」

　だから闇堕ちを脅おどし文句に使うんじゃない！

　エロくてオレにとってもご褒ほう美びっぽいけど、一発で警察がとんでくるから！

　スクルドあたりの影えい響きようか、あざとく「ちらっ」とか口で言ってるし！

「もともとはヒルデが籠こ手てを売って作った金だからなあ。オレには止める権利なんてないさ。行ってこい」

「ありがとうございます潤矢」

　涙なみだ目めになってまで礼を言われるとこっちの方が照れてしまう。

「楽しんでくるといい」

「はい！　あの……重ねてのお願いで恐きよう縮しゆくなのですが……」

「まだ何かあるのか？」

「当たったのはペアチケットでして……」

　ヒルデは何かを言いたげにもじもじしている。

「…………オレに一緒に行ってほしいのか？」

　オレの問いにヒルデは遠えん慮りよがちに頷いた。

　千奈の時は断ったが、ヒルデは他に誘える人もいないだろうしなあ。それについていってやらないと地理もわからないはずだから心配だ。

　電車の乗り換かえなんかもしたことないだろうし。

　引退へのケジメはあるが、ヒルデを一人で送り出すわけにはいかない。

「それじゃあ週末はちょっとおでかけといくか」

　ライブに行く良い口実が見つかったなんて喜んでるわけじゃないからな。

「はいっ！　ありがとうございます！」

　ヒルデは勢い良く頭を下げた。

　アイグラのこととなると表情が豊かになるなあ。

　ここまで喜んでもらえるなら引き受けがいもあるというものだ。
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　さいたまスーパーアリーナは収容人数二万人を超こえる巨大イベントスペースだ。

　最も寄よりのさいたま新都心駅はアイグラファンで埋うめ尽つくされていた。

　アイグラのイベントはゲー○ーズ店頭から始まった。あの頃ころは「なんだあの集団」という目で見られたものだ。

　それを思い出すと、この光景は胸にくるものがある。

「大だい丈じよう夫ぶですか潤矢？　どこか痛めましたか？」

　ヒルデが心配そうにオレの顔を覗のぞき込みつつ、目元をそっとぬぐってくれた。

　オレ、泣いてたのか？

「大丈夫だ。行こうか」

　せっかく来たのだ。全力で楽しむのは権利であり義務だろう。

　駅から会場入り口までは一本道だ。

　途と中ちゆうにはちょっとした広場があり、ゲームを通じて知り合ったのかもともとの知り合いかはわからないが、仲間どうし和わ気き藹あい々あいと話しているグループがたくさんいる。大多数はアイグラに関連したＴシャツを着ているが、中にはキャラのコスプレをしている人もいてさながらお祭り騒さわぎだ。

　レイヤーさんの中には西洋人も交ざっているようだ。そのクオリティの高さに周囲に人ひと垣がきができている。

　どこかで見たことがあるレイヤーさんだが……きっと別のイベントだろう。

　かくいうオレも、Ｔシャツの下にもう一枚Ｔシャツを着ている。

　第一回店頭イベント参加者のみが持つ限定Ｔシャツ、まさに古参の証あかしだ。

　本日限定Ｔシャツを買う金はないが、コレを着ていれば大丈夫だろう。

「潤矢、私はこの恰かつ好こうでよかったのでしょうか？」

　ヒルデはというと、新宿で買ったいつものブラウスにスカート姿だ。

「私服でも問題ないぞ」

　ライブＴシャツの売り上げは次回のイベント開かい催さいの資金となるため、購入したいところだが、無理をしてまで買う必要はない。

　チケットを買って現場に来る。そして全力で楽しむ。それが第一なのだ。

　タダで手に入れたチケットで来たオレが言うのもなんだけどな。

「そうですか……てっきり必ず着なければならないものかと思ったのですが。潤矢も朝から中に着ていたようですし」

　ヒルデはしょんぼりとうなだれた。

　もしかして着たいのだろうか。しかしこれ以上甘やかすのもなあ。

　ヒルデは道行く人を目で追ってはこっそりため息をついている。

　オレにばれないようにしているのだろうが、がっかりしているのがモロバレだった。

「バイト代は残ってるか？」

　ヒルデのバイト先はコンビニ形態としては珍めずらしい日ひ払ばらいだ。何かと物入りだろうから、ヒルデに金を返してもらうのは、来週からということに決めてある。

「買ってきていいぞ。自分で稼かせいだ金の範はん囲いならな」

「ありがとうございます！　許可をもらえなかったら闇堕ちしようと思ってました！」

　ヒルデは物ぶつ販ぱん列の最さい後こう尾びへ向かって人混みの中を器用にすり抜ぬけていった。

　最後の一言がなけりゃかわいかったんだがなあ。

　その素早い動きに周囲の人間が目を見張っている。

　あんまり人間離ばなれした動きをしてくれるなよ。

「潤矢！　来てくれたの!?」

　ふと背後から嬉うれしげな声が飛んできた。

「おう千奈。やっぱり来てたのか」

「せっかくのチケットを無む駄だにしちゃうのももったいないしね。そういう潤矢もやっぱり来てくれたんだ」

「まあな、保護者は必要だしな」

「もうっ！　保護者なんて必要な歳としじゃないわよ！」

　たしかに半神のヒルデはオレよりずっと年上の可能性もあるんだったな。

「それにしても楽しそうだな。そんなにアイグラが好きだったのか」

「まあ、ね……」

　千奈はチラリとオレの目をみると、すぐに視線を逸そらせた。

「そういや、もう一枚のチケットはどうするんだ？」

「ふふーん、しらじらしいわね～。事前に連れん絡らくしてくれたっていいのに。私が誰だれかにあげちゃってたらどうするつもりだったの？」

「ん？　誰かにあげたんだろ？」

「へ？」

　なんだか会話が嚙かみ合ってないぞ？

「潤矢～！　買えました！」

　その時、会場限定Ｔシャツ（川崎蘭モデル）を買い終わったヒルデがＴシャツに圧あつ迫ぱくされた胸を揺ゆらしながら走ってきた。もう着き替がえたのかよ！

　ライブＴシャツに着替えようとも、サークレットはそのままだ。イタいオタサーの姫ひめみたいになってるが……まあいいか。

「ふううううううううん、そういうこと。私の誘さそいを断ったのはヒルデさんと約束してたからだったんだ」

　やばい、千奈が盛大に勘かん違ちがいしている。これじゃあ、千奈にヒルデとライブに行くのを隠すためにオレが噓うそをついたみたいじゃないか。

「違うんだって。千奈が誘ってくれたときにはまだ──」

「べっつに一いつ緒しよに来るのは潤矢じゃなくてよかったしぃ？」

「お、おう……」

「くっ……なんてぼんやりしたリアクション！　潤矢のばーかばーか！」

　千奈は叫さけびながら全力でゲートの方へと走り去ってしまった。

「小学生かな!?」

　あいつもしかして、一緒に行く奴やつを見つけられなかったんだろうか。

　だとしたらヒルデとライブに来たオレは、千奈に見せつける形になってしまったわけだ。

　こりゃ後で謝っておいた方がよさそうだ。

「今のは自己紹しよう介かいの時に何故なぜか怒おこっていた……ええと、平井台さんでは？」

　ヒルデが千奈の背中を視線で追っている。

「ちょっとした行き違いがあってな。後でフォローしておくから気にするな」

「そうですか。なら良いのですが……」

　心配げな表情のヒルデを促うながし、オレ達は祭典のゲートをくぐった。
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　やたらとごつい上に赤く光る横ラインの入ったサングラスをかけたスタッフの傍そばを通り、席へと向かう。

　アイグラのスタッフはいつもごつい男達が務めている。

　彼らを見ると、ライブでムチャな暴れ方をしようって奴は減るのだろうが、いったいどこから集めてきているのだろうか。

　ヒルデの当たったチケットはアリーナの花道横に面した位置だった。

　メインステージからはそこそこ離れているが、演出によってはすぐ目の前をキャストが通るため、瞬しゆん間かん的に最前列を味わうことのできる良席である。

　プラチナにもほどがあるだろ……オレですらアイグラが巨きよ大だいコンテンツになってからは、これほど近くになったことなんてないぞ。正直、来て良かったと言わざるをえない。

「すごい人です……」

　チケットに書かれた座席の前についたヒルデは、立ったまま周囲を見回している。

　三百六十度、人、人、人である。

　このさいたまスーパーアリーナは階層をレベルという表記で区分している。

　最上層の五百レベルになると、真下から見上げても人は豆つぶだ。

「せえええのおおお！」

「「「はーい、はーい、はいはいはいはい！」」」

「敵てき襲しゆうですか!?」

　突とつ然ぜん会場のどこかから上がった雄お叫たけびに、ヒルデはぐっと腰こしを落として身構えた。

「ありゃあ開演前から興奮を抑おさえきれなくなったバカが騒いでるだけだ」

　誰かの扇せん動どうで開演前からやたらと盛り上がっているブロックがある。

　あっためておくのはいいけどはええよ！

　いったいどんな奴が扇動して──正かよ！

　ステージに背を向け、客席を必死に煽あおっているデブは同級生だった。

　うむ。あっちは二度と見ないようにしよう。

　正から視線を外し、ふと花道の向こう側を見ると、そこには千奈がいた。

　隣となりの席は空いている。

　席でぼんやりしていた千奈がふとこちらを向いた。

　目が合った瞬間、千奈は鬼おにのような形相でこちらを睨にらみ、ついっと視線を逸らせた。

　こ、こええ……あっちも見ないようにしよう。

　これから始まるライブを楽しむためにもその方がよさそうだ。

「うぅ……なんだか緊きん張ちようしてきました」

　着席したヒルデは膝ひざの上で拳こぶしをにぎったり開いたり、配られたフライヤー入りの袋ふくろを覗いたりと落ち着きがない。

　わかるぞ。これから自分がステージに立つわけでもないのになぜか緊張するんだよな。

　ちなみに正とその話をしたときは、「ちゃんと自分が素人しろうとどものコールを煽れるかって緊張するんだよな。俺氏、皆みなを扇動す！」というナナメ上のコメントが返ってきた。

　自分だって素人だろ。……あいつならプロのサクラとかやってそうだが。

「潤矢！　来場者限定でＳＲカードがもらえるそうですよ！」

　ヒルデはゲートで配られたフライヤーをオレの顔に突つき付けてきた。

「近い！　見えない！」

　そわそわしすぎだろ！

　異世界からこっちに来た夜より落ち着きがないってどういうことなんだよ。

　喜ぶヒルデには悪いが、たいしたカードじゃないと思うがな。

「試しにもらってみろよ。ＱＲコードか何かついてるだろ」

　昔はアドレスをちまちま入力したものだが、ここ数年はＱＲコードを利用するのがすっかり一いつ般ぱん的になった。と言っても、ＱＲコードがなかったのなんて小さい頃ころだから、親のグチで聞いた程度にしかしらないが。

「はやく！　ダウンロードが遅おそいです！　早くこないと闇やみ堕おちしますよ！」

　闇堕ちが口くち癖ぐせになりつつあるなコイツ。

「会場内は人が多いからな。電波が通じにくくなってるんだ」

「わわわっ、潤矢！　ＳＲですよ！　ほんとに手に入りました！　んん～特別衣い装しようがかわいいです！　今日のライブのイメージカラーに合わせた衣装なんですね！」

　ヒルデはスマホにキスしそうな勢いで大喜びしている。アイグラに関することには表情豊かになるヒルデだが、実際のゲーム画面を見ている時はなおさらだ。

　余談だが、スマホの表面は便座より雑ざつ菌きんが多いらしい。嫁よめがスマホの中にいるからといってうかつなことはしない方がいい。

「能力値を見てみろ」

　喜んでいるところ悪いが、どうせ後でわかることだ。

「私が持っているＳＲの娘こたちよりも能力値が一割くらい低いです」

「こういうイベントでもらえるのは大たい抵ていそうなんだ」

「どうしてなのです？」

「この会場に来た奴全員が手に入れられるＳＲの能力を高くしたら、廃はい課金ユーザーのテンションが下がるだろ。ソシャゲってのは売り上げに占しめる廃課金ユーザーの割合が高いらしいからな。上得意の機き嫌げんを損そこねないようにするのは大事だわな」

「せっかくのＳＲなのになんだか悲しいですね」

「気持ちはよくわかるがな」

　割り切って売り払はらえばよいのだが、ＳＲという名前がついているだけに売りにくいのだ。そうして所持可能カード数を増やすためにまた課金をすることになるのだ。

　そこまで運営が考えているかは知らないが、よくできたシステムだ。

「ＳＲなのに……ＳＲなのに……くっ……こうなったら闇堕ちする前に課金をっ！」

「やめんか」

　ずびしっ。

　オレは思わずヒルデの脳天にチョップを繰くり出していた。

「なんてことをするんですか」

「ちょっと触さわった程度だろ」

「課金を止めるだなんて……闇堕ちしますよ！」

「そっちかよ！　ヒルデは課金でオレに借金があるんだからさらに課金なんてしてんじゃねえ！」

「くっ……それを言われると……でもあんまり我が慢まんすると闇堕ち……」

　こんなところで発情されたらオレまで一緒に逮たい捕ほされてしまう。

　さらにイベントが中止なんてことになったら、オレは一生後こう悔かいするだろう。

「もうすぐそんな欲望がぶっ飛ぶくらいのステージが始まるからまってろって」

「ぐぬぬ……」

「そのＳＲがどうしても気に入らないなら売るって手もあるぞ。最近の相場はチェックしてないが、そこそこのスタミナドリンコになるはずだ」

　アイグラはスタミナというポイントを消費してゲームをする。スタミナは時間でも回復するが、このスタミナドリンコを使うと一瞬で回復できるのだ。カードのトレードにはもっぱらこのスタドリが使われる。通貨代わりのようなものだ。

「売ったりなんてしませんよ。潤矢と初めて参加したライブで手に入れたカードですから。大切な思い出です」

　急に真ま面じ目めな顔でそんなこと言うなよ。こっちの方が恥はずかしくなるだろ。

　なんと返してよいかわからず黙だまったオレを見て、ヒルデもまた自分が恥ずかしいセリフを言ってしまったことに気付いたようだ。

　ほんのり頰ほおを染めて俯うつむいている。

　ライブ会場でこんな雰ふん囲い気き……周囲の殺気がビンビン伝わってくる。

　色んな意味でどうしていいかわからねえ！

　アリーナの景色をのんびり眺ながめるフリをしつつ、内心おろおろしていると、会場の照明がゆっくり落ちていった。

　それを合図に観客が一いつ斉せいに立ち上がる。

　そして、いつの間にかステージに上がっていたバンドメンバーの演奏に合わせ、観客達はサイリウムをゆっくりと振ふり始めた。

　色とりどりのサイリウムが会場を埋うめ尽つくしている。

「なんですかこの光景は……まるで光の海です……」

　ヒルデは呆ぼう然ぜんと会場の景色に目を奪うばわれている。

「皆みなさんの動き……まるで姫ひめに剣つるぎを捧ささげる騎き士しのようです」

　あながち間ま違ちがってないかもな。

　本当のファンは声優さんを心から大切に思っているのだ。

　……剣？

　ヒルデの表現を聞いて、オレはふと思い出した。

「なあヒルデ、剣はどうしたんだ？」

　すきあらば鎧よろいを着ようとする彼女だが、その際には剣も具現化していた。

　それがいつからか、剣を見なくなっていた気がする。

「剣はその……今日は持ってきていません」

「いや、そういうことじゃなくて……」

　そりゃあ剣なんてぶら下げてたら、会場に入る前に捕つかまってしまう。

　別に今聞くことでもないので剣の話はいいんだがな。この話題はまた今度にするか。

「わ……私も」

　小さく呪じゆ文もんを唱えたヒルデはその指先にぼんやりと蒼あおい光を灯ともした。

「こんなところで魔ま術じゆつを使うんじゃねえ！」

　幸いにして周りの観客はステージに出演者が現れるのを今か今かと待っているため、ヒルデの指が光っていることには気付いていないようだ。

「これを使え」

　オレは鞄かばんから取り出した予備の電池式サイリウムをヒルデに手て渡わたした。

「これは……よろしいんですか？」

　サイリウムの光に照らされたヒルデの顔がぱっと明るくなった。

「オレはもう一本持ってるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　オレが初めてこういったライブに参加したとき、何もわからないオレに、たまたま隣の席になっただけの見ず知らずの人が無言でサイリウムを渡わたしてくれた。

　おかげで人生初めてのライブを思う存分楽しむことができた。

　それ以来オレはイベントには必ず予備のサイリウムを持っていくことにしているのだ。

「こ、こうでしょうか？」

　ヒルデはぎこちない動作でサイリウムを振り始めた。

「そうだ、うまいぞ」

「ふふっ、ありがとうございます。少し激しくしてみますね」

「いいぞヒルデ」

「こ、こうですか？」

「初めてにしてはなかなかだが、その動きはフィニッシュまでとっておけ」

「はい……。はぁ……なんだか気持ちよくなってきました」

「これからもっと気持ちいいことが待ってるからな」

「楽しみです」

　ほんのり上気するヒルデの顔を見ていると、オレのテンションもうなぎ登りだ。

　隣となりに座っている男が親の敵かたきでも見るかのような目をこちらに向け、激しく貧びん乏ぼう揺ゆすりをしているがどうしたのだろうか。

　やはりヒルデは美人だから目立ってしまうのかもしれない。

　もうすぐ出演者が現れるのだから、ステージに集中してほしいものだ。

　そうして演奏に合わせてサイリウムを振っていると、演奏が聞き慣れた曲の前奏へと切り替かわった。

「「「ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵ！」」」

　観客達が一斉に雄お叫たけびを上げた。

「なんですか!?　戦いくさですか!?」

　そうさヒルデ。戦いが始まるんだ。このライブを全力で盛り上げるという戦いがな！

　一曲目はアイグラ楽曲の中で最も人気の高いポップナンバーだ。

　アイグラはスマホアプリとしては異例の楽曲数を誇ほこる。

　キャラクターがカードゲームの枠わくを越こえ、ＣＤデビューをしているのだ。

　今日のライブはそのキャラを演じる声優さん達が出演者というわけである。

　二万人以上の観客達がリズムに合わせ、一糸乱れぬ動きで飛び跳はね始めた。

「こ……この人達はどこかで訓練をしてきたのですか？」

「いいや、自然に体が動くのさ。ヒルデだってそうだろう？」

　戸と惑まどい顔で周囲を見回すヒルデだが、その体は完全に会場と一体になっている。

「私ったらいつの間に……」

　やや恥ずかしそうに視線を逸そらすヒルデだが、その目と口元は笑えみの形だ。

　その時、花道の奥から一メートルほどおきに、十人の声優さんが現れた。

　いきなり目の前に出たあああああ！

　出演者のキレッキレな歌とダンスに呼応するように、観客達も時には跳とび、時にはサイリウムを振り回し、時には小刻みに跳び続ける。

　ライブ観戦はスポーツだ。

　出演者だけでなく、観客までも息が切れ、汗あせが飛び散る。

　勝ち負けを競きそうわけではないが、全身全ぜん霊れいを以もつて出演者と観客が公演の成功を目指すのだ。

　ヒルデもまた、出演者に負けないくらいの笑顔で跳び続けている。

　すでに汗だくなオレとは違ちがい、息一つ切らしていないのは流石さすがだ。

　そして、一曲目最後の跳びどころがきた。

　観客全員が膝ひざを溜ためるため腰こしを落とし──

　この瞬しゆん間かんを待っていたんだとばかりに全力大ジャンプ！

　初見だけど跳びどころはわかり易やすい曲だ。ヒルデはちゃんと跳べたかなと、空中で視線を横にやると、オレの目線にヒルデの姿はなかった。

　失敗したのか？　やはり初見では難しかったか……と、考えながら着地したが、地上にもヒルデの姿はない。

　まさか……っ！

　嫌いやな予感に視線を上げようとしたところで、ヒルデが音も無く着地した。

　これって少なくともジャンプしたオレよりも高い位置まで跳んだってことだよな……。

　周囲を見回すと、ヒルデに気付いた出演者数人と席の近い観客達が目を丸くしてこちらを見ている。

「あそこにいるのって蘭ちゃんの声の人ですよね！　見た目は全然違うのに、あそこに蘭ちゃんがいるみたいです！　すごいです！　こっちに来てくれませんかね！」

　こいつ……既すでにダメ絶対音感を身に付けつつあるのか！　成長が楽しみだ！

　とか言ってる場合じゃなくて。

「すごいのはヒルデのほうだ」

「いえそんな……私なんてまだまだで……」

　照れるな、褒ほめてないから！

「オーディン様のためにヴァルキリーが歌と踊おどりを披ひ露ろうする宴うたげはございますが、あれほどのパフォーマンスをできる者はそうそういませんよ」

　そういうこと言ってるんじゃないから！　というか、ヴァルキリーってそんなこともすんの？

　しかしすぐに二曲目のイントロが始まり、ヒルデの大ジャンプに驚おどろいていた声優さんも、曲が始まったとたん笑顔になった。さすがプロである。

　声優さんの笑顔に釣つられ、ヒルデを気にしていた観客達もステージに夢中になっていく。

　二曲目もまた、アップテンポな人気曲だ。

　く～っ！　攻せめてくるねえ！

　出演者は歌い、踊りながらその立ち位置を変えていく。

　そして、オレ達の目の前で止まったのはヒルデがお気に入りな『蘭』の声優、夏なつ目めなゆただ。

「ふ……ふああぁっ！　蘭ちゃんが……なゆたさんがすぐ手に届くところに！　あのなゆたさんはＲですかね？　ＳＲですかね？」

　だめだこのヴァルキリー。完全にソシャゲ脳である。

「蘭ちゃんもいいけど、なゆたちゃんもかわいいです……ああっ！　二人ともゲットできたら、私はいったいどちらをデッキに入れればよいのでしょうか……」

　なゆたがカードになるなんて誰だれも言ってないぞ。勝手に暴走するんじゃない！

　あと、デッキに入れたかったら両方入れればいいだろ。デッキには五人まで入れられるんだから。

「ああ……ガチャが引きたい……なゆたちゃんガチャ……」

　そんなんねえから！　中の人ガチャとか聞いたことないよ！

「おいヒルデ！　サークレットが黒く点てん滅めつしてるぞ！」

　こいつ、闇やみ堕おちしかけてやがる!?　どんだけ欲望に耐たい性せいないんだ！

「そんな……だめ……こんなところで……でも、なゆたちゃんかわいいっ！　潤矢……ありがとうございます。こんなに楽しい時間って初めてで……私もうっ！」

　だめって言いたいのはこっちだよ！　お礼とか今はいいから！

　ライブ会場で淫いん乱らんになるなんて、そのままスタッフに連行……どころか警察行きだ。

　こうなったら無理やり背負ってでも外に運び出すしかない、と覚かく悟ごを決めたその時。

　視界の端はしが一瞬ざわついた。

　数席左側の一帯のサイリウムがピタリと止まっている。

　なんだ……？

　そう呟つぶやく間もなく、客席から人ひと影かげが飛び出した。

　人影は正のようなキモオタだった。（我ながらひどい表現である）

「なゆた！　男とデートしたな！　なゆたは僕の気持ちを裏切ったんだ！」

　男は花道にへばりつき、唾つばを飛ばしながら叫さけんでいる。

　少し前になゆたは人気イケメン声優とのデートを週刊誌にすっぱ抜ぬかれていた。

　写真も不ふ鮮せん明めいでイチャモンレベルの記事だったはずだが。

　男はサイリウムを夏目なゆたに向かって投げつけようと大きく振ふりかぶった。

「やめろ！」

　叫ぶより早く、オレは飛び出していた。わざとサイリウムを投げるシユーテイングスターをするなんて、オタの風上にも置けない奴やつだ。

　スタッフを含ふくめ、他にも数人が動いていたが、男から一番近かったこともあり、最初にタックルをかましたのはオレだった。

　助走距きよ離りがまるで足りなかった上に、相手は思っていたより巨きよ漢かんだった。

　男を引き倒たおすどころか、腰に抱だきつくような恰かつ好こうになってしまう。

「潤矢！」

　ヒルデの声と同時に、首筋に鈍にぶい衝しよう撃げきが走った。

　サイリウムの柄えで……殴なぐられた……？

　視界がゆっくりとぼやけていく。

　最近よく殴られて気絶してる気がするぞ……親父おやじにもぶたれたことないのに、なんて定番セリフが頭をよぎるくらいだから、まだまだ大だい丈じよう夫ぶ……かな……。

　薄うすれゆく景色の中、ヒルデのサイリウムがまさに閃せん光こうのように煌きらめき、男を昏こん倒とうさせた。

　そこへ遅おくれてスタッフがやってくる。

　スタッフさん……もっと早くきてくれよ。

　そのでかい図ずう体たいは飾かざりってわけじゃないだろ……。




　　　　◆　◇　◇　◆




　目を覚ますと視界いっぱいにひろがったのはヒルデの顔だった。

　ヒルデの肩かた越ごしに見えるのは、染みだらけないつもの天てん井じようだ。

「潤矢……よかった！」

　左手に温あたたかいぬくもりを感じる。ずっと握にぎっていてくれたのだろうか。

　窓の外は既に暗くなっている。

「そうだ！　ライブは!?」

　あわてて上半身を起こすと、三人のヴァルキリーがオレを囲んでいた。

　オレと目が合うとグー姉は穏おだやかに微笑ほほえみ、首を横に振った。

「私がライブ会場から運びました」

　申し訳なさそうに答えたのはヒルデだ。

「潤矢が気絶したあの時、私が男を取り押さえました。そして潤矢を心配したなゆたちゃんがステージから降りてきて膝ひざ枕まくらをしたんです。その後すぐスタッフさんが男を連行──」

「ちょっとまて！　なんだか今、聞き捨てならないセリフが！」

「ごめんなさい。ライブに夢中になっていたせいで潤矢を護まもれず、攻こう撃げきを受けるまで動けませんでした」

「オレが夏目なゆたに膝枕をしてもらっただと[image: !!!?]」

　おいおいおいおい！　なにしてんだオレの後頭部！

「こいつか！　この後頭部がハレンチなのか！」

「潤矢!?　なぜ殴られた場所を叩たたいているのですか！　まさか脳にダメージが!?」

「……すまん、少し取り乱した」

「打ち身は治っていますが、安静にしていて下さいね」

　ヒルデがオレの後頭部にそっと触ふれる。

　そんなに心配しなくても、オレの石頭は親方のげんこつより硬かたいから大丈夫だよ。

　それにしてももったいないことをした……。今や若手ナンバーワンの呼び声も高い夏目なゆたの膝枕の感かん触しよくを覚えていないなんて！

「それであの後どうなったんだ？」

　当然ライブは中止だろう。あんな男一人のせいで……くそっ！

「私は色々と聞かれては困ると思い、潤矢を抱かかえ、スタッフを振り切って会場を出ました。だから後のことはわからないんです。ごめんなさい」

「ヒルデが謝ることじゃないさ」

「いえ……本来なら病院にお連れするべきだったのです。しかし、病院で私の出自を訊きかれるのは……」

「いいさ。あれだけ強く殴られたのに、もう全然痛くない」

　今も握ってくれているヒルデの手がとても温かい。おそらく手から治ち癒ゆ魔ま法ほうを送り込んでいるのだろう。

　もう片方の手がスマホに伸のびているのは……今だけは野や暮ぼなツッコミはやめておこう。

　ふと気付けば、ヒルデの額には珠たまのような汗が浮ういていた。その顔には疲ひ労ろうの色も濃こい。

　どんなに動いても、息一つ切らさなかったヒルデがだ。

「ヒルデ姉様がなれない治癒魔法をずっとかけてたのよ。治癒ならスクルドの方が得意なのに、姉様ったら私がやるって聞かないんだから」

　ヒルデをオレにとられたスクルドがぷっくり頰ほおを膨ふくらませている。

「ちょっとスクルド、それは内ない緒しよだと言ったじゃないですか」

「ヒルデ姉様が潤矢のことばっかりかまうからだよ」

「それは一緒にいたにも拘かかわらず主あるじを護れなかった責任と言いますか……」

「ヒルデ姉様はほんとにマジメなんだから。まあ、そこがいいところなんだけどね」

「スクルドの治癒魔法ってなんだかイメージわかないなあ」

「んん～どういうことかな～？　こんなに清らか素す直なおさんなスクルドのイメージにはぴったりだと思うの～。潤矢は人を見る目がないなあ」

　自分で清らかだなんて言う奴にまともなのはいないと思うが……。

　なんてことを考えていると、三人のスマホが同時に着信を知らせた。

「非通知……？　どこかで私の番号を手に入れたファンかしら」

　スクルドは出る気がないようだ。

「でも三人同時だなんて……」

　ヒルデは不ふ審しんげにスマホを見ている。

「これ……微び弱じやくだけど魔力が電波に乗ってきてるかも～」

　そして、魔術が最も得意だというグー姉がスマホに手をかざすと、細かな光の粒りゆう子しがスマホからキラキラと放出されているのが見えた。

「この波動……オーディン様!?」

　ヒルデの声に顔を見合わせた三人は、同時にスマホを耳にあてたのだった。







[image: 重課金乙女　ヒルデの場合]




　まったくもう！　あと一回タッチするだけで、蘭ちゃん空手着バージョンが親愛度マックスになったというのに、オーディン様ったらなんというタイミングでしょう。

　これはもう、通話が終わったらすぐにガチャを引かないとおさまりません！

　二枚目の蘭ちゃんを引いて『特訓』です！

　同じカード二枚で見た目も能力も変化するとくればやるしかありません！

　しっかりレベルも親愛度もマックスです。

　きっとものすごく、強く優しく美しく、プリンセスのような娘こになるに違ちがいありません！

　オーディン様は一度女の子と話し始めると長いんですよね……みんな仕事がつまっているのだから、セクハラのために拘こう束そくしないで頂きたいと何度も申し上げたのですが……。

　任務の内容は理解したので、早くガチャを回させてほしいものです！


【現在の課金額　五十六万円】
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　ヒルデ達のスマホにかけてきたのは、異世界にいるはずの彼女達の主神、オーディンだった。

　一方的な音声一いつ斉せい送信であるようで、ヒルデ達の声はあちらに届いていなかった。

　その内容とは、ヒルデ達と敵対しているヴァン神族があちらの世界で急速に力を増していること。

　その原因はどうやら『こちらの世界でヴァン神族が運営しているソシャゲによる』というものだった。

　ソシャゲを通して集めた人間の欲望をエネルギーに変へん換かん、北ほく欧おう神話世界での戦争に利用しているというのだ。

　いくらなんでもバカバカしい話だと、ヤレヤレ系主人公を気取ってため息をついたオレとは裏腹に、ヴァルキリー三人の表情は真しん剣けんそのものだった。

「なぜ気付かなかったのでしょうか。このアイグラというアプリ……上手く隠かくされてはいますが、高度な術式がかけられています」

　ヒルデが言うには、アイグラこそオーディンの言う『ヴァン神族が運営しているアプリ』らしい。

　まさに神アプリだな……なんていう下らないことを言わせてもらえる雰ふん囲い気きではない。

　向こうの世界でどんな戦いが繰くり広げられていたのかはしらないが、彼女達の張はり詰つめた雰囲気から、それが生半可なことではないとわかる。

　通信は『そちらで活動しているヴァン神族を打ち倒たおせば、アースガルドへの帰き還かんを許す』という言葉で締しめくくられた。

　それを聞いて色めき立つ彼女達を見て、オレは少しだけ寂さびしいと思ってしまった。
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　オーディンからの着信があってすぐ、ヴァルキリー三人娘むすめによる会議が開かれた。

「討うち入りましょう！」

　いきなり物ぶつ騒そうなことを言い出したのはヒルデだ。

「そうね～。神族の戦いに異世界の人間を利用しようだなんて、お仕置きが必要ね～」

　グー姉は笑顔のまま目だけをキラリと光らせた。

「やったぁ！　これで帰れるんだね！　久しぶりにヒルデ姉様と一緒にユグドラシルの実が食べたいな。グリザイアの果実でもいいけど！」

　スクルドはアニメが見られなくなるのは残念だけど……と言いつつも、既すでに帰る気まんまんだ。

「ちょっとスクルド、まずはヴァン神族の討とう伐ばつが先ですよ。それに、使命を果たしたからと言ってあちらに帰るとはかぎりません」

　ヒルデの言う通り、このままでは皮算用もいいところだ。

「ヒルデ姉様が一番あっちに帰りたがると思ったんだけど、どうしちゃったの？」

「そ……それは……」

　なんでこっちを見るんだ。

　もしかして、オレへの恩を返さなきゃってまだ思ってるのか？

「帰ってくれていいぞ」

　こんなチャンスは二度とないかもしれない。少しでも帰りたいと思うのならそうするべきだ。

　押し入れを貸してやったくらいどうということはない。金は返してほしいが。

「そう……ですか……」

　なんで微び妙みように残念そうなんだよ。

　そうか……アイグラができなくなるのが寂しいんだな。

「アイグラの運営を潰つぶしたら、ヒルデがこちらの世界に残ってもアイグラはできなくなる。あれだけのコンテンツだから潰しはしないだろうが、運営母体が替かわれば違うコンテンツになっちまうだろうな。どちらにせよあのコンテンツとはさよならになる」

　同じシリーズなのに開発会社が替わって駄だ作さくになったゲームをこれまでいくつも見てきた。おそらくそういった道を辿たどるだろう。

　これでヒルデも未練なく向こうの世界に帰れるというものだ。

「そ……そんな！　私が使命を果たしたら、あの娘達にもう会えなくなるんですか!?」

　ヒルデは真っ青になった額に手を当てた。そこまでショックか！

　全てのデータを手元にもっているコンシューマーゲームと違い、毎回サーバーからデータをダウンロードしてくるアイグラのようなタイプは、サーバーのデータがなくなれば閲えつ覧らんすらできなくなる場合が多い。

　これが『ソシャゲに費ついやす金は、ソフトではなく体験に払はらうものだ』と言われる所以ゆえんである。

「ならばヴァン神族を見み逃のがしても……」

　光こう彩さいの消えた瞳ひとみでそう呟つぶやくヒルデのサークレットが黒く点てん滅めつを始めた。

「落ち着けヒルデ！　闇やみ堕おちしかけてるから！」

「く……っ！　私はヴァルキリー。どんな理由があるにせよ、使命に逆らうことはできません。……やりましょう！」

　ヒルデが両の拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめると、サークレットの点滅が止やんだ。

　やはり根はすごく真ま面じ目めな奴やつだ。

「でもまずはヴァン神族の本ほん拠きよ地ちを探さないと～。魔ま力りよく探知はしてみるけど、ちょっと時間がかかるかも～。数日くらいかしら～」

　グー姉は手のひらに出現させた魔法陣じんを見ながら首を傾かしげた。

「えー？　そんなにかかるの？」

　それを聞いたスクルドは不満げにほっぺを膨ふくらませている。

「魔力的な情報が少なすぎるから～。検けん索さくに時間がかかるの～」

「グー姉様でそれなら仕方ないなぁ。スクルドやヒルデ姉様ならもっとかかるだろうし」

　スクルドはしょんぼりしているが、なぜ魔法を使う必要があるのか疑問だ。

「アイグラを作ってる会社なら六ろつ本ぽん木ぎだが」

「なんで知ってるの!?」

　声を上げたスクルド以外の二人も、目を見開いてオレを見ている。

「企き業ぎようのホームページにのってるぞ」

「も、盲もう点てんだったわ！　魔法より便利だなんて、さすがはインターネットね」

　魔法に頼たよりすぎだろ……。こちらの文明にあっという間に順応したかに思えた三人だが、根本的な思考はやはり別の世界の住人なんだな。

「それでは今すぐ乗り込みましょう！　今こそヴァルキリーの使命を果たす時！　アイグラのことは後で考えるとして、久しぶりにヴァルキリーとしてのお仕事です！」

　といいつつも、ヒルデは横目でアイグラをプレイしている。

　スタミナが溢あふれないよう常にプレイとは……すっかりソシャゲプレイヤーだ。

「ちょっと待て。まさか今から本社に行く気か？」

　オレは立ち上がったヒルデの手を摑つかんだ。

「もちろんです。ヴァルキリーたる者、命令あれば即そく実行が基本です」

「相手は一いつ般ぱん企業だぞ！　もしオーディンからの情報が間違ってたら全員逮たい捕ほだからな」

　ヒルデ達が捕つかまれば、おそらくオレのところに連れん絡らくが来る。事情を知っていて行かせたのだから下手をすると共犯だ。学校は退学になり、一生を棒に振ふることになるのだろう。

　そんなのいやだ！

「オーディン様の情報が間違っているはずありません」

　ダメだこいつ、疑う気ゼロだ。

「念のため確認をしたりとかは──」

「オーディン様を疑うようなマネはできません。オーディン様を疑ってよいのは、女グセの悪さが原因の時だけです。それもギリシャ神話のゼウス様ほどひどくはありませんし」

「比ひ較かくの基準がわかんねえ！　女グセが悪いってだけで、もうだめじゃないかなあ！」

「そ、そんなことありましぇん！」

　嚙かんでるし！

　少しは疑っているのかもしれないが、真面目さが先に立っているのだろう。

　こうなったヒルデには何を言っても無む駄だだ。

「むう……わかった。それじゃあ、オレも連れていけ」

「んな!?　危険です！　潤矢が来てもできることはありませんよ！」

「確かに戦せん闘とうになったらできることはない。だがまず、アイグラの会社……ええと、株式会社ＭＯＧＲＯモグローが本当にヴァン神族とやらの巣そう窟くつなのかを確かめる必要があるだろ。こっちの常識にまだ慣れてないヒルデ達より、そのあたりの判断はオレの方がマシだ」

「ですから、オーディン様の情報に間違いなんてありません！」

「ヒルデ……もしお前がオレに少しでも恩義を感じているなら、今回だけは連れていってくれ。それで全部チャラってのでどうだ？」

　これはあまり言いたくなかったが、使うなら今だろう。

「潤矢……しかし……」

「いいじゃん、連れていこうよ」

　助け船は意外にもスクルドから出た。

「でもスクルド。それはオーディン様を疑うことに……」

「疑ってるのは潤矢であって、スクルド達じゃないからいいんじゃないかな」

「それはそうですが……」

「潤矢がケガするかもって心配してるの？」

「んな……ちが……っ！　いえ、人間が傷つくのを心配するのは当然のことです」

「むふふ……素す直なおじゃないなぁ～。そんなヒルデ姉様に萌もえるわ！」

　この幼女ヴァルキリーはいったい何を言っているのか。

「私も潤矢君は連れていった方がいいと思うの～」

　黙だまって何かを考えていたグー姉が口を開いた。

「グー姉様まで！」

「私達が敵地に乗り込むでしょ～？　もし相手に探知系魔法の得意な人がいた場合、魔力の残ざん滓しを追つい跡せきしてここがバレると思うのよね～。今日の移動は上手うまくごまかすにしても、これだけ長い時間を過ごしてしまった場所の魔力を完全に消すことはできないわ～。そんなことをしたら、逆に魔力的に不自然な空間になって、それはそれでバレてしまうし～」

「私達が討ち入りをしている間に、潤矢が襲おそわれる可能性があるということですか？」

「可能性は低いけど、ありえるわね～」

　まじで？　退学云うん々ぬん以前に、既に命の危機だったりしたのか。

「ヒルデ姉様の火力があれば、ヴァン神族の殲せん滅めつなんて一いつ瞬しゆんよ。さくっと行って帰ってこようよ。ついでにギロッポンでシースーもね！」

　表現が古すぎる！　客として来るおっさんにでも習ったんだろうか。

「こんな夜中に開店してる寿す司し屋やなんていくらかかるかわかんないだろ」

　せめて回転してる奴にしてくれよ。

「わかりました。潤矢は私が護まもります！」

　そう言ったヒルデは蒼あおい鎧よろいを装着したのだった。

　その姿で六本木に行くわけじゃないよな？　違ちがうよな？




　　　　◆　◇　◇　◆




　アイグラの運営会社ＭＯＧＲＯモグローは、六本木にある巨きよ大だいビルの最上階にフロアぶち抜ぬきで本社を構えている。

　ビル自体には誰だれでも入ることができるが、高速エレベータを降りたところで当然の障害があった。

「いらっしゃいませ。株式会社ＭＯＧＲＯへようこそ」

　どう考えても見た目で選んだ受付のお姉さんが立ち上がり、深々とお辞じ儀ぎをする。

　白いミニスカスーツを、凹おう凸とつのはっきりしたボディが押し上げている。グラビアモデルも裸足はだしで逃にげ出すプロポーションだ。

　夜の十時を回っているというのに、まだ受付の人がいるのか。勤務形態はどうなってんだこの会社。

「ヴァン神族をお出しなさい！」

　ヒルデがいきなり受付のお姉さんに向かって指を差した。

「やめろっての！」

　これじゃオレがなんのためについてきたかわからんだろ。

　受付のお姉さんはぽかんと口をあけてこちらを見ている。

　ほら、いきなりコスプレ女が現れてびっくりしてるじゃないか。

　こりゃあ警備を呼ばれるかも。

　せっかく色々と情報を引き出す方法を考えていたのに無駄になりそうだ。

「ヴァ……ヴァルキリー!?」

　ちょっとお姉さん、その反応はおかしい！

　普ふ通つうの人ならヒルデの鎧姿を見て、いきなり『ヴァルキリー』なんて単語は出さないだろう。

　さすがはゲーム会社ということか。

　コスプレでうろついている人こういう人種は見慣れているのかもしれない。

　カオスだなあ……ゲーム業界。

「どういったご用件でしょうか」

　お姉さんは溢れる警けい戒かい心しんを必死でおさえ、大人の対応をしてくれている。

　強い心の持ち主である。彼女がこんな強さを手に入れたかったかどうかはしらないが。

「ここの代表がヴァン神族だということはわかっているのです。代表に会わせなさい！」

　頼たのむから暴走すんなって！　スクルドもグー姉も冷静に見てないで止めてくれよ！

「申し訳ございません。代表のスキールニルは席を外しており、本日は戻もどりません」

　お姉さんはヒルデの妄もう言げんを見事にスルーしつつ見事な対応を…………なんだか今、妙みような名前が聞こえたような気がするぞ？

　ホームページを見たとき、ＭＯＧＲＯの代表者は日本人の名前だったが。

　すごく、嫌いやな予感がします。

「代表の代わりに私達がお相手させて頂きます」

　お姉さんの目がキラリと光った。

　比ひ喩ゆではなく物理的に。あー……こりゃ人間じゃありませんわ。

　そして彼女が胸の谷間からとりだした赤く光る横ラインの入ったサングラスをかけた直後、お姉さんの筋肉が爆ばく発はつ的にふくれあがり、身に着けていたスーツがビリビリに破けた。

　そこに現れたのは、アイグラのライブでよく見る警備スタッフだ。

　あいつらってイベント時限定の雇やとわれじゃなくて、ここの社員だったのか！

　上半身は裸はだか、下半身は破れたミニスカートでかろうじて隠かくれている程度。

　どこからどう見ても変態です。本当にありがとうございました。もう帰りたい！

　それに、向こうからあっさり正体をバラしてくるなんて、オレが考えてた交こう渉しよう術はどうあがいても無意味だったってことじゃん！

「アース神族め、いつか来ると思っていたぞ」

　扉とびらの向こうから、警備スタッフがさらに二人現れた。こちらはいつもの黒服姿だ。

「あらあら～これは確認するまでもなく間違いなさそうね～」

　グー姉が指をパチンと鳴らすと、彼女の足あし下もとから魔法陣がせり上がってきた。それと同時にグー姉の体を翡ひ翠すい色の鎧が覆おおっていく。

　ヒルデの鎧が戦士を思わせるデザインであるのに比べ、グー姉のそれはショルダーガード付きの法衣に近い。

　手には銀色に輝かがやく槍やりを持っている。

「スクルドも～」

　続いてスクルドもその身を鎧に包んだ。

　こちらは動きやすさ重視なのか、露ろ出しゆつ度の高いビキニのような鎧だ。

　その肩かたをリスがちょろちょろと走り回っている。

「ほう……なかなか位の高い法具を身に着けているな。ならば！」

　黒服の片方が懐ふところから取り出した拳こぶし大の水すい晶しよう玉だまを地面に叩たたきつけた。

　──バリンッ！

　すんだ音を立てて水晶玉が砕くだけた瞬しゆん間かん、蒼い光が部屋を覆いつくした。それと同時に、床ゆかや地面に霜しもがつき始める。
















「凍とう結けつ魔ま法ほう!?」

　ゲームやアニメではよくあるが、見るのは初めてだ。

「ちがうわ～。これは空間凍結系の術ね」

　グー姉が槍の柄えで床をトンと叩いた。

「ご明察。ビルを壊こわされては商売に差し障さわるのでね」

「空間ごと凍結させることで、どんな衝しよう撃げきを与あたえても壊れないようにする魔法なの～。分子振しん動どうも止まってしまうから、素材の周囲が極低温化しちゃうのが難点なのよね～」

　炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手が出てきそうな術だが、それとは少し違うらしい。

「寒いのきらーい！　さっさとやっつけちゃうよ！」

　スクルドが胸の前で、手のひらに拳を打ち当てた。

「お前ら！　賃金分は働くぞ！　それが我々サイクロプスの矜きよう恃じ！　低賃金で我々をこきつかったギリシャ神話の連中に一ひと泡あわふかすため、ここで一儲もうけするのだ！」

「「おうっ！」」

　半はん裸ら男のかけ声に、黒服の二人が同調する。

　こいつらサイクロプスだったのか。

　サイクロプスと言えば一つ目の巨きよ人じんだ。それを隠すためのサングラスというわけだな。

「くらえ！　目からビーム！」

　黒服の片方がサングラスに手を添そえると、そこから真っ赤なビームが発射された。

　どこかで見たことある攻こう撃げき！

　しかしビームはオレ達に届くこと無く、空中で散った。

「だめよ～。そういう危ないことしちゃあ～」

　グー姉の持つ槍の先せん端たんが翡翠色に輝いている。あれで防いでくれたのか。

「そんなコにはお仕置きですよ～。今日の衣い装しようはこれかな～」

　黒服との間合いを一気に詰つめたグー姉の全身が一瞬輝かがやいたかと思うと、その服が白と水色を基調としたセーラー服に、槍は刃は先さきがやたらとごついデザインに変へん貌ぼうしていた。

　グー姉ほどのスタイルでセーラー服を着ると、いけないお店の人にしか見えない。

　そしてなぜかグー姉はちらちらこちらを見てくる。

　……はっ！　そういうことか。

「ここから先は、オレのケンカだ！」

　実際は手の出しようがないけどな！

「いいえ潤矢君、私達のケンカです～！」

　この掛かけ合いがしたかったのだろう。グー姉は実に嬉うれしそうにサムズアップをしている。

　服に金がかかるって言ってたけど、もしかしてコスプレのせいか！

　アイグラのことも知っていたようだし、もしかしてオタク文化にどっぷりだったりするんじゃ……。

　グー姉は黒服に高速で突とつ進しんすると、そのまま槍で貫つらぬいた。

「ラタトスク、やっちゃって！　十万ボ○トよ！」

　スクルドが肩のリスに軽くキスをすると、リスから強きよう烈れつな電撃が放たれ黒服を襲った。

「ふふふ、うちのラタトスクはやれるコなんだから！　ラタトスク、次はアレよ！」

　リスが小さな耳をぴくぴくと動かした。その耳から光の波は紋もんのようなものが別の黒服へと向かっていく。

　波紋を浴びた黒服は、頭を押さえてうずくまった。

「くそう！　あいつの方がオレよりも年収が十万も高いだと!?　どうなってやがる！　しかもそれをカズミちゃんに自じ慢まん!?　うおおおお!?　社内のアイドルカズミちゃんがああああ！　あのつぶらな一つ目をつつくのはオレの役目のはずなのにいいいい！」

　こちらの黒服は、口から泡を吹ふいて倒たおれてしまった。

「ふふふ、このコは宇宙樹ユグドラシルに住むリスのラタトスク。あることないことを相手に信じ込ませるのが得意技よ」

　なにその能力！　ある意味グー姉よりこええ！

　二人のヴァルキリーは黒服のサイクロプスをあっさり倒してしまった。

　一方、半裸のサイクロプスを相手にしているヒルデは苦戦を強しいられていた。

　相手はボクシングスタイルだ。

　凍こおり付いてすべる床で器用に脚あしを使い、ヒルデに拳を繰くり出していく。

　ヒルデはその拳を華か麗れいにかわしてはいるものの、ヒルデの拳もまた相手に届かない。

「ヒルデ！　剣けんを使え！」

　初めて会ったあの夜、彼女はどこからともなく剣を取り出していた。

「剣は……だめなんです」

　そう言うヒルデの鎧よろいは、両の籠こ手て、左のレッグガード、右のショルダーガードがなくなっている。

　この戦いで壊れたというわけでもなさそうだ。

　ヒルデはじりじりと追い詰められていく。

「どうしたのヒルデちゃん！」

　グー姉が珍めずらしく緊きん張ちようした声を上げながら、サポートに入る。

「くっ……役立たずどもめ。奴やつらの給料を私に回してもらわねば割に合わんぞ」

　半裸のサイクロプスはヴァルキリー達から一いつ旦たん距きよ離りを取った。

「ふんぬっ！」

　そしてさらに体がふくれあがり、その筋肉からまき散らされた熱で周囲の氷が溶とけだしていく。

　これはパワーだけアップしてスピードが落ちるパターンかと思いきや──

「ス○ッシュキック！」

　サイクロプスの放った跳とび蹴げりは、少し下がって見ていたオレの目にも結果しか映らないほどのスピードだった。

　──ゴスッ！

　グー姉はそれを槍でなんとか受け止めるも、衝撃を殺しきれずにそのまま壁かべまで吹き飛ばされる。

「こほっ。サイクロプスにしてはレアな強さね～」

「さすが本社ってとこかしら」

　スクルドもまた先ほどまでの余よ裕ゆうはなく、相手の隙すきをじっとうかがっている。

「ふんっ、この前のライブでそこのヴァルキリーが大ジャンプかましたときから用心のために雇われサイクロプス最強の私が配置されていたのだ！」

　サイクロプスがヒルデを指差した。

「わ、私のせいで!?」

　ヒルデは驚おどろきつつも、申し訳なさそうな顔をオレ達に向けた。

　あんだけ人間ばなれしたジャンプをしたら、そりゃ目立つわな。

「む～ヒルデ姉様はなんだか不調みたいだから、スクルドがちょっと本気だしちゃうんだから！　出ておいで、グレイプニル！」

　スクルドが取り出したのは、紫むらさき色いろに鈍にぶく輝く三メートルほどの紐ひもだった。

「ていっ！」

　スクルドが振ふり回した紐は、意思を持つかのようにサイクロプスの体を縛しばり上げた。

「この程度の紐！　ＳＭクラブで女王様泣かせとまで言われた私の筋肉を以もつてすれば、簡単に引きちぎれ……ないだとっ!?」

　さらりと自分の変態っぷりをさらけだしたサイクロプスは、筋肉を何度もぴくぴくさせているが、絡からみついた紐は全くほどける気配がない。

「フェンリルを縛るための紐よ。あなたなんかにほどけるはずないじゃない！　さあヒルデ姉様、剣がなくても姉様の拳ならあんな筋肉だるま一発だよ！　いつもみたいに、ビルド○ックルをキメちゃって！」

「ビル……なんです？」

　スクルドのネタについてこれないヒルデは戸と惑まどうばかりだ。

「とにかくなぐっちゃってってこと！」

「了りよう解かいです！」

　ヒルデは空手に似た構えで力をためると、蒼あおく輝き出した拳を、正せい拳けん突づきの要領でサイクロプスのみぞおちに突き出した。

「ぐぼぉっ！」

　サイクロプスの体はくの字に折れ曲がり、地じ響ひびきを上げながら床に倒れた。

「ぐ……ここで倒れてはあの方達にクビにされ……ぐふっ……」

　達……？　会社なのだから幹部は複数人いてもおかしくないか。

「ひゅ～、さっすがヒルデ姉様！」

　スクルドがぴょんとヒルデの首に抱だきついた。

「でもいつものヒルデ姉様だったら、あんな連中剣で一撃なのに……風邪かぜでもひいてるの？」

「そういうわけではないのですが……」

　どうも歯切れが悪いなあ。何か特別な事情があるのだろうか。

「ヒルデちゃん不調の原因は後で聞くとして～、ここまで来たら引き下がれないし、先に進みましょう～」

　グー姉は電子ロックを槍で破は壊かいすると、奥へと続く扉とびらを開けた。

　本来ならば即そく通報なのだが、サイクロプスなんてファンタジー生物が襲おそってきた以上、もう止める気にもならない。

　気付けば壁や床の霜しもがゆっくりと解け出していた。空間凍結の術が解けたようだ。

　打ち合わせ用だと思われる小部屋が続いている廊ろう下かを抜ぬけ、『開発室』と書かれたプレートのかかったドアの奥へと進む。

「みんな、準備はいい？」

　スクルドがドアのノブに手をかけた。

　全員が頷うなずいたのを確認したスクルドは、扉を開け放つ。

「大人しくし──あれ？」

　勢い良く飛び込んだスクルドが入り口で立ち止まった。

「どうしたんだ？」

　後ろから覗のぞいてみると、そこはだだっ広く何もないフロアだった。

「どういうこと～？」

　グー姉も首を傾かしげている。

『残念だったな、アース神族のヴァルキリー諸君』

　フロアの中心に黒い人ひと影かげが現れた。向こう側が透すけて見える。魔法の類いだろう。

「誰だれです！」

『我われはスキールニル』

　ヒルデの問いかけに、影からは余裕たっぷりの声が聞こえてきた。

「ヴァン神族の一人よ～」

　あちらに詳くわしくないオレにグー姉が小声で解説してくれる。

『残念だったなヴァルキリーどもよ。表に情報の出る我々パブリッシャーが、貴様らを警けい戒かいしていないとでも思ったか。貴様らがいつかかちこんでくるとは予想しておった。ダミーの住所くらい用意しておくわ。最強のサイクロプスでかすり傷すら負わせられないとは思わなかったがな。どうやらオーディンはそれなりの人材を送り込んできたらしい』

　闇やみ堕おちした罰ばつでこっちに追いやられたなんて言えないなぁ。

『だがそれももう無む駄だなこと。次のイベントで、神々の黄昏ラグナロクを起こすだけのエネルギーをアースガルドへ送ることができる。バカな人間どもユーザーのおかげでな！　指をくわえて見ているがいい！　ふははははは！』

「なん……だと……っ！」

　今コイツ、何を言いやがった。

『アースガルドでのことなのに怒おこったのかね？　思ったよりも正義感が強いらしい』

「ヒルデ達の世界のこともそうだが……何より許せないのは、運営がユーザーをバカにすることだ！　あんた達は、楽しい体験を売るのが仕事だろ！　それに対してオレ達は時間と金を使う！　それなのに、運営がオレ達をバカにしたら……神に否定されるようなもんだろ！　そんな運営、絶対に許さない！」

『くくくっ……一ユーザー風ふ情ぜいにできることがあるならやってみるがいい』

　黒い人影はかき消え、それきりスキールニルの声が聞こえてくることはなかった。
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　既すでに日付は替かわっているが、部屋に戻もどって本日二度目の作戦会議が始まった。

　ユーザーをバカにするような運営に、絶対負けるわけにはいかない！

「次のイベントは四日後開始で四日間か……グー姉の魔ま力りよく探知は間に合うか？」

　今回のようにかちこみをかけられるならそれが早い。

　ゲームの場合、発売する企き業ぎようと実際に作っている企業が別というのはよくある話だ。前者をパブリッシャー、後者をディベロッパーなどと呼んだりする。

　ディベロッパーのさらに下した請うけがあったりして色々ややこしかったりすることも多い。

　アイグラはＭＯＧＲＯが開発から運営まで全て行っているらしく、そこだけ潰つぶしてしまえばなんとかなる。

　これが『開発と運営は別会社』なんてことになっていたらどこを潰していいかわからなくなるところだ。

　ううむ……なんだかオレも力押しな彼女達に毒されてる気がする。

「さっき魔力探知を少し試してみたけど、ちゃんとプロテクトがかかってて無理かも～。プロテクトの階層を掘ほり下げてみないとわからないけど、相手に魔術の上級者がいたら、イベント終しゆう了りようまでに見つかるかどうか～」

「じゃあサーバーをダウンさせるとか？」

「スクルドの案も、数年前なら使えたかもしれないがな」

　ソシャゲが出始めの頃ころはユーザー過多でサーバーが落ち、お詫わびに課金アイテムを配るなんてことは日常茶さ飯はん事じだったが、最近はすっかり安定している。

「ネットの情報操作で炎えん上じようを狙ねらうってのも、確実性は低いか……」

「スクルドも試したことあるけど、なかなか上手うまくいかないよ」

　スクルドがいったいどういう目的で炎上を試したのかはあえて聞かないが、方法としては悪手だろう。

「一つだけ方法があるかも～」

　スマホの周囲に魔法陣じんを展開させていたグー姉が難しい顔で言った。

　その表情だけで、簡単な方法ではなさそうだとわかる。

「なんだ？　どんな方法でもいいから教えてくれ」

　正直、このまま考えていても良いアイディアが出るとは思えない。そもそも個人が企業に対たい抗こうするということに無理があるのだ。藁わらにもすがりたい思いだ。

「このゲームって人間の欲望をエネルギーに変へん換かんしてアースガルドに送っているみたいなの～。魔術回路をざっとハッキングしてみたんだけど、今度のイベントで聖属性の私達ヴァルキリーが一位を取れれば、エネルギーをせき止めることができそうなの～」

「聖属性……？」

　オレは欲望にまみれたヒルデとスクルドをちらりと見た。

「なんですか？」「なによ」

　ぎろりと睨にらんでくるヒルデとスクルド。

　とにかく、グー姉がそう言うのならそうなのだろう。

「潤矢、イベントとはなんですか？」

　意外にもその質問をなげかけてきたのはヒルデだった。

「アイグラにかなりはまってたみたいだが、把は握あくしてないのか？」

「キャラクター達を育てるのに夢中になっていて、そういうのはあまり……」

　ヒルデらしい回答だな。キャラにかなりの思い入れがあったようだし。

　ここはオレが簡単に解説してやろう。

「アイグラみたいなカードゲームの場合、普ふ段だんはただ画面をタッチするだけだろ？」

「失礼です！　蘭ちゃんたちを愛めでるゲームですよ！」

「そのパッションはとりあえず横に置いといてくれ」

　話が進まなくなるだろ。

「む……大事なことなのですが……」

　キャラでもってるゲームなので、ある意味ヒルデの感想は的を射ているんだがな。

「運営はユーザーを飽あきさせないよう、イベントを開かい催さいするんだ。次のイベントはチーム戦だな。プレイヤーどうしが戦って、勝つと各プレイヤーの所属するチームギルドにポイントがもらえる。そして、総合得点が高いチームから順に、そのイベントでしか手に入らないＳＲがもらえたりするんだ」

「私達、勝てるでしょうか？」

「オレが引退したころだと、本当に全力で『走る』奴やつが一人、さらにサポートが二人いれば一位は狙えた」

　ちなみに『走る』というのは、上位入賞を狙うアイグラ用語だ。

　アイグラ仲間から情報を集めたところ、ギルドの稼かせぐポイントはそこのリーダーが五割以上を稼ぐ場合が殆ほとんどだ。ソシャゲの運営は、全ユーザーの数パーセントの廃はい人じんで成り立っているらしい。

　もちろんコンテンツによってその傾けい向こうは異なる。一いつ般ぱん向けになるほど、広く浅く集金する傾向がある。

「三人はどれくらいアイグラをやっているんだ？」

「スクルドはけっこうやってるよ。サブリーダーをやらせてもらってるギルドは前のＧｖＧで十三位だったかな」

　それは全力で走れば、戦力としてかなり期待できそうだ。

「私は店にくるお客さんに勧すすめられて少しやってみたことがあるくらい～。チュートリアルをクリアして、一時間も遊んでないかも～。ごめんなさい～」

　グー姉のようなユーザーはダウンロード数のうち、かなりの割合を占しめる。

　ものすごい大きな数字の躍おどっているダウンロード数も、そのうちの多くがリセマラと複アカだったりするらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ。このタイプのゲームはプレイ時間も重要ではあるけど、いかにそのイベントで金をかけたかがポイントだ。時間を金で買う感じだな」

　一部では札束でひっぱたき合うゲームだなんて言われている。もっとも、無理に上位を狙わず、自分のペースで遊ぶ分にはもちろんそんなことにはならない。

　ライトユーザーを離はなさない工夫も運営はしている。将来のお得意様になるかもしれないからだ。

「私は……こんな感じです」

　ヒルデが差し出してきたスマホには、次回イベントの特効キャラがずらりと並んでいた。

　これならいけるかも！

　…………いやマテ。

「なんでそんなに良いカードが揃そろってんだよ！」

　ちょっとやそっとの課金額じゃないぞこれ。

「………………労働は貴とうといものですね」

　ヒルデはさらさらのブロンドを指に巻き付けながら目を逸そらせた。

「もしかして、オレに借金しておきながらバイト代をつぎ込んだんじゃ……」

「そそそそそんあことはありませんにょです」

　どもった上に嚙かんでるし！

　そして先ほどからチラチラと押し入れの方を見ているのが気になるなぁ。

「ん～、ここに何があるのかなっと？」

「ちょっと潤矢！　勝手に他人の押し入れを開けないで下さいよ！」

　貸してるだけだっての。

　押し入れを開けた途と端たん、ばさばさと見覚えのあるカードが落ちてきた。

「ｆチューンカード？」

「うぐっ……よ、妖よう怪かいのしわざですよ」

　とりあえずそれ言っときゃ良いと思ってるだろ！

「こないだバイト先に見に行ったとき、後ろ手に隠かくしてたのはこれか」

「ごめんなさい借金も返さずに……ミヤビちゃんの和服がどうしても欲しかったんです」

「言い訳になってねえし！　欲望に忠実なだけじゃねえか！」

「また闇堕ちをしては潤矢に迷めい惑わくがかかると思って……ミヤビちゃんのはだけた和服がかわいかったのです」

　全く本音を隠す気ないなこいつ！

「それにしてもこのｆチューンカード、軽く見積もっても百万円分はある。数日のバイト代で稼げる額じゃないぞ。どうしたんだ？」

「そ、それは……」

　ここにきてヒルデは口ごもった。今いま更さら何を隠すっていうのか……。

　ヒルデが自分で金を作ったことなんて、バイト以外だと籠こ手てを売ったときくらいしかないはずだ。

　……籠手を売る？　ヒルデは他にも売れるものを持ってたよな。

「もしかして、剣けんを売ったのか？」

　それならばＭＯＧＲＯ本社で剣を出さなかったことも説明がつく。

「ほんとなのヒルデちゃん～？　オーディン様に頂いた名工ヴェルンド製の剣でしょう～？　ヴァルキリーが武器を売るなんて、魂たましいを売るのと同じよ～？」

　グー姉の驚おどろきようからすると、よほどのことなのだろう。

　ヒルデは気まずそうに視線をさまよわせている。

「ヒルデ姉様……これはさすがのスクルドもフォローできないよ……」

　スクルドにまでそう言われ、ヒルデはますます小さくなっていく。

「でも、サークレットだけは売らなかったんですよ」

「他は全部売っちゃったの!?　さっきの戦いで鎧よろいが妙みように軽そうだと思ったけどもしかして……」

「発はつ泡ぽうスチロールの表面を魔ま法ほうで硬こう質しつ化させました。ヴァルキリーとして体てい裁さいは整えておかなければと思いまして」

　鎧のパーツ足りてなかったけどな！

「ヒルデ姉様の剣なしじゃあ、サイクロプスはともかくヴァン神族相手には火力不足じゃない。今回はゲームに勝たないとダメみたいだから、剣があっても意味なかったけど」

「金はアイグラにつぎ込んでたみたいだし、結果オーライだったってわけか」

「ですよね！　使命のためでした！」

「ドヤ顔をするんじゃない！　ただの結果論だろ！」

「ぐ……申し訳ありません」

　またしてもしょんぼり俯うつむくヒルデ。ソシャゲに悪いハマリ方をした奴の末路だなあ。

　あらためてヒルデのアカウントを見ると、レベルアップ時のパラメーターを殆ど振ふっていなかった。

　キャラ集めだけに終始していたおかげで、そのあたりには興味がなかったようだ。

　アイグラはレベルアップ時にポイントが付ふ与よされる。プレイヤーはこのポイントをアカウントに対し、「攻こう撃げき・防ぼう御ぎよ・スタミナ」の三種類に振り分けることができる。

　攻撃に振り分けておけば相手を倒たおすタイプのイベントに有利になる。

　スタミナはこれを消費してゲームを遊ぶわけだが、最大値を増やしておけば一回の有料回復アイテムあたりに遊べる回数が増える。

　防御はイベントで相手に攻撃されたときに効いてくるのだが、オレが引退した時の仕様だと、やられた分以上に攻撃するスタイルの方が圧あつ倒とう的てきに有利だった。

　攻撃特化、攻撃とスタミナのバランス型、スタミナ特化の三タイプが殆どで、どのバランスが良いかはイベントの種類によるのだ。

　つまり、ポイントをほとんど振り分けていないヒルデは、次のイベント向けにアカウントを特化させることが可能というわけだ。

　これはかなり大きなアドバンテージである。

　アイグラ廃人の中にはイベントごとに複数のアカウントを使い分けている奴も多いが、ヒルデほどの廃課金はなかなかいない。

　エースはヒルデで良いとして、問題は残りの二人だ。

「一応確認しておくが、ヴァルキリー以外をギルドに入れるのはだめなんだよな？」

「そうね～。聖属性だけで勝たないと意味ないわ～」

　だとすると、イベントの時だけ一時的に協力してもらう『傭よう兵へい』をアテにはできない。

「三人で走りきるしかないな」

「潤矢、私がこんなことをお願いできる立場でないことは重々承知の上ではあるのですが、潤矢にもお手伝い頂けないでしょうか？」

「オレは聖属性じゃないぞ？」

　申し訳なさそうに言うヒルデに、オレは首を横に振った。

「私達三人とこれだけ一いつ緒しよにいる潤矢君だったら、聖属性を微かすかに帯び始めてると思うの～。一人くらいなら私達に交ざっても、属性値が少し下がる程度でいけると思うわ～。それに、アースガルドで神々の黄昏ラグナロクが起きたら、こちらの世界にも余波で天変地異の一つや二つはあるわ～」

　いつものおっとり口調ながら、その目は真しん剣けんそのものだ。噓うそではないのだろう。グー姉の言う通りだとしたら、スキールニルに一ひと泡あわ吹ふかせたいってことの他にも、協力する理由が増えた。しかし……。

「もう課金はしないと決めたんだ」

　ここでその信念を曲げれば、またずるずるとアイグラの世界にハマりこんでしまう。

「ん～無理に課金してとは言わないわ～。ロクなことにならないのはヒルデちゃんを見ればわかるもの～」

　さすがのグー姉も今回の件については少々手厳しい。

「うぅ……申し訳ありません……」

　すっかり土下座が板についた感のあるヒルデである。

「課金しなくてもいいから手伝ってくれないかしら～」

　ブラウザータイプのゲームはデータを全て運営のサーバーに預けている。いつでも復帰は可能だ。

　しかし、ここで復帰してしまって課金せずにいられるだろうか。

「大丈夫です！　潤矢が課金しないよう、私がしっかり見張りますから！」

　顔を上げたヒルデが、ぐっと拳こぶしを握にぎってみせる。

「どの口が言うんだよ！」

「すいません……」

　そしてまた土下座の姿勢に戻もどるのだった。ヒルデの土下座を見ていると、なんだかもうこっちが悪いことをしている気分になる。

　土下座ってのは相手に誠意を見せるというよりも、相手に罪悪感を与あたえるという効果が高いんだな。こんなこと知りたくなかった。

「もともとやるつもりだったさ。ただし、絶対に課金はしないからな」

「ありがとうございます！」

「ありがとう～」

「いいとこあるじゃない」

　美少女三人に頼たよりにされるってのは悪くないな。

　成り行きとは言え久々のアイグラだ。なんだかんだ言ってみなぎってくるものがある。

「課金はしないが、アイグラをやるからには負ける気もない。みんなを絶対勝たせてやる。お前達一人一人は小さな火だが、三人揃えば炎ほのお……ええと、いっこ多い。とにかく、黙だまってオレについてこい！」

「はいコーチ！　……ってあれぇ!?　お姉ちゃんたち、ここはノルところでしょ！　スクルドだけバカみたいじゃない！」

　テンションがあがってらしくないことを言ってしまったオレにつきあってくれたのはスクルドだけだった。

　グー姉が微び妙みような微笑ほほえみで見てくるのはしかたないとして、ヒルデに白い目で見られるのはなんだか納得いかねえ！

　とまあ心の中で愚ぐ痴ちを叫さけんだわけだが、言ったことは噓じゃない。

　課金はしなくても、このメンバーが全力を出せるなら勝つ見込みは十分にあるはずだ。

　オレのアイグラに関する知識と知ち恵えと体をみんなに貸すぞ！
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　明日あしたからの戦いに備え、ヒルデとスクルドには先に寝ねてもらった。ちなみにグー姉は今日もワンオペである。

　イベントが始まるのは四日後だが、勝負は事前の準備にかかっているのだ。

　引退から約三ヶ月。まずは現状の調査からだ。

　誰だれが言い始めたか『アイグラは経済』という格言がある。

　不要になったアイドル達はトレードスペースに出品される。

　出品と言っても実際のお金で取引されるわけではなく、ゲーム中に様々な行動をとるために必要なスタミナを回復するアイテム『スタミナドリンコ（通つう称しようスタドリ）』や、主にイベントで使用する『エナジードリンコ（通称エナドリ）』との『交こう換かん』となる。

　エナドリはゲーム内のショップで購こう入にゆうすることができる。つまり、お金でアイドル達をトレードしているのと変わらないのだ。そういう言い方をすると卑ひ猥わいな妄もう想そうがはかどるな。

　エナドリ一本が約百円なので、エナドリ百本で取引されるアイドルは一万円の価値を持つことになる。

　アイドルの価格は需じゆ要ようと供給で大きく変動する。

　もちろんレア度が高いほど高額で取引されるのだが、その中でも人気が高くて出品数が少ないアイドルほど価格が高こう騰とうする。

　その価値も一定というわけではない。

　イベント報ほう酬しゆうなどは一時期に大量出品されたときは価格が下がり、その後入手難度が上がると価格が高騰する。しかしその現象も毎回というわけではなく、イベント直後に価格が下落する場合もある。

　そのトレンドを読み切れば、取引で儲もうけを出すことができる。

　少ない課金でより大きな効果を出すことができるのだ。

　逆に、トレードが上手うまくならなければ、金がいくらあっても足りないという事態になる。

　オレはスマホで現状の分ぶん析せきをしつつ、ネットでここ三ヶ月のイベント結果を調べた。

　ネットで拾いきれない情報は多い。イベントの概がい要ようや数値は手に入っても、ランキング上位をとるのに必要なポイントなど生の情報はなかなか見つからない。

　ツ○ッターやブログなどの断片的な情報を繫つなぎ合わせて、最近の上位ランカーの動向を見ていく。

　ここで最も重要なのが、エナドリを何本用意しておく必要があるのかということだ。

　それにより、必要な資金が決まるのだ。

　ここを読み間ま違ちがえると、終しゆう盤ばん資金不足となり、上位集団から置いていかれることになる。

　もちろん必要なエナドリの本数は、アイドルメンバーの質にもよるが。

　そうしてオレは夜通し市場調査を行った。

　深夜アニメを全く見ない夜が月に二回もあるなんていつ以来だろう。

　なんでだろうな。引退する前よりも燃えている気がするぜ。







[image: 重課金乙女　ヒルデの場合]




　常勝無敗のブリュンヒルデとまで言われたこの私が、まさかこうも毎日のように謝罪の言葉を述べるようになるとは思いませんでした。

　私はヴァルキリー。使命を果たすことが生きる意味。

　ヴァン神族との戦いは厳しいものになりそうですが、全力で立ち向かう所存です。




　とまあ、それはさておき。

　時には抗あらがえない事象も存在するわけで……

　この後の私の行こう為いは仕方のないことなのです。







　なぜなら──
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「みんなおはよう！　作戦会議だ！」

　朝の五時。ワンオペからグー姉が帰宅したタイミングで、他の二人を叩たたき起こした。

「むぎゅ～。なんで目の下にクマ作りながらそんなにハイテンションなのよ」

　スクルドが眠ねむそうな目をこすりながら押し入れの下段から這はい出てきた。

「昨晩も蘭ちゃんのＳＲが出ませんでした……はっ！　なんでもありません！　キョウモイイアサデスネ！」

「おいっ！　またガチャを引きやがったな！」

　全く反省してないじゃないか。

「ＭＯＧコインの余りがあったのでつい。闇やみ堕おちするよりはいいかと……」

　こいつ、闇堕ちと言えば何でも許されると思ってないか？

　それはともかく。アイグラに課金するためには、ｆチューンカードなどで運営会社の通貨『ＭＯＧコイン』を購入する必要がある。そこから各ゲームのアイテムを購入するのだ。

　各ゲーム内通貨を売ればいいじゃないかと思うが、このあたりは収益の管理や、法律が関わっていたりする。今それを彼女達に説明してもしかたないので割かつ愛あいする。

　とりあえずこの戦いが終わったら、ヒルデからスマホを取り上げよう。

「今日からイベントが終わるまで、三人には効率を突つき詰めて動いてもらう」

「昨日はノってみたけど、なんでそんなに偉えらそうなの？　女の子に頼られて興奮しちゃったの？　童どう貞ていなの？」

「女の子がそんなこと言うんじゃない！」

「「童貞が許されるのは小学生までだよねー！　キャハハハ！」」

　スクルドは分身すると指を差して大笑いを始めた。さすが半神、分身ができるのか！

「それだ！」

「え……ちょっとそんな開き直らないでよ。なんか悪かったって。ネタのつもりだったんだけど……ごめんだよぅ……その……スクルドだって……しょ……だから……」

「どどどうていちゃうわ！　そうじゃなくて！　それなら資金繰ぐりのメドが立つと思ってな。昨晩計算したら、どうしても資金がたりないんだ。分身ができるならなんとかなるかもしれない。準備期間の三日間、三人で二十万円！」

「二十万!?　金額の大きさもびっくりだけど、なんで二十万円だなんてわかるの？」

「最近のイベントにおける上位陣じんの獲かく得とくポイントと、今の経済状じよう況きようから導いた答えだ」

　全員の貯金額は昨日こっそり聞いておいた。スクルドだけは多少の蓄たくわえがあったが、他の二人はゼロ。予想通りではあった。

「潤矢君がそう言うなら～。ところで、戦う相手は街で声をかければいいの～？」

「どんだけコミュ障に厳しい仕様だよ！　マッチングは自動でやってくれる。獲得ポイントが近い同士で当たるようになってるから、イベント初期は強い人と弱い人がごちゃまぜだが、後半になるほど実力の近い相手と当たるようになる」

「知らない人と対戦するのって少し不安ね～」

　グー姉の気持ちもわかる。オレもそうだったからな。

「対戦と言っても、リアルタイムでカードバトルをするわけじゃないから安心してくれ。サーバーにある相手のデータと対戦するだけだ」

　スクルド以外の二人は、サーバーという単語に首を傾かしげていたが、すぐにスマホで検けん索さくし、理解したようだった。そこらの日本人よりよっぽど現代技術への適応力が高いぞ。

「ちなみに、サーバーにあるデータが負けるとポイントを失うことになるんだが、どんなに防ぼう御ぎよ力りよくの高いアイドルを配置したところで、相手はそれ以上の攻こう撃げき力で『殴なぐって』くることが殆ほとんどだ。奪うばわれるポイントよりもさらに多くのポイントを稼かせぐ方が有利になるというのがこのゲームというわけだ。ここまではいいか？」

　オレの問いかけに三人とも頷うなずいてくれる。

「それであとはデータとのにらめっこだ。だいたい一位を取るのに必要なポイントがわかれば、何回対戦に勝つ必要があるかはわかってくる。対戦をするには『攻せめコスト』を消費するわけだが、それを回復してくれるのがエナドリだ。要するに、対戦する回数に応じてエナドリを買う金が必要になるというわけだな」

　その計算には、手持ちのアイドルを売買した利益も計算に入れてある。本来ならガチャを引いて、そこから出たレアカードをトレードに出すところだが、今からでは博打ばくちすぎる。少ない資金で引いたガチャでは、通常通りエナドリを買うより高くつくこともあるのだ。

　特に今はイベントに向けて皆みな節約しているらしく、相場は全体的に下落傾けい向こうなのだ。

「潤矢の実力、信用してもいいのよね？」

　スクルドが少しだけ期待の籠こもった目でオレを見る。そんな風にスクルドから見られたのは初めてで、こんなロリッ娘こに少しどきっとしてしまう。

「もちろんだ。アイグラのことならオレに任せとけ。なんせ、イベントでトップを取ったことは一回や二回じゃないからな」

　自分の金でとったものではないので、正直自じ慢まんにはならないのだが、彼女達を安心させる要素にはなるだろう。

「さすが私のマスターです。見直しました」

　ヒルデが神しん妙みような顔で頷いている。

「見み損そこなってたのかよ！　むしろ今はオレがヒルデを見損なってるターンだからな！」

「くっ……ごめんなさい……闇堕ちするので許して下さい……」

　こいつは何度墓ぼ穴けつを掘ほれば気が済むのか！　あと、その謝り方だとえっちぃお詫わびをするように聞こえるからやめろ！

「話を金に戻もどそうか。三日で二十万を稼ぐには、きついが割の良い日ひ払ばらい系バイトをしたとして……ゲーム業界風に言うなら二十四人日分の労働力が必要だな」

「人日ってなんですか？」

「一人が一日働いて進む仕事ってことさ。つまり、二十四人日を三日でこなすには、一日あたり八人必要ってことだ」

　この計算方法は仕事の速度に個人差があることを別べつ途と考こう慮りよしなければならないのだが、日ひ雇やといのバイトならばそこは単純計算で良いだろう。

「「なるほど。それで分身というわけね」」

　分身したスクルドが同時にぽんっ、と手を打った。

　ふと思いついたが、分身できる女の子と付き合えたらイロイロでき──いや、今はそんな妄もう想そうをしてる場合じゃないな。

「分身は何人までいけるんだ？」

「これってものすごく疲つかれるんだけど、スクルドとグー姉様は三日くらいならなんとか三人かな。ヒルデ姉様は分身はちょっと……」

「私も二人までいけるようになりましたよ。テクニック系の魔ま法ほうはあまり得意ではないのですが、練習しておきました。本体の三割以下の力しか出せませんが」

　もともと人間離ばなれした力を持っているのだから、三割も力が出せれば十分だろう。

「ヒルデちゃんは、頭の回転も速く、理解力も高いんだけど、応用力にちょっと難があるのよね～。魔力が高い分、攻撃力がすごいんだけど～」

　グー姉は少し残念そうにため息をついた。頭の回転が速いバカってことなんだろうか。

「ギリギリだがなんとかなりそうだな。バイト先については、オレの友人に日雇いバイトのツテを持ってる奴やつがいるから頼たのんでみよう」

　急にイベントの予定が入った時などのためにと、正が日雇いバイト先のコネを複数もっていると言っていた。

「生活のことはオレがなんとかするから、みんなはアイグラに集中してくれ！」

「了りよう解かいです。協力してくれる潤矢のためにも、がんばって働きます！」

　こういう反応を見ると、ヒルデは本当にマジメなんだなと感じる。課金のことになると何かが外れるみたいだが。

　まずヒルデとオレは風邪かぜということにして学校を休んだ。そして三人にはバイトに行ってもらい、オレは自分のも含ふくめて四人分のスマホをテーブルの上に並べる。

　ここからは時間との勝負だ。四人のアカウントを計画通りに育てていく。

　スタミナが無くなるまで各アカウントの親密度をあげるためにプレイし、スタミナの時間回復待ちの間は、手持ちのカードからデッキを考案する。

　また、ヒルデの残り成長ポイントを割り振ふったり、他の二人に比べてカードの少ないグー姉のアカウントにトレード機能を使ってオレのカードを渡わたす。

　もちろん、トレードでエナドリを増やすことも忘れない。

　グー姉のアカウントではいくらなんでも戦えないため、アカウント育成に重点をおく。自分のアカウントを『道場』にして、グー姉のアカウントを育てるのだ。詳しよう細さいは省くが、ＲＰＧ好きにはＦＦ２と言うだけで概がい要ようは伝わるだろう。

　こうしてひたすら昼はイベントの準備を整え、夕方からはコンビニのバイトに出るのだ。
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　オレ達四人のバイト生活は概おおむね滞とどこおり無く過ぎた。

　せいぜいヒルデが三回ほど警察を引き連れてきたのと、学校に来ないオレを心配してやってきた千奈を追い返すのに四苦八苦したくらいだ。

　そして準備期間最終日の深夜。

　いよいよ明日あしたの十五時からイベント開始だ。

　月初めのイベントは午前〇時スタートのことが多いが、月中のイベントは昼から夕方にかけて始まることが多い。

　なんでも月初は課金制限がいったんリセットされるため、若いユーザーが課金しやすくなるタイミングだからだそうだ。

　月中のタイミングであれば社員の確保しやすい昼にイベントが始まるというわけだ。

　昼に始まるイベントは、金銭的に余よ裕ゆうのあるサラリーマンに対して暇ひまな人種がアドバンテージをとれる数少ない機会だ。

　万全の態勢で勝負に臨のぞむため、オレ達は作戦会議を始めた。

「みんなひどい顔だな」

　三日間分身を長時間使用したせいか、ヴァルキリー三人の目の下にはクマができている。

「使命のためですから」

　キリッとした目つきをしようとするヒルデだったが、疲ひ労ろうで頭がぐらぐらと揺ゆれている。

　三人の中でもとりわけヒルデの疲労が大きいようだ。

「想定よりバイト代が少し多いな。みんながんばってくれたのか」

「それはヒルデ姉様のおかげだよ。姉様は夜な夜な押し入れで造花のバイトをしてたの」

「ちょっとスクルド！　それは内ない緒しよって……」

　気付けば課金ばかりしているヒルデだが、責任を感じていたのだろう。

「お姉様のがんばりを知ってもらわなくちゃ」

「よくがんばってくれたな、ヒルデ」

「そう言う潤矢こそ目が真っ赤です。私達より疲れているみたいですが大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ヒルデはどこか照れくさそうに目を逸そらした。

「オレのことはいいさ」

　まずはみんなが苦労して稼いでくれた金で買ってきたｆチューンカードを、ＭＯＧコインに変へん換かんする。

「こんなにＭＯＧコインが……ガ、ガチャを引いてはダメですか？」

　疲労と課金への欲望でヒルデの目が虚うつろになっている。

「もうやめて！　オレ達の貯金はゼロよ！」

　ここでガチャなんて引かれたらみんなのがんばりが水の泡あわだ。

「でもこれだけあれば、まだ会ったことのないアイドルに会えるかも……はぁはぁ……ガチャ引かせてくれなきゃ闇やみ堕おちしますよ？」

「正気に戻るんだヒルデ。発言が完全にダメな人だ！」

　このまま放置しておくと危ない。

　オレは急いでＭＯＧコインでエナドリを買い込む。

　よし、想定していた本数を用意することができた。

　本来なら多めに用意しておきたいところだが、なかなかそう上手うまくはいかないものだ。

　ひとまずこれで準備完かん了りようだ。

「それじゃあ今日は寝ねよう。明日は十四時に起き床しよう。その後四日間は殆ど眠ねむれないから、ゆっくり疲れをとっておいてくれ」

　起きたらひたすら相手を殴り、エナドリを飲むのを繰くり返すお仕事がまっているのだ。

「わかったわ」

　めずらしく真しん剣けんな顔で頷くスクルド。

「了解よ～」

　グー姉には今晩からバイトを休んでもらった。

　店長は大おお慌あわてだったらしいが、世界の命運がかかっているのだ。少し泣いてもらおう。

「闇堕ち……闇堕ち……闇堕ちしますよ……」

　ヒルデはぼんやりと虚こ空くうをみつめながらぶつぶつと呟つぶやいている。

「慣れない分身で魔力がきれかかってるみたい～。寝かせてあげましょう～」

　ヒルデのことはグー姉に頼んだ。

　押し入れに三人はいくらなんでも狭せまいため、スクルドとオレは布団で、他の二人が押し入れということになった。

　押し入れの前に陣じん取どったスクルドは、「ここから入ってきたら宇宙樹の鷲わしに目をえぐらせるからね！」と畳たたみの縁ふちを指差した。

「実じつ年ねん齢れいは知らんが、スクルドみたいなロリっ娘に手を出すような犯罪はしねえよ！」

「誰だれがちびっこなのよ!?」

　スクルドにこれは禁句なのを忘れてた！

「と、とりあえず寝よう。な？　明日から大変だからさ」

　美少女と暮らすってのも気き疲づかれするもんだな。

　やれやれって言いたくなるラノベ主人公連中の気持ちがわかるよ。
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　ぺろぺろぺろぺろ。

　耳の後ろに生暖かい湿しめり気を感じ、目を覚ました。

「うふふ……」

　鼓こ膜まくをくすぐるのは妖よう艶えんで甘い声。

　オレの肩かたに、胸に、脚あしに、硬かたいモノや柔やわらかいモノ、ついでに発はつ泡ぽうスチロールのようなものが──って、ヒルデ！

　闇堕ちしたヒルデがいつの間にかオレの布ふ団とんに潜もぐり込んでいた。

「あっさり闇堕ちしてんじゃねえよ！」

　こんなところを見られたら、またスクルドにチョップをされる。

　なんとかコイツを布団に戻そう。

「んもう……私と寝るのはイヤですか？」

　耳ぃ！　息が耳に！　おっぱいが胸に当たる！

「イヤかどうかと問われれば気持ちいいと答えるが、今はそんな場合じゃないから！」

「私は潤矢に感謝の気持ちを伝えたいんです。私は潤矢にひどいことばかりしている。なのに見捨てずにいてくれる。そんな潤矢に私……」

　ヒルデの温かい舌先がちろりとオレの首筋をなめた。

　オレの背筋が一いつ瞬しゆんビクンと跳はねたのを見たヒルデは小さく微笑ほほえむと、ゆっくりとオレの顔に唇くちびるを近づけてきた。

「心も体も一つになりましょう。それはとてもとても気持ちのよいことなの。……とオーディン様が隠かくし持っていた記録媒体オーブに記録されていました」

　なにしてんだオーディン！

「だから……ね……私にお礼をさせてください……はぁはぁ……一万と二千回くらいイかせてあげますから……」

　そんなにイかされたら違ちがう意味で天国に行ってしまうわ！

　いかん、同じ布団に入っているせいで、ヒルデの甘い匂においに頭がくらくらしてきた。

　ええいもうどうにでもなれという気分になってくる。

　おれが覚かく悟ごを決めて、ヒルデの頭にそっと手を回したその時──

　ごっすん、と側頭部に鈍にぶい衝しよう撃げきが走った。

「な・に・を・し・て・る・の？」

　ネグリジェ姿のスクルドが、オレの枕まくら元もとで仁王立ちになっていた。

「明日に備えてちゃんと眠るんじゃなかったのかな～？　ん～？」

「ス……スクルド……」

「なにかなー？」

　目が完全に修しゆ羅らのそれだ。

「色々見えるぞ」

　ただでさえスケスケのネグリジェだというのに、寝てる相手の前に立つなんてことをしたら、そりゃあネグリジェの中まで丸見えだ。

「んなっ!?　闇堕ち中のヒルデ姉様に手を出そうとしたあげく、スクルドまで……く～っ！　イベント開始まで寝てろ！」

「ちょっと待て！　いくらなんでも電撃つきのチョップはやめろ！　暴力ヒロインなんて最近ははやらなあばばばっばっばばば!?」

　ヒルデがスクルドの布団に引きずりこまれていくのを横目で見つつ、オレの意識は遠ざかっていった。

　最近こんなんばっかしだなぁ……。




　　　　◆　◇　◇　◆




　目を覚ましたのは翌日の十四時ちょうどだった。

　スクルドが電撃の威い力りよくを調節して、この時間にオレが目覚めるようにしたのだとか。

　細かい気き遣づかいアリガトウゴザイマス。

　電撃を浴びた際のおかしな姿勢で寝ていたため、体があちこち痛い。

「わ……私はまたやってしまいました……ぐぬぬぬぬ……」

　ヒルデが畳にひたすら指で「の」の字を書いている。すごい勢いで畳がボロボロになってるから！

「まあいいさ。今いま更さらだからな」

「そんな慰なぐさめ方をされる時点でダメな気がしますぅぅっ！　こうやって私は汚よごれキャラになっていくんですね……ぐすん……。でもでも、潤矢に感謝してるのは本当ですから！　闇堕ちした勢いで言ったわけじゃありませんから！」

「お、おう。改めて言われるとなんか恥はずかしいな」

「そ……そんな反応されたら、まるで私が告白したみたいじゃないですか！」

「誰も思わないから！」

「もう……っ恥ずかしいです。好きだとか嫌きらいだとかを最初に言い出したのって誰なんでしょうね」

　真っ赤な顔でそんなこと言われても、恥ずかしさが増すだけだ！

「ヒルデ姉様と朝からイチャつかないでよ！　このケダモノ！」

　スクルドにそこまで言われるようなことはしてな……ないとは言えないが、不ふ可か抗こう力りよくなので許してほしい。

「まあまあ～。これから大事な戦いが始まるのだから喧けん嘩かしないでね～。ほら、牛肉トースト作ったから～」

　チンッとトースターが鳴ると、部屋中に嗅かいだことのある出汁だしの匂いが立ち込めた。

　牛ぎゆう丼どん屋の前を通ったときにする匂いだ。

「グー姉まさか……」

「お店で廃はい棄きになるやつをもらってきちゃった～」

　それってほんとはやっちゃダメなんじゃ……。

　コンビニの廃棄弁当なども本当は従業員が食べてはいけないはずだが、店長裁量でもらえる場合もある。

　グー姉が店長に許可を取ったのかは怖こわくて聞けないが、牛丼屋に女の子を住みこみさせるような店長なのだから、なんでもありかもしれない。

　トーストに牛丼の具はいかがなものかと思ったが、予想よりも美味おいしく、これからの戦いくさに向けて英気を養うことができた。

　単に普ふ段だんロクなものを食べてないというだけかもしれないが、僅わずかな調味料で味を整えるグー姉の腕うで前まえを褒ほめるべきだろう。

　さて、飲み物と安心安全なインスタントヤキソバなどのレトルト食品の準備は万全。

　空のペットボトルは……さすがにいらないな。あっても美少女三人の前で使うわけにもいかないし。

　四角いテーブルを四人で囲む。スマホの時計は十四時五十八分を示している。

「みんな準備はいいか？」

「はい！」

「いいよ！」

「いいわ～」

　みな緊きん張ちようした面持ちで──いや、ヒルデだけはスマホの画面を見ながら口の端はしが若じやつ干かん緩ゆるんでるが──とにかく、画面に釘くぎ付づけになっている。

　そしてついに十五時ジャスト。

「アイドルライブグランドステージ、起動！」

　オレの合図で四人が一いつ斉せいにアプリを起動する。

「つながらないわ～」

　グー姉だけがいつまでもゲームにログインできないままタイムアウトしてしまった。

「イベント開始直後はサーバーに負荷がかかるせいでこういうことがよくあるんだ。何回か再起動してみてくれ」

　他のメンバーは無事にログインできているようだ。イベント期間に入ったことを示すため、起動画面に派手な画像と演出が流れる。

　今回のイベントは『初夏のゲリラライブバトル』というタイトルだ。各プロダクションのアイドルがゲリラライブでどれだけお客さんを呼べるか競きそうというストーリーらしい。

　このようにイベントでは、ちょっとしたストーリーがつく。スマホゲーユーザーはあまり長いストーリーを好まない。ちょっとした時間にプレイする人が多いからだ。

　自然とストーリーも深いものにはならない。

「対戦で得られるポイントが集めた観客という設定なんですね！　よーし、がんばりますよー！」

　この短いストーリーを喜ぶかどうかは人それぞれだが、少なくともヒルデは楽しんでいるようだ。

　イベント序じよ盤ばんは全員ポイントがゼロなため、強い相手とも弱い相手とも当たるが、すぐに強い相手だけになる。

　イベント序盤からトップを走り続けるグループができあがるのだ。

　このゲームはイベントごとに特効カードガチャが開かい催さいされる。

　特効カードはイベント中に攻こう撃げき力りよくが数倍になり、さらに勝利時にゲットできるポイントも数倍から数十倍にまでなるのだ。

　上位を目指すのであれば、この特効カードを持っていることは必ひつ須すと言っていい。

　無課金が課金者に勝てるようでは誰だれもイベントに勝つための課金をしなくなる。

　このあたりの『マネタイズ』の上手うまいアプリが『売れる』アプリということだ。

　正直なところ、ゲームの面白さよりもこのマネタイズの上手さこそが、ユーザーをつなぎ止める最重要事じ項こうと言っていい。

　ソシャゲが一部の層から嫌われる理由なのだが、お金を払はらいたくなるということは、それだけ魅み力りよくを感じているということなのだから、それはそれでコンテンツとして成り立っているのだろう、というのがオレの意見だ。

　その仕組みにしっかり痛い目も見たわけだが。

　トップランカーでも普ふ通つうならＳＲ特効カードを二～三枚がせいぜいだが、ヒルデがガチャを引きまくっていたおかげで、特効カードを四人に複数配布することができた。

　特効カードの中でもＳＲの効果は他と段だん違ちがいで、これをもっているかいないかで勝敗が大きく分かれることになる。それをヒルデは十枚以上集めていた。

　トップグループとその下は、文字通り桁けた違いのポイント差となる。二桁以上の差がつくことも珍めずらしくない。

「うぅ……潤矢、負けてしまいました」

　ヒルデがしょんぼりとスマホを差し出してきた。

　彼女達には、負け始めたら報告するように言ってある。

　イベント開始から三十分。既すでにトップグループは形成されている。

　ここからは強者のみが蠢うごめく修羅の戦場となるのだ。

　アイグラは攻撃の際に『攻せめコスト』というものを使用する。十パーセント単位で使え、デッキのキャラクターが使ったパーセントに応じた攻撃力を発揮する。

　何パーセントを使って『殴なぐる』のかが腕の見せ所だ。

　攻撃コストを回復させるには『エナドリ』つまりお金を消費する。毎回百パーセントで殴っていたのでは、『エナドリ』が何本あってもたりないのだ。

　さて、これまでは弱い相手と当たる可能性が高かったため、十パーセントを選せん択たくするようにみんなには言っていたわけだが。

「次の対戦相手が決まったら見せてくれ」

「了りよう解かいです」

　ヒルデの相手が決まった瞬しゆん間かん、そのメンツとレベルをチェックする。

「さっきも能力値からすると十パーセントで大だい丈じよう夫ぶだと思ったのですが……」

　ヒルデが疑問に思うのも無理はない。

　特効カードを考こう慮りよすると、十分にいける対戦だ。

「問題はスキルだな」

　各キャラは攻撃力アップを始めとするスキルを持っている。

　運営側も単純な数値のインフレを避さけるため、スキルで差をつけようとしているようだ。

　それでもバランスブレイカーな強キャラが現れては炎えん上じようするということが多々ある。

　そして修正されるのだ。

　キャラの能力が下方修正されると、アイドルとしての能力が劣れつ化かしたようで微び妙みような気分になるからなんだか嫌いやだがしかたない。

　このあたりのレベル帯からは、『攻撃力アップ特大』などのスキルを持つキャラが多くなってくる。

　オレは事前に覚えたキャラデータから、相手のパラメーターとスキルを瞬時に見み抜ぬく。

「三十パーセントで殴れ」

「了解です」

　ヒルデはすっかり慣れた手つきでスマホを操作する。

　カードとカードがぶつかる演出の後、勝利の二文字が表示された。

「やりました潤矢！　うちの蘭ちゃんが勝ちましたよ！」

「当然だ。次は……こいつはなかなか強いな。六十パーセントでいけ」

「了解です！」

　そんなオレとヒルデのやりとりを横目で見ていたスクルドが、スマホを差し出してくる。

「やるじゃない、これはどうすればいい？」

「これはスクルドのデッキと相あい性しようがいいから、十パーセントでいいぞ」

　こうしてオレは自分のスマホでも参戦しつつ、三人に指示を出し続けた。

　戦ってはエナドリを飲み、エナドリを飲んでは戦う。




　そうして五十時間以上が経過した──




　時刻は夜の八時。イベント開始から三度目の夜だ。

　オレがアイドルだ！　と叫さけんでしまいそうになるほどエナンザムを繰くり返し、襲おそいくる眠ねむ気けをアイドルへの愛で吹ふき飛ばす。

　オレたちのギルドプロダクシヨンは、一位から三位が数分ごとに入れ替かわるうちの一つになんとか食い込んでいた。

　おかしい……予想よりもポイントの伸のびが速い。

　予定では、この時点で二位以下を大きく離はなしていて、土曜となった今日から押し寄せてくる社会人組の猛もう追つい撃げきから逃にげ切るはずだった。

　社会人の追撃は既に始まっており、トップグループが三から五チームに増えつつある。

　全力で走るだけのエナドリはあと一日分。今は周囲のポイントを見つつ、攻コストを溢あふれさせないようにゆっくりとプレイしている。

「ここは私にまかせてみんなは休んで～。ワンオペで鍛きたえた体力とマルチタスクを見せてあげる～」

　グー姉の言葉に甘えて、オレ達はプレイの合間に休きゆう憩けいをとらせてもらった。グー姉は並べた四台のスマホを、鼻歌を歌いつつ正確に操作している。

「潤矢、なぜエナドリを全て使ってしまわないのですか？　いつ使っても最終的に得られるポイントは同じだと思いますが」

　ヒルデの意見は正しい。しかしそこには人の心理が含ふくまれていないのだ。

「最終的に百万ポイントとれるのが同じだとしても、最初に手の内を全部みせてしまっては、『もう少し課金すれば勝てる』と思われてしまうだろう？　そうなると百万ポイントで勝てるはずだったのに、ねばられた結果多くのポイントが必要なんて事態になる」

「『や○おく』みたいなものですね」

　なかなか上手い例えだ。オークションと同じように、圧あつ倒とう的てきな差を見せつけることができれば、逃げ切り独走も可能となる。

　だがそこまでの資金を用意するのは並なみ大たい抵ていのことではない。

　よって、必ず最後はデッドヒートになるのだ。

　今回のようにギリギリのエナドリしかない場合は、いかにポイントの伸びを遅おそくするかにかかっている。

　幸いにして独走態勢に入るようなギルドプロダクシヨンはないが、ハイペースなことに変わりはない。

「ところで、なんでヤ○オクなんて知ってるんだ？」

「スクルドがお客さんから頂いたものをそこで売り払っていると聞きました」

　あのロリはすっかりこっちの世界に順応してんな！

　──ぴりりーん。

　プレイ中にＬ○ＮＥの着信通知が来た。スマホのゲームはこういったことがよくある。

　Ｌ○ＮＥならまだいいが、音声着信の場合はゲームが中断することもしばしばだ。

　アクションゲーム中にかかってくると、それはもう大だい惨さん事じになる。

　それがリアルタイムでの協力プレイ中だった日にはもう目も当てられない。

　いくら指先一つで遊べるアクションＲＰＧでも、現実の着信にはかなわないのだ。

　とまあ、そんな暗い思い出よりも、Ｌ○ＮＥの内容だ。

　このクソ忙いそがしい時に誰だよ。

　とりあえず無視してやろうかとも思ったが、送信者の名前を見て気が変わった。

　アイグラを引退する前、オレは何度かオフ会に参加したことがある。

　そこではトッププレイヤーとの出会いもあった。

　Ｌ○ＮＥの送信者はそんなプレイヤーの一人だ。社会人である彼は、現在トップグループに猛追撃をかけているプロダクションの一つに所属している。

　メッセージには『復帰おめでとう。ＪＵＮがいるなら、オレも気合い入れないといけないな』と書かれていた。

　ＪＵＮとはアイグラ上でのオレの名前で、オフ会などでもこの名前で通っている。

　お手て柔やわらかに頼たのみます、と返信しようとした手がふと止まる。

「すまんみんな」

　突とつ然ぜん謝るオレに、ヒルデが首をかしげた。

　ポイントの伸びがいつもより速い理由……おそらくオレだ。

　かつてのオレは特定のプロダクションに所属せず、イベントのたびにエナドリで雇やとわれる傭よう兵へいをしていた。

　そうして手伝ったプロダクションを何度も優勝に導いている。

　そんなオレが復帰すれば、警けい戒かいされるのは当然だった。

「……なぜ謝るのです？」

　ヒルデはオレの説明を聞いた上でなお、首をかしげた。

「オレが参戦しなければ、もっと低いポイントで優勝できた。オレの作戦ミスだ」

　まだ優勝できる可能性はある。だが、ラストスパートで誰かが資金を大量に投入すれば、勝ちはほぼなくなると言っていい。

「潤矢が協力してくれなければ、もともと勝ちはありませんでした。それをなぜ私達が怒おこれましょう」

「……そう言ってもらえると助かる」

「それに潤矢、結果がどうあれ、私は潤矢と戦うことができてとても楽しかった。生まれて初めて、戦いを楽しいと思いました」

「向かい合ってボタンを押しているだけだがな」

「行こう為いはたしかにそうですが、この画面の向こうには無限のステージが広がっているんです。そこで潤矢と肩かたを並べていたと考えると、わくわくしませんか？」

「そうか……そうだな……」

　とはいえ、今オレが抜ぬければもしかしたらポイントのペースは鈍どん化かするかもしれない。抜けるべきだろう。

「だから、プロダクションを抜けるなんてことは言わないでくださいね」

　まるでオレの心を読んだかのようなヒルデの発言にどきりとする。

　駆かけ引きや読心術ではなく、彼女は本心で言っているのだろう。

「この勝負には世界の命運がかかってるんだろう？　だったら少しでも確率の高い方にかけるべきだ」

「らしくないわね～」

　グー姉が頰ほおに人差し指を当てて呟つぶやいた。

「いつもの潤矢君はもっと冷静じゃない～」

「オレが抜けるってのは冷静な判断だと思うが」

「そうかしら～。今から潤矢君が抜けたとして、他の人達が手を抜いてくれる確率ってどれくらい～？　逆に、ウチのプロダクションは確実に戦力が低下するのよ～？」

「言われてみれば……」

　どうやらかなり焦あせっていたらしい。

「うふふ。それだけ私達のことを考えてくれてるってことよね～。ありがとう、潤矢君」

「い、いえ……世界のためですから」

　こうも正面から褒ほめられると恥はずかしくてどうしていいかわからなくなる。

「そうですよ。世界のためなんですから！」

　なぜそこでヒルデがこっちを睨にらみながら力説するんだよ。

　あらためて聞くとオレってばものすごい恥ずかしいこと言った気がするぞ！

「うぷぷ……世界のためだって。言うことが違ちがうな～。さすがですお兄様。スクルド達ならいざしらず、こちらの世界でそういうの、厨ちゆう二に病って言うのよね～。さすおに！」

　くそっ、スクルドまで！　いつから起きて聞いてやがった。その四文字で略されるとなぜかバカにされている気がする！　いや、実際されてるんだろうけど。

「でもさ、こっちの世界では恥ずかしいセリフだけど、スクルド達からしたら、文字通り死活問題なんだよ。だからすごく感謝してるってのはホントだからね」

　素す直なおなスクルドってのはどうも調子狂くるうなあ。

　何はともあれ、美少女達にここまで言われていつまでもしょげている場合じゃないな。

「やろう！　オレ達のプロダクションが一位を取るんだ！」

「それじゃあスクルドも、もうちょっとがんばっちゃおうかな～」

　スクルドはスマホでツ○ッターアプリを立ち上げ、何かを呟いた。

「ポイントの速度が落ちた!?　何をしたんだ？」

「えっへっへ～。『いっぱい課金してるのに、どうしてもイベントで勝てないの～』って呟いたんだよ。対戦相手にスクルドのお客さんがいたみたいだったからね。おっとっと、『ありがとー☆』を返すのも忘れないようにしなきゃ」

　今回はスクルドの小こ悪あく魔まっぷりにも感謝しなければならないな。

「これはイけるかもしれないぞ！」

「気合い入れたところ悪いんだけど～」

「ちょっとグー姉！　やる気にさせといてなぜ止めるんだ」

　と言いつつも、時間で回復する攻せめコストが溢れないようゲームを進めるのも忘れない。

「それがね～ヴァン神族の本ほん拠きよ地ちが見つかったの～」

「「「本当（ですか）!?」」」

「時間かかっちゃってごめんね～」

「いいえ！　さすがグー姉様です！　魔術的情報の少ない中、探し当てるだなんて！」

「ありがとうヒルデちゃん。でもね～、ちょっと無理やり探たん索さくしたせいで、逆探知にひっかかっちゃったの～」

「ここがバレたということですか？」

「それだけじゃなくって、ゲート繫つながれちゃった～。切断間に合わなかったみたい～」

「グー姉様……それって……」

　──ピンポーン。

　スクルドが顔をしかめたその時、部屋のチャイムが鳴った。

　千奈あたりが来たのだろうか。

　オレは素人しろうとでも開けられそうな安っぽいカギに指をかける。

「開けちゃだめ！」

　スクルドがそう叫さけんだ時には、ドアが外側から大きな力で開いた後だった。

　直後、腹部への鈍にぶい衝しよう撃げきとともに、自分の体が大きく背後へ吹ふき飛ばされた。

「潤矢！」

　ヒルデが受け止めてくれたオレと入れ替かわりで、グー姉とスクルドが前へと飛び出す。

　地を這はうように疾しつ走そうするグー姉と、その上を跳とぶスクルドで狭せまい玄げん関かんは埋うめ尽つくされる。

　二人の隙すき間まから見えるのは、黒服に赤線グラサンの大男だ。

　サイクロプスか！

「グー姉様の魔力跡あとをたどって、こちらに送り込んだんです」

　脚あしに力の入らないオレに肩をかしてくれているヒルデが、サイクロプスの背後にぼんやり光る魔法陣じんを睨みつけている。

　サイクロプスがその巨きよ体たいに似合わない高速で前蹴げりを放つ。

　それをグー姉がいなし、バランスを崩くずしたサイクロプスの顔面にスクルドがドロップキックをぶちこんだ。

「ぐおおっ！」

　さらに、大きくのけぞったサイクロプスの腹部に、グー姉が掌しよう底ていをめり込ませる。

　その隙すきに廊ろう下かへと回り込んだスクルドが、バックドロップの要領でサイクロプスを魔法陣に放り込んだ。

「え～いっ！」

　そして、サイクロプスが消えていった魔法陣にグー姉が触ふれると、ぱりんっ、という乾かわいた音とともに、魔法陣が砕くだけ散った。

「追い返せたのか？」

「ひとまずはね～。でも魔力跡を消せたわけじゃないし、向こうにログも残ってるだろうから、しばらくしたらまたくるわ～」

「こうなったら敵の本拠地を叩たたくしかありませんね」

　ヒルデの言う通りだ。

　一位を取れる保証のないアイグラよりも、相手を潰つぶしさえすれば確実に事態は収拾する。

　それに、ここにいるとアパートに迷めい惑わくがかかる。

　必死で気付かないフリをしていたが、今も隣となりから壁かべをガンガン殴なぐられているのだ。

　というか、ここまで騒さわいだら警察を呼ぶか、怖こわくなって引きこもりそうなもんだが、お隣さんはある意味大物なのかもしれない。

「簡易結界を張って、外から入りにくくはしておくけど、直接踏ふみ込まれたらアウトだわ～。私達はここにいない方がいいと思うの～」

　グー姉もオレと同じ意見のようだ。スクルドも真しん剣けんな表情で頷うなずいている。

「決まりだな。場所はどこなんだ？」

「品しな川がわよ～」

「よし行こう！」

「潤矢も来るのですか!?」

「もちろんだ」

「危険です！　今度こそ敵の本拠地なのですよ！」

「そうは言ってもな。こうなった以上、最後まで見届けたいぞ」

　たしかにオレが行ったところで何かできるとは思えない。だからと言って、いまさら知らんぷりで留守番なんてイヤだ。

　サイクロプスに殴られた腹部はまだ痛むが、動けないほどじゃない。

「パーティに一人ぐらい遊び人がいたっていいだろ。レベルが上がれば賢けん者じやになれるかもしれない」

「なんで遊んでいて賢者になれるのですか？」

「マジレスするところじゃないから！」

「まあまあいいじゃない～」

「ですがグー姉様……」

「心配なのはわかるけど～、私達の傍そばより安全な場所なんてそうそうないと思うの～」

「……たしかにそうですね。わかりました。一いつ緒しよに行きましょう潤矢！」

　こういうやりとりの方が、ある意味ソシャゲよりもよっぽどゲームっぽいってのが皮肉なもんだ。なんだか、昔買ってもらったＲＰＧを思い出すなあ。




　　　　◆　◇　◇　◆




　鎧よろいを身に着けたヴァルキリーが夜のビルを駆ける──なんて展開だったらかっこよかったのだが、現実は体力温存のために電車での移動だ。

　しかも、いつ襲おそわれるかわからないということで、三人は鎧姿になっている。

　ヒルデにいたっては資金集めのためにサークレット以外の鎧を全て売り払はらっているため、全身発はつ泡ぽうスチロールの鎧だ。

　完全にコスプレである。

　周囲の視線が痛いこと痛いこと。

　グー姉はいつものようにのほほんとしているし、スクルドはこういった視線には慣れているらしい。ヒルデは「こんなニセモノの鎧で人前に出るなんて……」と痛つう恨こんの表情を浮うかべている。

　そこじゃないから！　本物を着てるグー姉達もダメだから！　すっごい浮いてるから！

　グー姉とスクルドの鎧も売ばい却きやくするかという話も出たのだが、彼女達の鎧はオーディンとの契けい約やくに縛しばられており、手放すことができないのだそうだ。

　ヒルデの鎧も同様らしいのだが、どうやら彼女はアイグラへの欲望に負けたせいで、そのあたりの契約まで解除されているらしい。

　普ふ通つうはありえないことなんだとか。

　ヒルデ……どんだけなんだ……。

　こうして、コスプレ三人娘むすめ（＋男子高校生）が必死でアイグラをしながら電車移動という世にも恥ずかしい光景のできあがりというわけだ。

　しかしそんな羞しゆう恥ちプレイもあと一駅。

「次で降りるぞ」

　全員が攻コストを使い切ったのを確認。戦せん闘とうで壊こわれないよう、スマホはオレが預かっておく。電車の中ではずっと俯うつむいていたオレだが、もう開き直るしかない。

　いざ、世界を救うために出陣だ。

　顔を上げ、背筋を伸のばして駅のホームへと降り立つ。

　キリッとエスカレーターの方を見ると──

「そこのきみたち！　ちょっと来なさい！」

「通報にあった通りだ！　たしかに怪あやしいぞ！」

　駅員が全力で駆かけ上がってきていた。

　誰だれだよ通報なんてしたやつ！　いや、文句言えないけども！




　──とりあえず全力で逃にげました。




　　　　◆　◇　◇　◆




「このビルよ～」

　グー姉が立ち止まったのは、品川駅からほど近い高層ビルの前だった。ここの二十階に株式会社ＭＯＧＲＯの本拠地があるらしい。

　時刻は既すでに十時を回ろうとしている。

　オレ達四人は今、グー姉の魔法で姿を消している。

　しかしここで困ったことが起きた。入り口の自動ドアが開かないのだ。

　どうやらこの魔法、光学迷めい彩さいタイプらしい。自動ドアのセンサーにひっかからないのだ。

「こじあけましょう！　一刻も早く使命を果たさなければ！」

　物ぶつ騒そうなことを言い出したのはヒルデである。

「何のために姿を消してると思ってるんだよ！」

「どうせ戦いになるんですし」

「たしかに公式に発表している住所とは別の場所に開発室がある時点で怪しいことこの上ないから、いきなり攻せめ込んでもいい気もするが……」

「ちょっと潤矢！　ヒルデ姉様に説得されないでよ。姉様は使命のことになると周りが全く見えなくなるんだから」

　いかんいかん。ここのところ現実離ばなれしたことが起きすぎて、どうも発想がやばい方向に行ってしまう。目的の二十階以外は堅かた気ぎの人間がいるんだ。ビルの入り口でいきなり騒ぎを起こすわけにはいかない。

「グー姉、オレだけ魔ま法ほうを解いてくれ」

　この世界から同じ分だけわずかに位相をずらしているとかで、グー姉の魔法にかかっている者どうしは姿が見える。

　理り屈くつの説明はさっぱりだが、とりあえずそういうことらしい。

「潤矢!?　敵地の前で危険です！」

　慌あわてるヒルデを手で制し、グー姉にもう一度頼たのむ。

「ヴァルキリーじゃないオレが一番警けい戒かいされにくいはずだ。オレが自動ドアを開けるから、その隙に中に入れ」

「でも～」

　グー姉がめずらしく迷っている。

「大だい丈じよう夫ぶ、連中だってそうそうムチャはしないさ」

　大通りから一本はずれているせいか、さほど人通りは多くない。それでも騒ぎが起これば誰かには見られるだろう。

「迷ってる暇ひまはないんじゃないか？　こちらからの探査がバレた以上、逃げられる可能性が高い」

　下手をすると既にここにはいないかもしれないが、今それを考えてもしかたない。

「わかったわ～。片目だけ残しておくわね～」

　グー姉が指先で小さく魔法陣を描えがくと、オレの体が一いつ瞬しゆん淡あわく光った。

　それと同時に、ヒルデ達の姿がうっすらとぼやけた。

　左目をつぶるとヒルデ達の姿が消え、右目をつぶると見える。

　片目を残すとはこういうことか。

「じゃあ行ってくる」

　オレは心配そうなヒルデに背を向け、自動ドアの前に立つ。

　ドアが開いた隙にみんな中に入……開かないなあ？

「正面玄げん関かんは二十時をすぎると電子ロックがかかるんですよ。社員証がなければ開けられないのですが、弊へい社しやに何か御ご用ようですか？」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、心臓が跳はね上がる。

　振ふり返るとそこには、白いスーツにオシャレなふちなしメガネをかけたイケメンが立っていた。

　年ねん齢れいは二十代後半くらいだろうか。柔にゆう和わな笑みの中にも、どこかピリッとした空気を纏まとったできる男という感じだ。

　このビルの関係者なのだろう。何か言い訳をしなければ……。

　入り口脇わきにある看板に目をやる。

　そこにはとある出版社の名前が書いてあった。

「あの……オレ、マンガ家を目指していまして、ここの出版社に持ち込みをしに来たんです。声優を目指している幼なじみと結けつ婚こんするために！」

　うむ、最後の一言が我ながらリアリティを溢あふれさせている。

　常識的な時間ではないが、出版社は不夜城だと聞くし、悪くない言い訳だろう。

「なるほど、ビルが閉まることをご存じなかったのですね。それはお困りでしょう。どうぞこちらへ」

　男が壁かべに備え付けられたカードリーダーに社員証を通すと、自動ドアが開いた。

「ありがとうございます」

　会え釈しやくしつつビル内へと入ろうとするオレの背後に三人のヴァルキリーが現れた。

　ヒルデがまず男に跳とび蹴げりを放った。男は両りよう腕うでをクロスさせてガードするも、そのままビルの中へと吹ふき飛んでいった。

　グー姉はオレを抱かかえてビルのホールへ、スクルドもその後に続く。

「どういうことだ！　姿を消してついてくるはずだろ！」

「そうも言っていられなくなりました」

　ヒルデがだだっ広い吹き抜ぬけのロビーに入ってきたところで、自動ドアが閉まった。

「あの男がスキールニル。ヴァン神族です」

　株式会社ＭＯＧＲＯの代表自らおでましだと[image: !!?]

「潤矢君を人質に交こう渉しようでもと思いましたが、どうやら僕の顔を知っていたようですね。六本木では口調まで変えていたのに無む駄だになってしまいました」

　スキールニルは両手をポケットに入れたまま、優ゆう雅がにこちらへと歩いてくる。

　気付けば人の気配はおろか、物音一つしない。

　ビルの内部をゆっくりと霜しもが覆おおっていく。

「空間凍とう結けつはしておきましたから存分に暴れて下さい。本当は交渉ですませたかったのですが、我々の計画を邪じや魔まする輩やからを放っておくわけにもいかないのでね。ここで死んで頂くとします」

「潤矢を人質にしようだなんて、あなたのは交渉ではなく脅きよう迫はくです！」

　ヒルデが睨にらみ付けるも、スキールニルは涼すずしい顔で受け流す。

「あくまでカードの一つですよ。相手の弱みを握にぎることも、武力をちらつかせることも交渉道具の一つにすぎません。もっとも、やらなければならない時というのはありますけどね。今のように！」

　スキールニルが床ゆかを蹴ると、数メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで移動した。目的はヒルデか！

　ポケットに入れた手が高速で繰くり出され、またポケットに戻もどる。

　ヒルデはその拳こぶしをなんなく捌さばいている。

「ふむ……ハンドポケットスタイルはオ○バさんやタ○ミチも使っていたので有効かと思いましたが、いまいち効果が薄うすいようですね」

　そう言いながらスキールニルは拳に蹴りも交ぜていく。

　ヒルデがその攻こう撃げきを受け、反はん撃げきを繰り出す。肉と肉がぶつかりあうたびに、大気が震ふるえる。

「捕ほ縛ばくする！　いくよー！　グレイプニル！」

　スクルドはサイクロプスを縛り上げた紐ひもを取り出すと、カウボーイのように振り回しながらスキールニルへと駆けだした。

「切り刻め、フレイの宝ほう剣けん！」

　スキールニルが紐をよけつつそう叫さけぶと、突とつ如じよ空中に現れた両りよう刃ばの剣がスクルドに襲おそいかかった。

「あぶない！」

　グー姉が槍やりで剣をたたき落とすも、剣はふわふわ浮いたまま斬ざん撃げきを繰り出してくる。

　スキールニルはヒルデと打ち合っている最中だ。

「自動で敵を攻撃する『フレイの宝剣』よ～！　気をつけて～！」

　気をつけろと言われてもどうすればいいんだ。

　人間には不可能な角度から高速で繰り出される斬撃に、グー姉とスクルドが翻ほん弄ろうされている。

　どうも剣の最優先はスキールニルを護まもること、次にグー姉とスクルドへの攻撃となっているようだ。

　厄やつ介かいなのは人間なみ……いや、それ以上のフェイントを織り交ぜてきていることだ。

　時折オレに攻撃するそぶりでグー姉の動きを制限しつつ、隙すきと見て攻撃してきたスクルドにカウンターを合わせるなどという心理戦をやってのける。

「ぐあっ──！」

　そうこうしているうちに、ヒルデが大きく吹き飛ばされた。壁に強く背中を打ち付けたヒルデは激しく咳せき込んでいる。

　高く飛び上がったスキールニルが膝ひざをつくヒルデを踏ふみつけるように急降下する。

　転がって避よけるヒルデ。

「ヴァルキリー最強の一角と噂うわさのブリュンヒルデも、武器を持たねばこんなものか」

　後方へ跳ね起きたヒルデにスキールニルはさらに追撃をかける。

　ヒルデを助けようとグー姉が槍を繰り出すも、スキールニルには上手うまくかわされ、『フレイの宝剣』に横合いから攻められる。

「ラタトスク！」

　スクルドが六本木で出したリスをけしかけるも──

「そいつのデータは持ってるぞ」

　リスから出た『あることないこと吹き込む波は紋もん』は、スキールニルに届く前に空中に霧む散さんした。

「ソシャゲの運営は情報が命！　いかにユーザーのニーズを摑つかめるかで勝負が決まるのだ。一度見せた技が僕に通用すると思わないことだな！　コンプガチャを始めとする様々な発明を行い、大手ゲーム会社の倒たおし方さえ知る我々に勝てる者などいないのだよ！」

「コンプガチャは禁止になっただろ」

　実はコンプガチャが廃はい止しされたことでユーザーの出費は増えていたりするのだが、そのあたりの解説は便利なインターネットに譲ゆずるとしよう。

「さやかになにしやがった！」

　余よ裕ゆうをかますスキールニルの頰ほおを赤い衣い装しように身を包んだグー姉の槍がかすめた。

　コスプレしないと攻撃できないのかこの人。知り合いにさやかなんていません！

「百万ボ○ト！」

　さらにスクルドの指示で、ラタトスクの電撃が襲いかかる。

「ふむ……今のは少しキモを冷やしたよ」

　スキールニルは全身に光るオーラを纏まとい、電撃を払はらいのけた。

「一人で私達三人を相手にしようだなんて、いくらなんでもなめすぎよ～」

　ヒルデも体勢を立て直し、ヴァルキリー三人が並び立つ。

「いやいや、これは失礼をした。ではこちらもカードを一枚切ろう。来い！　フリスト！」

「呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん！」

　スキールニルが音声トレースよろしく、名前を叫ぶとともに指を鳴らすと、吹き抜けの遥はるか上からヒルデ達と似たデザインの鎧よろいを身に着け、槍を携たずさえた少女が降りてきた。

　六本木でサイクロプスが「あの方達」と複数形で言っていたのはこういうことか。

「あれえ？　こっちでは流行はやってるって聞いたのに、反応イマイチねん？」

　ネタが古すぎだろ、というツッコミの前に、オレはその少女に目が釘くぎ付づけになった。

「千奈!?　なんでお前がここに？　しかもヴァルキリーの姿で現れるんだよ！」

「彼女には会社の経営の手伝いと、僕の護衛をお願いしているのさ」

「バカな……千奈はずっと一いつ緒しよに育ってきた幼なじみだぞ！　ヴァルキリーのはずがない！」

「だからです」

　ヒルデは二階くらいの高さでスキールニルの隣となりに浮うくフリストから目を離はなさずに言った。

「ぶっひーってばもうネタばらし？　少しは人間が悩なやむところも見たいと思わないの？」

「相変わらず悪あく趣しゆ味みな！　それに、妙みようなあだ名で呼ぶなと何度言えばわかるのですか」

　ヒルデはしかめっ面つらでこめかみに手を当てた。

「あそこにいるのは千奈じゃない……？」

　二人の会話から察するに、オレが悩むような事態ではないらしい。

「私の見たところ、精神体だけアースガルドからこちらに送って、あの娘この中に入ってるみたい～。潤矢君やヒルデちゃんと一緒にいる時間が長かったから、チャンネルを開きやすかったのかも～」

　グー姉の言う通りだとすれば、あれはまぎれもなく千奈の体ってことになる。

「もうひとりデブの男も候補だったんだけどねん。あれに入るのはちょっと……」

　正のことかー！　なんて怒おこる気にはならない。たしかにアレに入るのは誰だれだってイヤだろう。

「千奈を返せ！」

「まって～」

　思わず二階への階段を駆かけ上がろうとするオレをグー姉が止める。

「ある程度ダメージを与あたえれば、精神体はアースガルドに強制送そう還かんされるわ～。あれはとても不安定な状態だから～」

「ダメージって……そんなことしたら千奈が……」

「大だい丈じよう夫ぶよ～。先に中の精神体にダメージがいくから～。水を入れた紙の箱を火にかけても、水が全部蒸発するまで紙の箱は燃えないのと同じね～」

　そういうことなら、早いとこ千奈の体からアイツを追い出そう。

　千奈がある程度安全だとわかったところで、少し頭が冷えてきた。

「あのフリストってのは、なんでヴァン神族の味方なんてしてるんだ？　ヒルデ達の仲間なんだろ？」

「だってー。味方同士だったらぶっひーと戦えないんだもん。いい加減、どっちが強いかはっきりさせたいじゃない？」

　そういう性格の奴やつか。千奈の顔で邪じや悪あくな笑えみを浮かべるんじゃねえ。イラッとくるぜ。

「潤矢の幼なじみを狙ねらっていたというのが、なんだか気に入りませんね……」

　ヒルデは傷ついた体を奮い立たせるように構えを取った。

「あらあら～」

　グー姉はなんでちょっと楽しそうなんだよ。

「二人はスキールニルをお願いします。私はフリストと戦います」

「剣なしで大丈夫～？」

「私には日本のゲーム動画を見て考えた格かく闘とう術があります」

「なら大丈夫ね～」

「そこ納得するの!?　ヒルデのライバルってくらいだから強いんだろ？」

「ヒルデちゃんの戦せん闘とう力りよくを五十三万とすると、五十万くらいかしら～。でも今は大した準備もなしにこちらへ精神体を送ってるから、もっと弱いはずよ。武器なしでもなんとかなるかも～」

　なぜ戦闘力がフ○ーザ様基準なのかはともかく、ヒルデの高速振しん動どうする拳からメラメラと炎ほのおが立ち昇のぼる。

「いきます！　ヴァルキリー式神○拳！」

　突つき上げた拳から吹ふき出た炎を纏い、ヒルデが垂直に跳とぶ。

「相変わらず無茶な戦い方だわん！」

　なんとか避けたフリストに向かって、ヒルデは拳を腰こしだめに構えた。

「ギャラクティカファ○トム！」

「させないのよん！　ヴァルキリー式弾だん丸がんマシンガン！」

　フリストは構えるヒルデに連続エネルギー弾だんを撃うち込んだ。

「スーパーアーマー付きだから痛くありません！」

「ヒルデ姉様！　スーパーアーマーって仰のけ反ぞらないだけでダメージは受けるんだよ！」

「そうなのですか!?」

　スクルドのツッコミに驚おどろくヒルデだが、あまり攻撃が効いている様子はない。

「これだから動画勢はこまるのよん！」

　ヒルデは素手ながらもフリストをやや押している。グー姉達はスキールニルとほぼ互ご角かくだ。

「いけるぞみんな！」

　応おう援えんくらいしかできない自分が歯は痒がゆくてしかたない。

　バトル系主人公ならここで秘められた力を解放したりするのだろうが、これまでそんな伏ふく線せんはなかったしな。

　だがしかし、スキールニルとフリストは余裕の笑みを浮かべている。

「ふふふ……このまま押しきれると思ったのん？　残念、ピンチになるのはそっちでしたー！」

　ヒルデから距きよ離りを取ったフリストが指を鳴らすと、二階の廊ろう下かから赤ラインサングラスをかけた黒スーツの男達、すなわちサイクロプスがずらりと顔を出した。

　五十体はいるだろうか。

　やばいだろこれ……。

　数体でさえ苦戦したというのに、こんな数どうしろと言うんだ。

「いまどき大人数を投入するプロジェクトは金がかかって仕方ないのだがな。ここでヴァルキリーを三人葬ほうむり去れるとなれば安いものだ。人間が一人交ざっているようだがしかたあるまい。処理に金はかかるが……やれっ！」

　フリストと一緒に三階くらいの高さまでふわりと浮いたスキールニルが手を振ふり下ろす合図をした。

　その瞬しゆん間かん、サイクロプスのサングラスから真っ赤な光線がオレ達のいる一階へと降り注いだ。

　赤で視界が染まる。

「槍やりよ！　私達を護って～！」

　グー姉が天へと突き出した槍の切っ先に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが展開された。

　魔法陣に赤い光線がはじき散らされる。

　しかし、魔法陣はじりじりとその高度を下げつつ点てん滅めつを始めている。

「これ……もたないかも～」

　──バリィンッ！

　甲かん高だかい音とともに魔法陣が砕くだけ、防ぎきれなかった赤い光線数本が床ゆかへと突き刺ささった。

　結界の影えい響きようで凍こおり付き始めている床に光線が触ふれると、大量の水蒸気を巻き上げた。

　オレの傍そばにも一本の光線がかすめていったが、触れてもいないのに肌はだがチリついている。

　直接受けたらどうなってしまうのか、想像もしたくない。

「グー姉！　大丈夫か！」

「なんとか～。でも次はだめかも～」

　片かた膝ひざをついたグー姉が、杖つえ代わりにしている槍がぼろぼろと崩くずれていく。

　鎧も所々砕けている。

「今のを防ぐか。神にすら膝をつかせることのできる火力なのだがな。だがその様子では魔力はもう残していないだろう。他の二人はあまり防ぼう御ぎよが得意なようではなさそうだしな。もっとも、いくら防いだところで結果は変わらんが」

「そんなことありません！　みんなは私が護ってみせます！　アイグラへの課金額にかけて！」

　いったい何にかけてんだよ！

　ヒルデが上空のスキールニルに向かって跳んだ。

　空中で殴なぐり合いながら、二人はゆっくり上じよう昇しようしていく。

「ぶっひーの相手はあたしだって言ってるのよん！」

　そこへ割り込んでくるフリスト。

　ヒルデはなんとか二人を相手に空中で格闘戦を続けているも、長くは保もちそうにない。

　サイクロプス達のサングラスからはゆらゆらと蒸気が出ている。オーバーヒートしているようだが、いつ第二射がくるかわかったものではない。

　オレはスクルドに駆け寄った。

「アレの準備はまだできないのか？」

「もう少しだと思うんだけど、お金で手放してるから再さい契けい約やくが難しくて……」

　念のために……せめてオレにもできることをと準備していた奥の手だったが、間に合わないか？

「きゃあぁっ！」

　スキールニルの踵かかと落としを受けたヒルデが床に激げき突とつする。

「そろそろトドメに行っちゃっていいんじゃないのん？」

　さらに高度をとるスキールニルが手を上げた。

　すると、二階だけでなく三階にもずらりとサイクロプスが並んだ。

「「「なっ！」」」

　あまりの数に全員が絶句する。

　グー姉の防御はない上に、敵の数はさっきの倍かよ！

「安心しろ。塵ちりも残さん。苦しむことはないぞ」

　余よ裕ゆうこきやがって！　だがこちらになすすべがないのも事実。

「来た！　あと十秒！」

　スクルドが手元に魔法陣を出現させ、オレを見た。

　よっしゃ！　それさえ来ればまだなんとかなる可能性はある！

　しかしスキールニルは今にも手を振り下ろそうとしている。

　何か……何かできることはないか……！

　振り下ろされるスキールニルの手がスローモーションのように見え──

「え……Ｓバグだあああああ！　停止系だあああああ！」

　頭が真っ白になったオレはそう叫さけんでいた。

　以前、ゲーム制作者のトークショーに行った際、最も怖こわいセリフとして挙がっていたものの一つだ。

「なんだと!?」

　スキールニルが肩かたをびくりとさせ、その動きが一いつ瞬しゆん止まった。

　効いた！

「潤矢！」

　スクルドの手には一ひと振ふりの剣けん。

　間に合ったか！

「権限譲じよう渡と！　安沢潤矢からブリュンヒルデへ！」

　スクルドから剣を受け取ったオレは、事前にスクルドから聞いていた文言を叫びながら剣をヒルデに向かって投げた。

　途と中ちゆうまで放物線を描えがいていた剣は、強い輝かがやきとともに直線的な動きでヒルデの手へと収まった。

「なぜここに私の剣が!?」

　ヒルデが目を見開いて手元の剣とオレを交こう互ごに見ている。

「ちょっと深夜のバイトをがんばってな。買いなおしておいた。課金での協力はできないが、これくらいはな」

「武器屋さんがスクルドのお客でね。かなりまけてもらっちゃったんだから」

　神々の武具は一度譲渡すると再契約にかなりの手間がかかるらしい。特に金で売った場合はなおさらだとか。金で売った自分の女とよりを戻もどそうとするようなものだろうか。そんな経験はないが。

　こうして渡わたすのがギリギリになってしまったが、間に合ってよかった。

「ありがとうございます二人とも！　こんな私のために！　二人とも抱だきしめたくて闇やみ堕おちしそうです！」

　そう思うんならここで活かつ躍やくしてくれ。

「まずいわよん！」

「ええい！　やってしまえお前達！」

　スキールニルが改めて手を振り下ろそうとしたその時、ヒルデが上空へと跳び上がり横薙なぎに一いつ閃せん。

　白いスーツの胸元を浅く薙いだにすぎなかったが、号令を止めることはできた。

「グー姉様、スクルド、そして潤矢を傷つけ、大切な剣を奪うばった報むくい、受けなさい！」

　かっこいいこと言ってるが、最後のは自分で売ったんだろ。

　ヒルデは落下しつつ、呪じゆ文もんを唱える。








破は滅めつを導く炎ほのおの剣よ、傷つける魔法の杖よ。

九つの鍵かぎ開け、我が剣にその姿を映せ。

疑似召しよう喚かんレーヴァティン！









「炎よ！　顕けん現げんせよ！」

　着地と同時にヒルデがスキールニルに向かって突つき出した剣から赤い光が奔はしる。

「密閉空間でそれやるの！　やっばいって！　グー姉様のほど硬かたくはないけど……ラタトスク手伝って！」

　スクルドとリスが慌あわてて上方に魔法陣を展開する。

　目を開けていられないほどの閃光を伴ともなった大だい爆ばく発はつの後、ビルの吹ふき抜ぬけを炎が渦うず巻まいた。

　爆炎は上方に向かうとはいえ、余波は下にいるオレ達にも届いている。

　スクルドの魔法陣のおかげで直接炎に焼かれることはないが、それでも炙あぶられているかのような熱気が伝わってくる。

　やがて炎が収まった後には、スキールニルもサイクロプスも跡あと形かたも無くなっていた。

「相変わらずものすごい火力……」

「ここみたいに空間が限定されてるとなおさらね～」

　二人のヴァルキリーがあきれるほどの一いち撃げきを放ったヒルデはケロっとしている。

「千奈は無事なんだろうな！」

　やり過ぎ感が半はん端ぱないんだが！

　未だ残る熱気の中、制服姿に戻った千奈が吹き抜けをゆっくりと落ちてきた。オレは慌ててその体を抱きとめる。

「親方！　空から女の子が！　って感じね～。そのまま二人で冒ぼう険けんにでも行くのかしら」

　スクルドの冷やかしに、ヒルデがキッとオレを睨にらむ。

「んもう！　今日のところはこれで退散するけど、次は無いんだからねん～っ！」

　千奈から抜け出たフリストらしき半はん透とう明めいの女性が天空へと消えていった。これ以上ないくらい、わかりやすい負け惜おしみである。

　今回は割とあっさり片づけることができたフリストだが、なんだか因いん縁ねんのありそうな相手だったから、またヒルデに絡からんできそうな気がひしひしとする。

　フリストが消えると、オレの腕うでの中で千奈がうっすらと目を開けた。

「王子……さま……？」

　そう呟つぶやいた千奈はすぐに気を失った。まったく、どんな夢をみてやがる。のんきな奴やつだ。

　何はともあれ、千奈が無事でよかったけどな。

「潤矢……ありがとうございます！」

　そして、どこからともなく取り出した鞘さやに剣を収めたヒルデが抱きついてきた。

「ちょっ──」

　まあいいか、こういうときくらい。抱きつく欲望を我が慢まんして闇堕ちされても困るしな。

　そっとヒルデの頭を撫なでようとしたが、ヒルデはすぐに離はなれてしまった。

「え……あれ……？」

　頭を撫でようとしたこの手をいったいどうすれば……。

「イベントの続きをしましょう！」

　ヒルデの手にはオレのポケットにあったはずのスマホが握にぎられている。

　感動で抱きついたんじゃなく、そっちが目的かよ！

　勘かん違ちがい恥はずかしい！

「ヒルデちゃん～もうゲームはしなくていいのよ～」

　鎧よろいから普ふ通つうの服に戻ったグー姉がひょいとヒルデのスマホを覗のぞき込む。

「せっかくですし、このままゲームを楽しもうかと思いまして」

　ヒルデは本当にアイグラが好きなんだなあ。

「あら～？　ちょっと私のスマホも返してもらえる～？」

　いぶかしげな表情のグー姉とついでにスクルドにもスマホを返へん却きやくする。

「これ、魔ま術じゆつ止まってないかも～」

「ラスボスは倒たおしたのに？」

　そういうのって、魔術をかけた奴が死ねば止まるんじゃないのか。

「くっくっく……この魔術は僕が死のうとも動き続けるのさ」

　空中に半透明のスキールニルの姿が映し出された。

「生きていたのか！」

「ちがうわ～。あれは残留思念ね～。神族は世界への影えい響きようが強いから、サイコメトラーじゃなくても見えるの～」

「それに最後のしかけもしておいた。さらに人間どもの欲望が集まるしかけをね。サーバーはここにはない。『しかけ』のアップデートはタイマーで動くようになっている。今から見つけるような時間はないぞ……くっくっく……ぐふ……っ」

　スキールニルの残留思念はそれだけ言うと、しばらく点てん滅めつしてから消え去った。

　なんというか、昔のＲＰＧっぽい最後である。

「ここに来たのは無む駄だだったってことですか？」

　ヒルデは横目でゲームを進めながら訊きいてくる。

　緊きん迫ぱくしたシーンと表情なのに、そこはブレないんだよなあ。

「結果としてはそうなるな。奴らはどうあがいても目的を達成する自信があったから逃にげずにオレ達を迎むかえ撃うったんだろう」

　オレ達を倒せればそれでいいし、もし倒せなかったとしても戦いでゲームのプレイ時間を削そぐことができる。

　まさに今がそれだ。

「どうしよう潤矢」

　スクルドが不安げな表情で見上げてくる。

「ひとまずここから移動しよう」

　敵の本ほん拠きよ地ちにいつまでもいるわけにはいかない。
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　アイグラをプレイしつつ家まで帰ってきたが、今のところスキールニルが言う『しかけ』とやらは発動していないようだ。

　問題があるとすれば、トップグループの速度だけ。

　相変わらずのデッドヒートである。

「もうすぐ〇時か……」

　ソシャゲのアップデートは夕方や深夜に行われることが多い。〇時もよくある解禁ポイントだ。ここで何かがくるのか……。

　緊きん張ちようする手でデータのリロードをする。

「告知なしで新特効キャラ追加!?」

　イベント中日をすぎたところでのキャラ追加か！

　たしかに他のソシャゲではよく見られる手法である。

　ガチャの回転はイベント開始直後がもっとも高く、その後緩ゆるやかに落ちていく。ユーザーに金を使わせるためこうしてイベント中ちゆう盤ばんでガチャの内容を更こう新しんするのだ。

　これまでアイグラでは行われていなかったので作戦に盛り込んでいなかった。

　この新カード、取得ポイントが現状の特効キャラのさらに三倍だと!?

　トップグループのエースがこのカードを引いていれば、こちらもそれなしでは一位を取ることはほぼ不可能となる。スキールニルめ、やってくれる！

「か……かわいいです！　センター専用の新しん衣い装しようですね！　みくダヨー！」

　カードのかわいさに萌もえもだえているヒルデはおいておくとして、早急に対策が必要だ。

　このカード、能力値も高くスキルも強力、さらに人気キャラである『横よこ山やまみく』の特別衣装とくれば、獲とりに行くプレイヤーは多いだろう。
















「やばいわねコレ……」

　スクルドだけが現状を理解できているようだ。

「ガチャがボックス形式だってのも問題だな」

「ボックスガチャって、毎回ランダムの抽ちゆう選せんじゃなくて、抽選箱の中身があらかじめ決まってるタイプよね？」

「そういうことだ。一定の金額でかならず引けてしまうってことになる」

　本来ならユーザーにとって喜ばしい仕様なのだが、今回は敵がみんな引いてくるということを考えると、実に恐おそろしい。

　スキールニルはそのあたりも考えて設計したのだろう。

　ボックスタイプの場合、入手難度が下がることから、カードの能力も僅わずかではあるが低めに設定されることが多い。

　しかし今回はゲームバランスを崩くずしかねないカードがボックスになっている。

　こちらの動きを察知してしかけていたとしか思えない。

「なんとしてもガチャを引くしかないな」

「課金してよろしいんですか!?」

「目を輝かがやかせるのは良いがヒルデよ。金がないぞ」

「う……そうでした……」

「こうなったら誰だれかに借りるしかないか」

　頼たのめそうなのは正くらいなんだが……。

『ソシャゲは自分の用意できるお金で楽しむものだお。キリッ！』

　とあっさり電話を切られてしまった。

　事情を説明して食い下がれば……いや、奴は二次元に生きていて三次元との区別はつかないが、リアルな不思議現象に対しては完全に否定派だった。信じてもらえないだろう。

　そうこうしているうちにも、トップグループのうち二チームのポイントが急激に伸のび始めた。

「みんなオレに隠かくしてる資金はないのか？」

　三人の顔を見回すと、スクルドが小さなため息と同時に小さく手を挙げた。

「本当はみんな……じゃない、ヒルデ姉様やグー姉様とで住めるもう少し広い部屋を借りるための資金にしようと思ってたんだけど……」

　スクルドは畳たたみをひっくり返すと、そこから一枚の封ふう筒とうを取り出した。

　中にはそれなりの厚みを持った諭ゆ吉きちさんが収められている。

　他人ひとん家ちのどこにへそくりを隠してるんだよ。

「使っちゃおう。ソレしか手はないんでしょ？」

「よろしく頼む」

「別に潤矢に頼まれることじゃないわ。むしろゴタゴタを押しつけてるのはこっちだし」
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　トップグループの伸びを見るに、新規ＳＲカードは三枚必要だ。

　二枚と大量のエナドリでもいけるかもしれないが、この伸び方を見るに、今の資金では一位をとるだけのエナドリを用意できない。

　スクルドのへそくりをｆチューンカードに変え、ガチャを引く。

　グー姉は驚きよう異いの一発引きを見せ、スクルドは百回程度で引き当てた。

　ここまで順調にくればヒルデも……と思ったが、そうそうことは上手うまく運ばない。

「うぅ……きません……きませんよぅ！」

　ボックスはほぼ空に近いはずなのに、新規ＳＲがいっこうに出ない。

　引き当てたＲはトレードでエナドリに換かえてはいるが、このガチャを引いているユーザーは多いのか、供給過多となり買いたたかれてしまっている。

　本来ならば出品タイミングを計るところだが、背に腹は代えられない。今必要なのだ。

　そしてついに資金は残りガチャ五回分となった。

　ボックス内の残り枚数は六枚。

「なんでこないのですか……みくちゃん……ぐぬぬ……」

　ヒルデのサークレットが黒く点滅を始めている。

　闇やみ堕おちしかけてやがる！

　ヒルデは震ふるえる手でスマホの画面をタッチ。

　派手な演出とともに現れたのは──

「んああああっ！　Ｒですううう！」

　六分の五を引けないか！

　これで資金は尽つきた。

　ヒルデの体から黒い霧きりが吹ふき出した。いや、ヒルデだけではない。グー姉とスクルドも同じ状態だ。

「もうだめですぅ……優勝はあきらめて気持ちいいことをしましょう……ん……だめ……そんなの……私はアースガルドとこの世界のために……でも体が……ん……」

　ヒルデが身をよじりながらオレにすりよってくる。

「潤矢くぅん……もう世界より私の体で楽しいことを……ちがうの～アースガルドの民たみ達やこちらで出会った人達を死なせるわけには～……でも……体の疼うずきがとまらないの～」

　左腕うでをグー姉の胸に、右腕をヒルデの胸に挟はさまれた。

　やわらかい！　動けない！

「スクルドも気持ちいいことするー！」

　あぐらをかいているオレにスクルドがまたがるようにして乗ってきた。

　未成熟だけどやわらかい女の子の感かん触しよく……違ちがう！　オレはロリコンじゃない！

　でも……淫いん乱らん美少女三人がオレを囲んで……ふおおぉ！

　こんなこともう一生無いかも！　もう世界が滅ほろんでもいい！

　オレが美少女達のやわらかさと甘い香かおりに目を回していると、三人の目にキラリと光るものが映った。

　とろけた瞳ひとみと上気した頰ほおの三人の目からぽろぽろと涙なみだがこぼれた。

　熱い吐と息いきと小さな喘あえぎ声を上げながらも大おお粒つぶの涙を流している。

「ＳＲが欲しいです……世界のために……はぁはぁ……」

「私達の本当ののぞみは～……んくっ……」

「世界を救うことだからぁ！」

「ヴァルキリーはそのために存在しているのです！」
















　三人はオレの肌はだに舌を這はわせながらも、快楽にあらがうように身をよじる。

　三人の唾だ液えきと涙が、オレの服を、肌を濡ぬらしていく。

　ガチャを引きたいだけに思えたヒルデでさえ、これほどの想おもいを内に秘めていたのだ。

　誰が世界のために涙を流すことができるだろうか。

　世界を背負っている彼女達だからこそ、この涙は本物であると言える。

　決して偽ぎ善ぜんなどではないと。

　何か……何かないか。彼女達の涙と想いに報むくいられる何か。

　ここまでくれば課金を二度としないという自分への枷かせを解くことも視野に入ったかもしれない。だが、オレが使える手段は全てヒルデの剣けんを買い戻もどすために使ってしまった。

　オレは彼女達の甘い匂においに抗あらがい、部屋を見回す。ふと目に飛び込んできたのは、半開きになった押し入れにある段ボールで作られた神かみ棚だなだ。

　数日前にヒルデが押し入れで騒さわいでいるのを覗のぞいた時にも見たが、アレって確か神棚にｆチューンカードを飾かざっておくとＳＲが出やすいとかいうネットでの都市伝説……。

「ヒルデ離はなしてくれ！」

　もし神棚のｆチューンカードが使われていなかったとすればイケる！　って、三人とも力強すぎ！

　オレは三人をひきずるようにして押し入れに向かう。

　…………あった！　未使用のｆチューンカード！

「ヒルデ！」

「潤矢ぁ～はっ!?　はい……っ！　課金ですね！」

　闇堕ちしているヒルデの目が一いつ瞬しゆん正気に戻った。

　オレとヒルデはどちらともなく、同時にガチャボタンを押す。

　派手な演出と共に現れたのはもちろんＳＲ。

「きました！　これでやれますね！」

　頼むから闇堕ち姿で抱だきつかないでくれ！　オレの理性がピンチだ！
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　正気に戻った三人は顔を真っ赤にして俯うつむいていたが、今はそれよりもイベントだ。

　あとはひたすら走るだけである。

　テーブルを囲んだオレ達四人は、イベント終しゆう了りようの時間までエナドリを飲み続けた。

　最終的にトップグループとして走り続けたのは五つのプロダクションだった。

　オレ達は全力で走り続けた。

　新規特効ＳＲを持つ三人にエナドリを使ってもらうため、最後の六時間、オレは全てのカードをエナドリにトレードした。

「よろしいんですか!?　せっかくそろえたキャラ達なのに！」

　ヒルデを始め、他の二人はとても驚おどろいていた。

「気にするな。今は勝つことだけを考えるんだ」

　かくして、最もポイントがインフレしたイベントとして名を残すことになった今回のイベントは、無事にオレ達の勝利で終わった。

「…………大だい丈じよう夫ぶ～。エネルギーがアースガルドに送られるのは阻そ止しできたみたい～！」

　グー姉の報告に、一同は跳とびはねて喜んだ。

「やりました潤矢！」

「やったわね！」

「当然だ！　オレが仕切ったんだからな！」

　隣となりから壁かべを殴なぐられているが、今くらいは勝利の味に酔よわせてほしい。

「スキールニルもいなくなったし、もしアイグラの運営を誰かが引ひき継ついだとしても、もうこのコンテンツでラグナロクを起こすことはできないと思う～。コンテンツの立ち上げから魔ま術じゆつを仕込まないと働かないから～」

「まだまだアイグラで遊べるんですね！」

　あれだけの巨きよ大だいコンテンツだ。トップがいなくなったとしても誰かが引き継ぐだろう。ゲーム性は変わってしまうかもしれないが、キャラを見られれば満足なヒルデはそれで充分だろう。

　とにかくこれでオレの仕事は終わった。

「潤矢……ありがとうございます」

「私達ヴァルキリーは安沢潤矢様に最大級の感謝を捧ささげます～」

「貴男あなたにヴァルハラの祝福があらんことを」

　三人が片かた膝ひざをつき、オレの前で頭こうべを垂れた。

「や、やめてくれよ。ホントにオレが勝手にやっただけなんだからさ」

　とは言いつつも、他人に感謝されるってのは悪くないもんだ。

　この数日間、本当に大変だったし、明日あしたから食べるものがない。

　それでもオレはこの不思議な出会いと出来事に感謝しているんだ。

　こんなに刺し激げき的なイベントに遭そう遇ぐうするなんて、それこそゲームの中にでも入らないとできないことだからさ。
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「帰るのか？」

　イベントが決着した朝、ヴァルキリーの三人とオレはアパートの狭せまい庭に出ていた。

「はい……私の使命はアースガルドにありますから……」

「そっか……がんばれよ」

　ヒルデの目にはうっすら涙が浮うかんでいる。

　いざ別れるとなるとやはり寂さびしいものだ。

「ぐすっ……闇堕ち……しそうです……」

「ヒルデ姉様、泣かないの」

　そっと涙をぬぐうスクルドの姿に、こちらまでうるっときてしまう。

「名残なごり惜おしいけど～」

　グー姉がぎゅっとオレの手を握にぎる。

「スクルドはこっちでも楽しめるんだけどね。やっぱりヴァルキリーとしては、向こうでお仕事しなきゃなんだ」

　スクルドまでもが別れを惜しんでくれているようだ。

　正直なところ、ヒルデが転がりこんできたときは迷めい惑わくだと思ったが、こうしていざ別れるとなると名残惜しい。

「それじゃあいくわね～」

　グー姉が地面に展開させた魔法陣じんの上に三人が立つ。

　魔法陣の輝かがやきが強くなり、いよいよお別れだ。

　…………お別れだ。

　…………お別れ……あれ？

「あの～オーディン様、チャンネルを開いて頂きたいのですが～」

　グー姉は耳に手を当て、オーディンに呼びかける。

「え？　そうなのですか～？　はい……はぁ……他の二人にも訊きいてみます～」

　オレ達を見回したグー姉は気まずそうに口を開いた。

「株式会社ＭＯＧＲＯモグロー以外にも、ヴァン神族の息がかかった企き業ぎようとプロジェクトがあるらしいの～」

　この流れってもしかして……。

「それで、今回功績を挙げた三人にはこちらの世界で引き続き活かつ躍やくして欲しいって～。能力制限も一部解除してくれるみたいよ～。黒くろ猫ねこさんが出てくるクイズゲームやアイドルのリズムゲーム、他にも怪あやしいコンテンツがたくさんらしいわ～」

「おいおいまさか……」

　グー姉の言葉を聞いて、ヒルデの顔がぱっと明るくなり、勢い良く頭を下げた。

「またしばらくよろしくお願いしますね！　今回のご恩返しのため、しっかりお世話させて頂きますから！」

「そんなことより、こっちに残るなら借金返してくれよ」

「そんな……感動のシーンが台無しです！」

　ヒルデは後ろ手に隠かくしたスマホをいじりながら猛もう抗こう議ぎをしてくる。

「そりゃこっちのセリフだ！　そういやスマホを回収するの忘れてたよ！　何してんだ！」

「アイグラはサービス一時停止中みたいなので、新しいゲームを見つけたんです。自分で開かい拓たくするのっていいですね～」

　受け身なオタクが多い中、既すでに自分からコンテンツを探しに行くスタイルを身に付けていることには好感がもてる。

　だけどそういうことじゃねえから！

　そして、またしばらくロクでもないことがたくさん起こりそうだ。

　彼女達の課金生活は続くのだろう。

　せいぜいオレの財さい布ふが巻き込まれないことを祈いのるばかりだ。

　ただ、金のこと以外なら手伝ってやってもいいと思う。

　そんなことを考えちまうのは、彼女達と遊んだゲームがとても楽しかったからなのかもしれない。





【現在の課金額　百十万千五百円】









[image: あとがき]




　お久しぶりの方も初めましての方もごきげんよう。みなさまつよく、やさしく、美しく生きてらっしゃいますでしょうか。日ひの原はら裕ひろ光みつです。

　今年はこんな挨あい拶さつがそこかしこで飛び交っているわけですが、自分が使うと何か違ちがう。それは、私が生まれながらのプリンセスではないからでしょうか。

　いいえ、きっと私にも目指せるプリンセスがあるはずです！

　そう！　ラノベ業界のプリンセスに俺はなる！

　……いきなり盛大に話題が逸それました。

　挨拶だけであとがきの流れを持っていくとは、流石さすが今年の伝説の戦士達はひと味もふた味も違います。

　とまあ本題はいったん脇わきに──じゃない、本題に移りましょう。

　課金系ラブ（？）コメディ『まわせっ！　課金戦乙女ヴアルキリーのヒルデさん』、お楽しみ頂けたでしょうか。

　異世界からやってきた戦乙女ヴアルキリーが、ソシャゲ課金にはまってさあ大変。ソシャゲが繫つなぐ愛と絆きずなと金と欲よく望ぼうと女（二次元）の物語となっております。

　なんだか言い過ぎな気もしますが、だいたいそんな感じです。

　今、このあとがきを立ち読みしていて少しでも興味をもったあなた！　ぜひそのままレジへ！

　ガチャと違って確実に手に入りますよ！

　カード所持枠わくの増加に課金するような確実性を感じますね！

　……我ながらわけがわかりません。宣伝、下手くそか！




　さて、ソシャゲ＆課金をテーマにした本作ですが、日の原はゲームプランナーをしていたりします。

　プランナーってなんぞ？　という方もいらっしゃるかと思いますので簡単にご説明を。

　企き画かく立案、パラメーターや画面設計、アニメで言うところの制作進行、人によってはシナリオなどなどという『何でも屋』な感じです。

　ほんとに簡単だな！

　そちらで仕入れたネタも表に出せる範はん囲いで入れていきたいと思いますので、ヒルデさんの今後にご注目下さい。

　ちなみに、ラノベ書きやゲームプランナーをしていて一番得したこと。

　それは、ゲームをしてても、アニメを見てても、マンガを読んでも、ラノベを読んでも「これ仕事だから！」と言えることです。

　二次元バンザイ！

　いや、別に誰だれかに言い訳する必要なんてないんですけどね。




　今回のお話はソシャゲがメインですが、日の原はコンシューマーもソシャゲもどちらも大好きです。コンシューマーをがっつりやり込んだ時の達成感は他では得がたいものがありますし、ソシャゲのガチャは脳のう汁じるがじょばじょば出ます。

　ですが、そろそろまたゲーム業界も革新が待たれるところでしょう。できることならその革新とやらを自分で起こしたいモノです。







　では恒こう例れいの謝辞を。

　担当編集様。二転三転する企画に辛しん抱ぼう強づよくお付き合い頂きありがとうございます。

　無事発売にこぎつけられたのも、担当様のおかげでございます。

　やむ茶様。とてもかわいいイラストをありがとうございます！

　ラフが上がってくるたび、わくわくしっぱなしでした！

　うちのＰＣは二画面ともヒルデが壁かべ紙がみです。

　その他、本作に関わって下さった皆みな様さま、そして何より最後までお付き合い下さった読者の皆様、まことにありがとうございました。

　そうそう、休日に長時間居座っ……もとい、打ち合わせに利用させて頂いた某ぼうファミレスさんにも感謝を！

　それでは皆様、二巻で再びお目にかかれることを願いつつ、おでこサンシャイン！（ハゲてません）





二〇一五年　夏かもしれない












まわせっ！　課金戦乙女ヴアルキリーのヒルデさん








日ひの原はら裕ひろ光みつ
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